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			俺の部屋ごと異世界へ！　ネットとＡｍｏｚｏｎの力で無双する③

			月夜 涙

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・青木武（ＡＯ　ＤＥＳＩＧＮ）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　いざ王都へ

			第１話　住民たちは嫉妬深い

			第２話　異世界バーベキュー

			第３話　食料難のときにやたら出てくる食べ物

			第４話　ついにたどり着いた王都

			第５話　ミツハさんの実家

			第６話　住民たちとの作戦会議

			第７話　白竜の死闘

			第８話　二兎を追うものは……

			第９話　異世界の女の子は大胆です

			第10話　大臣を見たら魔族に操られていると思え！

			第11話　やって来たよシン〇レラ城

			第12話　本当のごちそう

			第13話　豚の角煮って店で食べると高いけど、自分で作ると案外安いよね

			第14話　こうなると王族もただの豚だな

			第15話　ヘパイストスの宝珠

			第16話　男のロマンを叶えるために

			第17話　すべてをぶち壊す駄ギツネ

			第18話　人によって生み出された人のための機械神

			エピローグ　旅は続く

		

	
		
			プロローグ　いざ王都へ

			　

			　キツネ耳美少女にして女神の眷(けん)属(ぞく)のマユキ、エルフの錬金術士エフィル、剣聖のミツハ、そして、英雄である俺を乗せた馬車が王都に向かって走っていた。

			　……おかしいな。

			　ずっと強い魔物が出る東方面に行くと言っているのに、東に行こうとするたびに変な妨害が入る気がする。

			　前回は、Ａｍｏｚｏｎチートの危機で金策に走る必要があったし、今回は王都にある城へ来るようにお達しを受けた。

			　でも、いいか。

			　やはり、ゲーム好きとしては王都には憧れてしまう。やはり英雄たるもの一度ぐらいは王城を訪れないと格好がつかないだろう。

			　しかも、俺たちが王都に行くのは王様からのご褒美イベントだ！　王と謁見し今までの功績をたたえられる。

			　なにせ、このユウ様は強大な魔族アルトバレットを倒し、さらには国を食い尽くす災厄ＩＮＡＧＯを倒した英雄だからな！

			「ユウ、気持ち悪い」

			　眠そうな顔をしたマユキが、ぼそっとつぶやく。この駄ギツネは相変わらず寝転がりながらスマホゲームを楽しんでいる。

			　最近は、課金という存在を知り、しきりにクレジットカードの番号を聞いてくるが、絶対に教えない。スマホゲーはやばい。ものによっては、一月で百万ぐらい容赦なく消える。ましてや、マユキのような自制心と遠慮がない駄ギツネが課金に手を付ければ、あっという間に破滅してしまうだろう。

			「マユキちゃん、気持ち悪いって言うのはひどいですよ。まあ、たしかに、その、ちょっとあれでしたけど」

			「ユウが変な顔で自分の世界に入ってしまうなんて、いつものことじゃないかしら？　いちいち気にしても馬鹿らしいわよ」

			「ん。たしかに。ユウ、マユキのことは気にしないで、好きなだけにやにやしといて。なるべく見ないようにする」

			　金髪のおっとりした巨乳エルフのエフィルと、スレンダーな剣士ミツハがフォローをしてくれる。

			　いや、これはフォローなのか？　むしろ……。

			「そんな言い方されたら余(よ)計(けい)にへこむよ！　せっかくの王様との謁見イベントなんだから、ちょっとぐらい浮かれたっていいだろう？　王様だよ？　お城だよ？　ご褒美とかもらえるらしいし、一躍有名人だよ？」

			　なにせ、俺は自伝を書けば第一文が『恥の多い人生を送ってきました』になるぐらいの後ろめたい人生を送ってきたからな。

			　社会に出たものの、すぐに会社を辞めて、その後はニート生活。その俺がようやく人様に胸を張れるようになったのだ。

			　今ぐらい、調子に乗ってもいいじゃないか。

			　マユキにはヒロインである自覚が足りない。あれだ。一時間に一回「さすがです。ご主人様」と言うぐらいになれないものか。

			「……ユウ、わかった。マユキが悪かった。ユウはクズで甲斐性なし。こういうときぐらいはしゃがないとダメ。うん、精一杯はしゃいで」

			　痛い、同情の視線が痛い。

			　やめて、耐えられない。

			「悪かった。俺が悪かったから、もう許してくれ。ごほんっ。それはともかく、なんでマユキが馬車のなかにいる」

			「ユウは鬼。こんな幼気(いたいけ)なキツネ耳美少女に、『へへ、この馬車は三人用だ。てめえは走ってついてきな』なんて」

			「言ってないよ！」

			　なんだ、そのキャラ。

			　俺はそんなセリフ一度たりとも言ったことがないんだけど？　むしろ、かなり気を使っているほうだよ。童貞は女性に強く出られない生き物だ。

			「そういうことじゃなくてな。この馬車はいつもマユキが引いてただろ？　そのマユキがここにいるなら、今いったい誰が馬車を引いてるんだ。おかしいだろ？」

			　そうなのだ。

			　この馬車は女神から与えられたもの。電気・ガス・水道・ネット。四大インフラを搭載した俺の１Ｋの部屋をそのまま荷台にしているスーパー馬車で、その馬車を引くのは女神の眷(けん)属(ぞく)たる子ギツネのマユキだ。

			　一部では、キツネ馬車として大人気になりつつある。

			　……ユアチューブにアップしている子ギツネがひたすら馬車を引くだけの動画も大人気で、俺のユアチューバーとしての大きな収入源の一つになっている。

			　なぜか、子ギツネ馬車動画が海外で大ヒットしたのだ。

			　今までは国内だけの盛り上がりだったので、どうしてもＰＶ数に限界があったが、英語圏でのヒットで、いつの間にか収入は数倍になっていた。日本だけのコンテンツとワールドワイドなコンテンツでは桁が違うのだ。

			　そのおかげで、毎日の晩酌も第三発泡酒から、プレミアムモ〇ツ５００ｍｌになっている。

			　風呂上がりに、一本三〇〇円の金の液体を飲める。さらには量のわりには値段が高い干ホタテまで開けてしまう！　まさに現代の貴族だ！

			　その世界的に有名になりつつある馬車を引く子ギツネ様は、不思議そうに首をかしげて口を開いた。

			「今更、何を言ってる？　マナタマを出たところで、領主が馬と御者を貸してくれた。後ろに護衛の馬車も走ってる。なにせ王への謁見。期日に間に合わなかったり、途中で襲われたりしたら領主の責任問題。いたれり、つくせり、マユキたちはＶＩＰ」

			　そう言えば、街を出てからばたばたしていたような気がする。

			「ユウ、その話は出る前にしたわよ。それに馬をつないでマユキが戻って来ているのに今頃気付くなんてぼうっとしすぎよ」

			　ミツハの視線が微妙に痛い。

			　そう言われれば、説明された記憶もうっすらとよみがえる。

			　だけど、はっきり覚えてないものは仕方ないと思うんだ。

			　もっと、大事なイベントがあったからな。

			「エフィルは覚えていたか？」

			「えっ、ああ、その、言われてみればって感じです。その、ごめんなさい。私も覚えていなくて。しっかりしないとダメですね」

			　エフィルも記憶があいまいだ。

			　無理もない。

			　実は、エフィルに告白されて返事をしようとしたタイミングで、ミツハが帰ってきて、急に王都に出発すると説明されたのだ。

			　告白のどきどきのせいで、頭の中にほとんど情報が入ってきていない。

			　それに、今も微妙に落ち着かない。

			　……俺もエフィルも、告白をしたこともされたこともない恋愛超初心者。

			　同じ馬車に乗っていて、いろいろと意識しないはずがないのだ。恋人になれば、当然、キスとか、その先とか。ごくりっ。

			「ユウ、エフィル。あなたたち、最近少し変よ」

			「マユキもそう思ってた。キツネイヤーはごまかせない。まさか、二人はマユキに隠れてごちそうを食べた？」

			　二人がいぶかし気な顔で俺とエフィルを交互に見てくる。

			　顔をそらすとエフィルと目が合った。お互い顔を赤くする。

			　それを見て、二人が余(よ)計(けい)に強く怪しみ始めた。

			　誰か助けてください。俺はラブコメ島の住人じゃなかとです。

			　そんな馬鹿なことをしながらも馬車は王都に進んでいく。

			　このときの俺たちは、まだ知らなかった。まさか、王都であんなことやこんなことがあるなんて…………。

		

	
		
			第１話　住民たちは嫉妬深い

			　

			　全員が寝静まったころを見計らってノートＰＣを起動する。

			　このラブコメ時空対策をみんなに相談したい。みんなというのは、スレに集まる住民たちのことだ。

			　あいつらは必ず、俺に嫉妬しからかうし、足を引っ張るだろうが、それでも誰かに吐き出さないと耐えられそうにない。

			　いつものようにスレを開く。

			「……ちょっと待ってくれ。なんだこのタイトルは」

			　

			【異世界男】異世界に召喚されたけど、Ａｍｏｚｏｎとネットしかチートがないんだが【童貞卒業】part81

			　

			　まるで、エフィルの告白を知っているかのようなスレ名だ。

			　おかしい。

			　なにせ、告白のときは実況をしていないし、マユキも眠っていた。

			　知られているはずがないのだ。

			　スレを見てみよう。

			　

			103：マユキ◆coFoxKonkon

			前スレで話したけど、ユウとエフィルの様子が変

			突然見つめあったと思ったら、顔を赤くしてそっぽを向く

			様子がおかしいと言ったら全力否定する

			　

			104：名無しの無職

			それは完全にできていますわ

			　

			105：名無しの無職

			決め手は、「まあ、任せておけ。なんたって俺は英雄だからな。絶対になんとかしてみせる」か

			　

			106：名無しの無職

			あれには処女エルフも濡れる

			　

			107：マユキ◆coFoxKonkon

			できてるってどういう意味？

			　

			108：名無しの無職

			子づくりをする仲ってことさ！　マユキちゃんも俺とｒｙ

			　

			109：名無しの無職

			いや、俺と

			　

			110：名無しの無職

			マジレスするとへたれの>>1が手を出すとは思えないのだが

			　

			111：マユキ◆coFoxKonkon

			男の価値はもふもふ尻尾(しつぽ)

			尻尾(しつぽ)がない男の人は恋愛対象として見れない

			いろいろと教えてくれてありがとう。明日、いろいろと聞いてみる。マユキはそろそろ寝る。おやすみ

			　

			112：名無しの無職

			マユキちゃん帰る前に今日のパンツの色を！

			　

			113：名無しの無職

			>>112通報しますた

			　

			114：名無しの無職

			マジでセクハラやめろ。マユキちゃんが来なくなるだろ！

			　

			　あの、バカキツネ!!

			　俺より先に相談してやがった。

			　最近、妙にスマホを弄(いじ)っていると思ったら、直接書き込むまでにスキルアップしていたのか。

			　マユキはめんどくさがりなのに、こういうところだけ妙に学習能力が高い。まるで、ニートのような奴だ。

			　落ち着け、深呼吸だ。

			　というか、ここに書き込んだら全部マユキにばれないか？

			　いや、大丈夫だ。この時間なら余裕でレス数が千を超えて流れる。

			　さすがのマユキもｄａｔ落ちのスレを見つけたり、まとめサイトで過去ログを漁る技術は持っていないはず。

			　さあ、相談しよう。

			　

			831：1◆0UYgwhZXLvwt

			こんばんは

			今日は相談があって来たんだ

			　

			832：名無しの無職

			奴が来たぞ燃やせ!!

			　

			833：名無しの無職

			>>1くんだけはずっと童貞仲間だと思ってたのに！

			裏切り者は死ね

			　

			834：名無しの無職

			美少女エルフ手籠めにするなんて、舐めてんのか？　おおん

			　

			　やばい、住民たちが怒り狂っている。

			　なんとか鎮めないと。相談どころじゃない。

			　

			835：1◆0UYgwhZXLvwt

			落ち着け。まだ童貞卒業どころかキスすらしてないし、恋人でもない

			　

			836：名無しの無職

			さすがは俺たちの>>1だ。俺はおまえのことを信じてた

			>>1を好きになる女の子なんているはずないんだよなぁ

			　

			837：名無しの無職

			詳しく状況を聞かせてもらおうじゃないか。

			セクハラでもして愛想をつかされたのかい？

			　

			838：1◆0UYgwhZXLvwt

			実は、エフィルに告白された。返事をしようとしたら、ミツハがやってきてな。それ以来なかなか二人っきりになれなくて、もやもやしてる

			　

			　さて、住人たちはどんな反応をするだろうか？

			　

			839：名無しの無職

			判決。死刑

			釈明の余地なし

			　

			840：名無しの無職

			俺は初めから>>1はクズだと思っていました

			　

			841：名無しの無職

			美少女エルフがこんなクズの毒牙に、異世界には神も仏もないのか

			　

			842：名無しの無職

			一応いるけど英雄に>>1を選ぶようなポンコツだぞ

			　

			843：名無しの無職

			あっ（察し）

			　

			844：名無しの無職

			異世界は地獄やでぇ

			　

			845：1◆0UYgwhZXLvwt

			素直に祝えないのか、おまえらは

			　

			846：名無しの無職

			マジレスすると、告白の返事を、どうしてこそこそしないといけないの？

			隠れてやる意味ないじゃん。みんなで旅しているんだから、どうせばれる

			いいじゃん、全員の前で告白の返事して、すっきりしたら

			　

			847：名無しの無職

			同意。>>1は二人きりになれないことを言い訳にしているだけ

			返事ができないんじゃなくて返事をしないだけ

			馬車の旅だろうが外に出て休憩するタイミングはあるよね？　そのときに手を引いて二人で離れれば済むよね

			　

			848：名無しの無職

			>>1はどうしたいの？

			　

			　いつもはあほなことしか言わない住民たちが急にシリアスモードになっている。

			　多分、エフィルに関わることだからまじめになっているのだろう。

			　彼らの言うとおりだ。

			「>>1はどうしたいの？」という言葉がみょうに心にぐさっと来る。

			　たぶん、俺は返事をしたくないから、現状を言い訳にして、ごまかして、返事を先延ばしにしているだけだ。

			　ミツハが乱入してきたとき、心のどこかでほっとした自分がいた。

			　なぜ、返事をしたくないか。その理由を考えると、意外とすんなりと答えが出てしまった。自分が情けなくなる。

			　

			849：1◆0UYgwhZXLvwt

			俺は今のままがいいんだ。ニートで友達もいなかった俺だけど

			すごく今が楽しいんだ。変わりたくない

			　

			　学生時代、友達がいなかった。

			　逃げるように受験勉強にのめり込んだ。

			　そのまま、いい高校に入って、いい大学に入って、就職して、会社を辞めた。

			　辞めたのは仕事がきつかったってわけじゃなくて……会社の人間関係が苦しくて、わずらわしくて仕方がなかった。

			　たぶん、人付き合いが苦手な人間が暮らしていくには、日本という国はハードモード過ぎる。ずっとずっとしんどかった。

			　そんな俺が、初めて心の底から笑える居場所を手に入れた。

			　だから、急に怖くなった。

			　告白されたタイミングなら勢いで受け入れられた。

			　だけど、一度冷静になったら、返事をする勇気が持てなかった。

			　エフィルと恋人になったら、今のパーティ内の人間関係はよくも悪くも変わる。逆に告白を断ったとしても、エフィルといい友達のままでいられるのか、わからない。

			　どっちに転んでも今のままじゃいられない。

			　それがたまらなく不安で……怖いのだ。

			　

			850：名無しの無職

			ヘタレ

			　

			851：名無しの無職

			ヘタレ

			　

			852：エルフ好きの無職◆zxk2MMCzu1

			ヘタレ

			　

			　なんか、変態紳士がまざっている。

			　エフィルのために水着を買ったやつだ。

			　

			853：エルフ好きの無職◆zxk2MMCzu1

			気持ちはわかるが、それでエフィルたんはどうなる？

			いつ返ってくるかわからない返事を待っているのは辛いぞ

			せめて、いつ返事するかは言ってやれ

			　

			　いつ返ってくるかわからない返事を待っているのは辛い……か。

			　そのとおりだ。エフィルは今日もずっとそわそわしていた。

			　

			854：1◆0UYgwhZXLvwt

			そうだよな

			まだ返事はできないけど……エフィルに言うよ。一週間だけ時間がほしいって

			　

			　それが俺にできる精一杯だ。

			　それまでにどうするか決める。

			　

			855：エルフ好きの無職

			悩めよ青年

			だが、エフィルたんを泣かしたら殺す。社会的に

			　

			856：名無しの無職

			おまえなんか愛想尽かされろ！

			　

			857：名無しの無職

			あんないい子に告白されて保留とか（ドン引き）

			　

			858：名無しの無職

			>>1に彼女ができるのはいやだ

			だけどなー、こうやってヘタレな>>1を見ていてもそれはそれでむかつく

			鈍感系ハーレム主人公きどってんの？

			　

			　わかっている。

			　たぶん、これからの人生、エフィル以上の子に好意を寄せられることなんてないだろう。

			　恋人になってからのあれやこれや、その先にある脱童貞。その輝かしい言葉に引かれている自分もいる。

			　だけど、それでも。

			　今は、この楽しい生活を続けたい。

			　最後に礼を言ってスレを閉じる。

			　そろそろ俺も眠ろう。

			　明日もきっと忙しい日になるだろうから。

		

	
		
			第２話　異世界バーベキュー

			　

			　今日も馬車は王都を目指して走り続ける。

			　いい天気だ。こう天気がいいとバーベキューとかしたくなるな。夕食とかにいいかもしれない。

			　俺はスマホを操作して、バーベキューについて調べ始めた。こうやって情報を集めているときが一番楽しい。

			　視線を感じる、今日もちらちらとエフィルが俺の顔をうかがってくる。

			　目線が合うと赤くなって顔をそらしてもじもじし始めた。……うん、まだ返事はできてないけど、せめていつ返事をするかだけは伝えておこう。じゃないと、こうして返事を期待させ続けてしまう。

			　馬が止まった。休憩タイムだ。

			　馬という生き物は疲れやすい。二時間に一度は休ませないとへばってしまい使い物にならなくなる。

			「……馬は遅い、体力ない。これならマユキが引っ張ったほうが良かった。いらいらする。マユキなら一日中走れる」

			　マユキはご立腹だ。

			　めんどくさがりだが、散歩は好きなので、存外楽しそうに子ギツネ姿で馬車を引いてくれていた。

			　軽快な子ギツネ散歩は馬車よりも速く、街道を進んでいるときは次々と馬車を追い抜いていき、商人たちを驚かせる。

			　しかも、女神の眷(けん)属(ぞく)は伊達ではなく、無尽蔵の体力で一日中引いてくれる。

			　それなのに、少し働くと、すぐに疲れたと言って部屋で寝転がっているマユキはなんなのだろうか？

			「マユキ、短気は起こすなよ。たとえば、御者が馬の食事のために森に移動した隙に自分で馬車をひいて王都を目指そうとか」

			「そっ、そんなことは考えないの。マユキはかしこくて可愛いキツネ。もちろん、大人しくしてる」

			　嘘だ。絶対考えていた。

			　なにせ、王都に着けば、ミツハはマユキにごちそうを奢(おご)ると約束している。マユキは王都のごちそうを楽しみにしているのだ。

			　早くごちそうを食べるためには、馬と護衛の騎士たちを置き去りにするぐらいはやりかねない。マユキは自分の欲望に忠実だ。

			「……護衛の人たちの立場を考えてやってくれ。俺はちょっと散歩に行ってくるよ。体を動かしたい」

			　そう言って、エフィルに視線を向ける。

			　すると、エフィルが目を見開き、こくんと頷いた。

			　ちゃんと、合図は伝わったらしい。

			「私も外に出てきますね！」

			「ん。マユキはキツ寝しとく。キツネは布団で丸くなる」

			　マユキが、その場で宙返りすると、子ギツネモードになる。

			　子ギツネは、ベッドの上に飛び乗ると丸くなって寝始めた。相変わらず子ギツネモードのマユキはもふ可愛い。

			「私は剣の手入れをしておくわ。二人とも、気にせずに外に行って来て」

			「そうさせてもらう」

			　ミツハは剣を研ぐために、馬車に待機するみたいだ。

			　そうして、俺とエフィルは二人きりで馬車を抜け出すことができた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　馬車から少し離れたところで向かい合う。

			　二人きりになった瞬間、急に照れくさくなる。

			　ラブコメ時空はすごいな。なんていうか、こうしているだけでむず痒い。

			「エフィル、この前の告白の件だけど」

			「ひゃっ、ひゃい」

			　エフィルの顔は真っ赤で、極限まで緊張しているせいか、おもいっきり噛んでしまった。

			　胸の前で手を組んで、うるんだ瞳で俺を見ている。

			　期待だけでなく、不安もあるのか震えていた。

			　……そんなエフィルにある意味、残酷な返事をしないといけない。

			「エフィルの告白、うれしかったよ。告白されてから、ずっと、どんな返事をするかを考えていたんだ」

			「その、うれしいです。私のために悩んでくれて」

			　いじらしい。

			　もう、この場でＯＫって言いたくなる。

			　だけど、我慢だ。

			「エフィルのことは好きだ。可愛いしがんばり屋でいつも助けられる。可愛いっていうのは見た目だけじゃなくて、性格も。エフィルの恋人になれれば、すっごく幸せになれるって、思えるんだ」

			　エフィルの顔が明るくなっていく。

			　失敗してしまった。こんなことを言えば、ＯＫだって勘違いする。まずはちゃんと否定をしないと。

			「……だけど、今すぐにＯＫはできない」

			　明るくなった顔が一気に沈む。そして、泣きそうな顔でエフィルが口を開いた。

			「理由を聞いてもいいですか？」

			「情けない話だけど、俺は今のパーティがすごく気に入っているんだ。エフィルを受け入れたら、それが変わってしまうようで怖いんだ。……でも、エフィルの好意を裏切りたくない。いくら悩んでも結論が出ないんだ。だから、あと一週間、待ってほしい」

			「……良かった。断られたんじゃなくて」

			　エフィルがへなへなとその場で女の子座りになる。

			　そして安(あん)堵(ど)の息を吐いた。

			「返事を今か今かと待ちわびるエフィルに悪くて。せめて、いつ返事をするかだけでも先に言おうって決めたんだ。……ちゃんとした返事ができなくてごめん」

			　俺がそう言うとエフィルが微笑む。

			「いいんです。それだけ真剣に悩んでくれているってことですし、私のことを好きだって気持ちが伝わってきてうれしいです。……一週間ぐらい、待ちますよ！　エルフは長生きな分、気が長いんです」

			　本当にいい子だ。

			　ありがとうと伝え、立ち上がれるように手を差し伸べる。

			　エフィルが俺の手を握った。柔らかい手と体温が伝わり、どきりとする。

			「それに、ユウ様の不安もわかるんです。私も、今のみんなとの関係がすごく気に入っていて。私とユウ様が恋人になったら、変になっちゃうかもって怖くなりました……でも、それでもユウ様が欲しくて告白しちゃったんです」

			「エフィルも同じだったのか」

			「はい。……そろそろ戻りましょう。あんまり遅いとみんなが心配しちゃいます」

			「だな。馬車に戻ろうか」

			　二人で頷き、馬車に戻ろうとする。

			　そのときだった、かさっと音がした。落ち葉を踏んだような音だ。

			「誰かいるのか!?」

			　声をかけるが返事はない。

			　音がしたほうに向かっても、もう誰もいなかった。

			「ユウ様、どうかしましたか？」

			「人の気配がしたんだ。……野犬でもいたのかな」

			　ちょっと神経質になり過ぎているな。

			　そうして会話を切り上げ、俺たちは今度こそ馬車に戻った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日が暮れたので、野営の準備を始める。

			　とは言っても、とくに俺たちがすることはない。

			　なにせ、俺の馬車は、調理から洗濯まででき、睡眠もとれる。しかも女神の祝福を受けた無敵馬車なので獣除けすら必要ない。

			　ただ、御者の人や馬、加えて護衛として同行してくれている人々はそうはいかない。

			　御者が馬を森に放して草を食べさせたり、騎士たちは馬車内で火を使うわけにもいかないこともあり、せっせと薪(まき)を拾い集め、川の水を汲み夕食を作るための準備を始めていた。

			　彼らのことは気にせず、俺たちは俺たちで勝手に飯を食ってもいいのだが、せっかくだし料理を振舞おう。

			　こんなところまで来てくれたのだから労わってあげないと。

			　それに、ここは綺麗な川の近くの開けた場所で絶好のバーベキュースポットだ。昼間馬車に揺られながら集めたバーベキューの知識の使いどころ。

			　ここで燃えなきゃ男じゃないだろう。

			　というわけで、マユキたちを連れて外に出た。

			　ミツハとエフィルが御者と騎士たちに、俺がごちそうすると伝えに行く。その間に俺は段取りを決める。

			　しばらくすると、ミツハが戻ってきて、御者たちが一緒に食事をすることを了承したと伝えてきた。

			　よし、やろうか。

			「ユウってふとっぱらなのね。みんなに食事を振舞うなんて。バーベキューなんて料理は初めて聞いたけど、美味しいのかしら？」

			「期待していいぞ。シンプルな料理だが、シンプルゆえの奥深さがある。うまいし豪快だし、何より楽しいからな」

			　すでに食材は購入してある。

			　今日の主役はこいつだ！

			　Ｔｈｅ Ｍｅａｔ Ｂｏｙ オーストラリア産サーロインブロック（約２ｋｇ）

			　きめが細かく、柔らかい背中の肉。

			　サーロインはステーキにするには最適な部位であり、誰もが認めるステーキの王様だ。

			　国産の霜降り肉もいいが、バーベキューで豪快に食べるなら、オーストラリア産の赤身がいい。脂のうまさではなく赤身の肉の味を楽しむ。

			　オーストラリア産の肉は、脂身は少ないが、旨味がしっかりした健康的な牛肉で臭みが少ない。広くて豊かな土地があるからこその品質だ。日本産や米国産では、脂はないがうまい肉、というのはなかなか作れない。

			　俺たちの他に五人いて合計九人、肉は二キロを三セット買った。

			　二キロもあれば一人二〇〇グラム食べれそうだが、うちの連中はよく食べる。一セットだけでは足りなくなるだろう。

			　なので、合計六キロ購入した。

			　肉を取り出すと、吸い寄せられるように、ふらふらと駄ギツネがやって来た。きらきらとした目で、じっと肉塊を見つめる。

			「じゅるり、すごい肉の量。今日は食べ放題」

			「だな。一人六〇〇グラム用意した。……普通だったら食いきれずに余る量だ」

			「マユキがいる限りそれはない。むしろ足りないぐらい」

			「おまえなら、この一塊を丸ごと食いそうだよな」

			　一般的なステーキはだいたい一五〇グラム。特大ステーキですら三〇〇グラム。大食い用の一ポンドステーキですら四五〇グラム。それを考えると無(む)謀(ぼう)な量だろう。

			　それでも、余らない確信があった。

			「マユキ、手伝ってくれ。そしたら、早く肉にありつけるぞ」

			「ばっちこーい、肉のためならがんばる」

			「そっちの鉄串を洗ってくれ」

			　マユキに鉄串の洗浄を任せて、俺は肉を分厚く大振りにカットしていく。厚さはなんと二・五センチだ。

			　サーロインの柔らかさだからこそ、この分厚さが許される。これだけ分厚く切っても簡単に噛みきれてしまうのだ。

			　そして、鉄串というのも重要なポイントだ。鉄は熱を通しやすい。鉄串を使うことで複写熱で内側に熱を通せるので、分厚く切っても中が生なんてことになりにくいのだ。

			　六キロ分なのでカットに時間がとられたが、なんとか終わった。切るだけで汗が噴き出てくる。

			　用意したのは肉だけじゃない。バーベキューをするなら、脇を固めることこそ重要だ。それなりにこだわりの食材を用意した。

			　まずは、日本が誇るスーパー野菜、シイタケさんをカット。

			　シイタケのステーキはキノコと思えないぐらいのパワーがある立派な主役だ。

			　他には玉ねぎ、ピーマンの常連。

			　その三種類をカットしたあと、マユキに渡して、部屋に戻って、数分レンジで温めてきてもらう。

			　野菜の下ごしらえが終われば、肉と交互に串に挟んでいく。

			　レンジで野菜を温めたのは、肉をレアで仕上げるための焼き時間では野菜に火が十分に通らないからだ。

			　こうしておけば、野菜の焼き時間が短くてもステーキと一緒に食べられてしまう。

			　邪道ではあるが、焼き過ぎた肉や生野菜を食べる羽目になるよりずっといい。

			　味付けは二種類。

			　一つは塩コショウをまぶしただけ、肉の味をしっかりと楽しむ。

			　もう一つは、バーベキューの王者と言っていい。ヨシムラ、オリジナルソースに漬け込む。

			　名前は平凡だが、味は超一流。しょうゆベースで甘めのソース。その複雑で奥深い味は、日本人キャンパーに愛されて止まないバーベキューの定番だ。

			　こっちは、壺にたっぷりと注いで焼く前にたっぷりと漬けて焼く。

			　お好みで、すりおろしニンニクも忘れない。

			「ふう、こんなもんか」

			　目の前に積まれた串の山を見ると、やり遂げた感がある。

			「ユウ、焼こう。すぐ焼こう！　マユキ、こんなのを見てたらおかしくなりそう！」

			　キツネだけに肉大好きなマユキがじゅるりと涎(よだれ)を垂らし始めた。キツネ尻尾(しつぽ)がぶんぶんと振れている。

			「じゃあ、焼くか」

			「今日だけはユウがかっこよく見える」

			　急ごう。俺もお腹が減って仕方がない。

			　今回はグリルにもこだわる。

			　ここまで来て、ガスコンロなんて使ってたまるか。

			　ちゃんと、バーベキューグリルを購入し設置済みだ。そんな俺のもとに一人の少女が現れる。

			「薪(まき)を持ってきたわ。いい天気が続いたおかげで、よく乾いているわ。これならすぐに燃えるわよ」

			　ミツハが薪を持ってきてくれた。

			　その気遣いはうれしいが、残念ながらただの薪では究極のバーベキューにはならない。俺は燃料にすらこだわる。

			「悪いな、ミツハ。俺にはこの魔法の薪がある。こいつを使うと肉が一段階うまくなる」

			　取り出したのは、日本が誇る世界最強の炭。

			　備長炭。

			　わざとらしく、二つを手に取りぶつけると、カキーンっとまるで金属のような音が鳴った。備長炭特有の澄んだ音だ。
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			「黒い薪、それに金属みたいに固いのね」

			「正しくは炭だな。こいつの火力はすごいぞ」

			　たっぷりと空気の通り道を作るようにして、備長炭をグリルの中に放り込み、着火剤を仕込んでチャッカマンで火をつける。

			　まずは着火剤がごうごうと燃え始め、備長炭が温まり赤く染まっていく。火の勢いを強くするためにうちわで必死に仰ぐ。

			「やっぱ、バーベキューは炭火でないとな」

			　炭火焼きの美味しさというのは科学的に証明されている。

			　炭を燃やす際には、薪(まき)とは違って余分な水分が出ないため、食材が湿っぽくならない。

			　良い炭は超高温で加熱できるのに、炎を出さないので表面を焦がさずパリッと焼け、中までふっくらと柔らかく焼き上げることができる。

			　それだけじゃない。炭は遠赤外線効果で表面を素早く焼き上げ、肉を焼いた場合などは、肉汁をしっかり閉じ込め、旨味を逃さない。

			　さらにさらに赤外線での加熱は輻射熱だ。

			　内側から加熱するという、ただの直火ではできない芸当が可能だ。加熱時に細胞を壊さないので旨味が逃げない。

			　もちろんデメリットはある。備長炭は高い。

			　だが、労力をかけて職人たちが作り上げ、客が高い金を払うのは伊達ではないのだ！　その価値がある。

			「さあ、どんどん焼くぜ！」

			　鉄網が十分に加熱したところで、分厚いサーロイン肉が突き刺さった串をどんどん並べていく。

			　胡(こ)椒(しよう)をかけた肉にはたっぷり塩を振りかけて、何もかかっていない肉はタレをたっぷりとつけてから網に乗せる。

			　肉の香ばしい匂いと、しょうゆの焦げた匂いがあたりに広がる。

			　その香りに、遠めに見ていた領主から派遣された騎士たちもやってくる。

			　一、二分で肉をひっくり返す。

			　そして、もう二分ほどで焼き上がり。

			　赤外線の放出量が圧倒的で内側から熱せられる備長炭と、鉄串のコンボだからこそ、このスピードで焼きあがる。

			「さあ、みんな焼けたぞ。どんどん食べてくれ」

			　でかい串を、一番待ちわびていたマユキに渡す。

			　マユキはもふもふのキツネ尻尾(しつぽ)を振りながら、串を受け取りかぶりつく。分厚い肉があっさりと噛み切れてしまい、肉汁が滴った。

			　誰かの生唾を飲む音が聞こえる。

			「うわあああ、肉が柔らかくて、肉汁が溢れる。美味しい。こんな美味しい串焼き初めて。ユウ、お代わり」

			　巨大ステーキ串が一瞬で消えた。

			　さすがはマユキだ。

			　それを見た、他のみんなも次々に集まってくる。

			「ユウ、私もちょうだい」

			「私も早く食べたいです」

			「俺にもくれ！」

			　俺は苦笑し、どんどんと串を手渡していく。

			　大型のグリルを買ってよかった。一度にたくさん焼かないと、さばききれなかっただろう。

			「本当に美味しいわね。一見、ただ材料をおおざっぱに切って焼いただけなのに、信じられない美味しさだわ」

			「さすがはユウ様です。串焼きを今まで馬鹿にしていましたけど、これは立派な料理です。焦げたタレがたまりません」

			「私は、塩胡(こ)椒(しよう)のほうが好きだわ……でも、どっちも美味しいから交互に食べたくなってしまうわね」

			　みんな夢中になって食べている。

			　ふふふ、だが驚くのは早い。

			　バーベキューにもっとも必要なものが残っている。グリルの裏に置いてあるクーラーボックスを取り出して、その封印を解く。

			「バーベキューはこれがないと始まらないだろ！」

			　俺がクーラーボックスから取り出したのはビールだ。

			　クーラーボックスの中には、氷と缶ビールが敷き詰められている。

			　ただのビールではない。俺が愛してやまないビール。そう、これこそが世界でもっとも完成度が高いビール。プレミアムモ〇ツ５００ｍｌ。

			　缶ビールでありながら、三〇〇円という強気な値段。そうでありながら、売れ続けるという猛者。この味を知れば高くても、買ってしまう。

			　言うならば、ビール界のハーゲン〇ッツ。それこそがプレミアムモ〇ツだ。

			　酒が好きなので、一時期、世界中の色んなビールを飲んだが、いまだにプレミアムモ〇ツを超えるビールに出会えていない。

			　こっちの世界にはエールはあるが、ラガーはない。こっちの人間は飲んだら腰を抜かすかもしれない。

			　俺もさっそく、串にかぶりつき咀(そ)嚼(しやく)。肉の旨味が口の中に残っているうちに、大胆にプレミアムモ〇ツで流し込む。

			　ぷはー、最高の相性だ。もう死んでもいい。

			　狂おしいぐらいにバーベキューとビールは合う。

			　さらに、この蒸し暑さが、いっそうのことビールを輝かせる。

			　ホップと麦芽がどかーんっと来る。どっしりしたプレミアムモ〇ツでないと、この感動は味わえないだろう。

			「ユウ、それ私ももらえないかしら」

			「そんなに美味しそうにされたら、気になりますよ！」

			　酒にあんまり興味がないエフィルとミツハもプレミアムモ〇ツに飛びつく。ビール缶を渡すと、その冷たさに感動して、プルタブを引く。

			　全員に配る。缶を知らない騎士たちの分は開けてやる。

			　そして、肉と一緒に一杯やり始めた。

			「ぷはー……。失礼、これはすごいわね」

			　ぷはーっとしてしまったのを恥ずかしそうにしながら、ミツハが口を押える。だけど、すぐに我慢できなくなって二口目を楽しむ。

			「……この苦みがいいですね。すっごい爽快感。こんなの知ったら普通のお酒じゃ満足できなくなっちゃいます」

			　二人とも気に入ってくれたみたいだ。

			　ちょっと失敗だったかもな。

			　俺は冷や汗を流していた。プレモルは高い、もちろん日本円じゃないと買えない。

			　毎日プレモルをねだられたら、遠くないうちに破産しかねない。覚えさせちゃダメな贅沢だったかもしれない。

			　騎士たちからも大絶賛。涙を流し始めるものもいる。

			　肉とビールの宴に、場がどんどん盛り上がっていった。

			「さあ、どんどん食べて飲んでくれよ。今日は盛大にやろう！」

			「「「おう！」」」

			　ノリのいい声が返ってきた。

			　そのあとは、ビールもあって食事は進み、六キロあった肉も、クーラーいっぱいのビールも胃袋の中に消えていった。

			　そうだ、花火でも買おうか。あれもバーベキューとセットみたいなものだし。

			　楽しい夜だ。

			　グリルや炭まで買ったし、人数が多いので財布は痛めたが、その金額を払った分楽しめた。たまにはこんな日があってもいいだろう。

		

	
		
			第３話　食料難のときにやたら出てくる食べ物

			　

			　王都を目指す馬車の旅は続くが、そろそろマユキの我慢が限界に近い。最近、貧乏ゆすりをするようになってきた。

			　王都は遠く、旅も三日目に突入していた。

			「マユキが本気を出せば、もうとっくに王都に着いてた」

			　むすっとした顔で寝ころびながら携帯ゲームで遊んでいる。モンスターをボールを投げて捕まえるゲームなのだが「ボタンを連打するんだ」と教えたのを真に受けて、今もボタンを連打している。

			　だが、残念ながらモンスターに逃げられたみたいで、不機嫌そうにキツネ尻尾(しつぽ)を持ち上げてベッドに叩きつけていた。

			「マユキ、そう不貞腐れないで。明日の昼ぐらいには王都グリムガルトに着くわ。……でも、私もいい加減、飽きてきたわね。魔物の襲撃ぐらい起きてほしいわね。そしたら、いい運動になるのに」

			「ぶっそうなことを言わないでくれ」

			　ミツハがとんでもないことを言う。

			　魔物の不意打ちとか、そんな面倒なのはこりごりだ。

			　ただ、そんな心配はしなくていいだろう。この世界では大きな街道は定期的に聖者たちによって魔除けが施されている。

			　そのおかげで、街道に魔物は現れにくい。

			　この魔除けがあるから、商人たちは街と街の間を行き来して商売ができるし、農民たちが街に品物を売りに行くことができる。

			　それに加えて、今回の旅では、用心のために護衛の騎士たちは高価な魔物除けのアイテムを使っているようだ。

			　魔物が現れることは、まずあり得ない。ただ、魔物以外にも注意しないといけないものはある。

			「魔物はともかく、山賊は出るかもな」

			　いつの時代にも、本当に怖いのは人間なのだ。

			「それは考えにくいわね。このあたりは王都のおひざ元よ。治安もいいし、それなりに豊かで山賊も出にくいわ。犯罪をする意味もないもの」

			「そりゃそうか」

			　山賊というのは、たいていが食い詰めた者たちだ。農民たちが生きるためになったり、戦争時に、本隊とはぐれた兵士たちがなる場合が多い。

			　こういった、王都の近くで治安が良く、何年も大きな戦いが起こっていない土地。しかもミツハの言うように豊かであれば、山賊は現れにくい。

			　俺もマユキを見習って昼寝でもするか、そんなことを考えたときだった。

			「ひひいいいいいいいいいん」

			　馬の悲鳴が聞こえた。

			　それと同時に馬車が止まる。

			　まさか、襲撃か!?

			「山賊が出たぞ！」

			　御者が叫ぶ。

			　……噂をした瞬間にこれかよ!?

			　ミツハが気まずそうな顔をしている。わかるぞ、どや顔で山賊なんて出ないって言った直後だからな！

			　だが、さすがは剣聖。一瞬で気持ちを切り替えて戦士の顔になる。

			「ユウは、馬車に残っていて」

			「いや、俺も戦う！」

			　舐めてもらっては困る！

			　俺は魔族の群れを車爆弾で吹き飛ばし、人食いイナゴの大量虐殺を行い、超高レベル冒険者へと成長した。

			　いくら、素早さ以外のステータスが軒並低めな遊び人でも、超高レベルになってしまえば話は別だ。

			　山賊ごときに後れはとらない。なんなら異世界実況する余裕まである。

			「ユウ、あなたに人間が斬れる？」

			　言葉に詰まる。

			　魔物にはいい加減慣れた。

			　だが……人はどうだ？　俺は人殺しができるか？

			「行くわね」

			　ミツハが馬車を出ていく。

			　この場で即答できないことが、答えになってしまっている。

			　俺にはミツハの背中を追いかけることができなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　外で金属音や悲鳴が響く。

			　……心配はしていない。ミツハがいるのだ。たとえ山賊が百人いようがミツハに敗北はありえないだろう。

			　そして、しばらくして音が止んだ。

			「……終わったようだな」

			「そうですね。人間さんって不思議です。同族で奪いあうなんて」

			　エフィルが不思議そうに首をかしげる。同じ種族同士の戦いというのが理解できないらしい。

			「エルフにはそういうのはないのか？　食べ物とか、金銭の奪いあいとか」

			「エルフはみんなで分け合いますから」

			　エルフは人間よりも平和な生き物らしい。

			　同じ種族はみんな家族。それはうらやましい考え方だ。

			「ちょっと見てくるよ」

			「私もいきます」

			「ん。マユキも行く。どうなったか気になる」

			　俺たちは頷き合い、外に出る。

			　すると、騎士とミツハたちが困った顔をした。

			　彼らの前には縄で縛られた山賊たちがいる。

			「ミツハ、終わったのか」

			「ええ、返り討ちにしたわ。幸い、弱くて殺さずに無力化できたのだけど、山賊の正体を知って頭が痛くてね」

			　山賊たちはみんな痩せていた。

			　そして、なんとなく普通な人たちだった。それこそ、畑で鍬(くわ)を持っていても不思議じゃない感じがする。

			　山賊と聞いたからもっと荒々しい人たちを想像していたのに。

			「どう見ても、普通の人って感じだけど」

			「普通だから問題なの。この人たちは近くの村の農民たちでね。去年から急に税が高くなってしまったようなの。それで今年育てる分の種もみが足りなくなって、収穫量が減ったのにさらに税金をあげられて……」

			「食べていけなくなったわけか」

			　ミツハがこくりと頷く。

			　税で収穫物がすべて持っていかれた。

			　それで食うに困って山賊をする。まさに定番のパターンだ。

			「でも、不思議なのよ。ずっと豊作の年が続いているし、近頃大きな戦争なんて起きてないし、魔族の襲撃だって王都周辺ではあまり聞かないわ。公共事業も心当たりがないし、税金を急に引き上げる理由がないもの」

			　考えうる増税の原因は、基本的にはミツハが言ったようなものだ。

			　ただ、それは王族がまともな場合。

			「なあ、ここいらの領主はまともなのか？　ほら、贅沢がしたいとか、領地が傾くぐらいのすごい値段の宝石が欲しくなったとかは考えられないか？」

			　領主が、贅沢のために財産を空にして、そのしわ寄せが下々のものに降りかかるなんて、ありがちな話だ。

			「統治者として優秀よ。民のことを考える人だもの。理由のない増税はしないはずだわ」

			　ミツハが言うならそうなのだろう。

			　ますますわけがわからない。

			　嫌な予感がする。

			「何はともあれ、こいつらをどうするかだな」

			　縄でくくられた農民たちを見る。

			　一番簡単なのは、役人に突き出すことだ。ここは王都に近い、さほど手間はかからない。後腐れもない。

			　だが、それはしたくない。

			　そう考えているのは、ミツハも騎士たちも一緒のようだ。

			　おそらく、そうなればこの人たちが処罰されるだけではすまない。

			　旅人たちから奪わなければ、生きていけない。そこまで追いつめられている村をこれ以上追い詰めたくない。

			「ミツハ、それに騎士のみんな。ここから先は俺に任せてもらえないか」

			「いいけど、何をする気」

			「俺にできることをやってみる」

			　スマホを取り出し、操作をする。

			　食糧問題が起こった場合、定番の解決法がある。

			　地球において、いくつもの村や街を飢(き)餓(が)から救い、それどころか物語の中ですら大活躍して食糧問題を解決する食糧チートのベスト。

			　その名はジャガイモチート。

			　俺が購入したのは……。

			　

			　北海道だんしゃく芋 新じゃが Ｍサイズ 10ｋｇ

			　

			　特筆するべきは、一〇キロで一二八〇円という驚異の値段だ。

			　それを三〇箱まとめて購入する。三〇〇キロの芋が山のように積まれ、みんなが目を丸くする。

			　三〇箱、合計三〇〇キロ買っても、四万円弱だ。これだけあれば、百人程度の村なら一週間もつ。

			　適当に一〇個ぐらいの芋を持って一度馬車に戻り、茹でてから戻ってくる。

			「ミツハ、手の縄だけほどいてやれ」

			「いいけど、危ないわよ」

			「覚悟の上だ」

			　ミツハが頷いて、農民たちの縄を腕だけほどく。

			　足の縄は残っているが、腕が解放されれば自分でほどけてしまう。しかし、農民たちに逃げる様子はない。

			「おまえたちは、これを見たことがあるか？」

			　茹でたジャガイモを見せると、農民たちは首を横に振る。

			「これはジャガイモという食べ物だ。パンのように力が出る野菜だ。一つ、試しに食べてみるといい」

			　農民たちは、最初は戸惑い、未知の食べ物に驚きつつなかなか手を付けなかったが、お腹の音が鳴ると茹でた芋を手に取り、食べ始めた。

			　一口食べると芋の美味しさに気付いたのか、ペロリと食べてしまう。

			「こいつはいい」

			「うめえ」

			「ほくほくして、甘いな」

			「腹持ちが良さそうな感じだ」

			　芋は貴重な炭水化物で主食になりえる。

			　彼らも気付いたようだが、腹持ちもいい。

			　それに料理のバリエーションも豊かで飽きにくいのも魅力の一つだ。茹でたり蒸したりの他にも、スープ、グラタン、揚げ物と様々な表情を見せてくれる。

			　農民たちは期待半分、不安半分という顔で俺を見つめている。

			「……山賊行為をこれ以上しないなら、この山のように積んだジャガイモを持って帰っていい。三〇〇キロある。何人いるかはわからないが、しばらく持つだろう」

			「ほんとうにもらっていいんだか？」

			「ありがてええ、ありがてええ」

			　俺がそう言うと、農民たちは地獄に仏を見たような顔で、感謝の言葉を繰り返す。

			　だが、これだけで帰してしまっては応急処置にしかならない。

			　食料がなくなれば、また山賊行為を始めるだろう。だから――。

			「こいつは暖かい気候なら、土に埋めて三か月で収穫できるんだ。麦が育たないような痩せた土地でも育つし、石ころが混じっていようが関係ない。どこか空いている土地があるなら、五箱分は埋めて育てるといい。収穫直前になったら花が咲く。その花が枯れたら掘り返せ。根っこにいっぱい実っているぞ」

			　ジャイガモは非常に育てやすい作物だ。

			　病気に強く痩せた土地でも育つ。

			　手間もかかりにくいとメリットばかり。

			　これらの特性があるゆえに、食糧難対策のベスト作物として、地球でも異世界でも大活躍しているのだ。

			　……まあ、いろいろと落とし穴や問題もたくさんあるのだが、ダメ元だ。気にしていたらきりがない。

			「本当に、そんな奇跡のような食べ物をもらっていいんだべか？」

			「ああ。かまわない。ただ、この土地でもちゃんと育つかは実際に確認していない……もし、栽培に成功したら、同じように困っている村にも分けてやってくれ」

			「約束する。あんたは天使様だ。天使様の奇跡を俺たちが独り占めしたら罰が当たる。ちゃんと育てて増やしたら、他の村の連中にも分けてやる！」

			　農民たちが頷く。

			「ミツハ、足の縄も外してやってくれないか？　これでもう山賊行為はしないはずだ。する理由もなくなったしな」

			　彼らの眼に悪意はない。

			　あくまで生きるために仕方なく山賊になったのだ。

			　だからこそ手を差し伸べる。

			「すごい、こんな奇跡の食べ物があるなんて。それに、あなたは優しいのね……こんな解決方法があるなんて思ってもみなかったわ」

			　ミツハが農民たちの縄を解いていく。

			　すると、農民たちはダンボールに詰まったジャガイモを抱えて、村のほうに走っていく。見張りをつけることも忘れない……さすがに、逞(たくま)しいな。たぶん、俺が同じ状況だったら浮かれて全員で芋を村に運んでしまうだろう。

			　しばらくすると、村から応援が駆けつけてきて、あっという間に三〇〇キロもあった芋は消えてしまった。

			「……偽善だよ。見捨てるのが気持ち悪かっただけだ」

			　考え方次第では俺がやったのは最悪の行為でもある。

			　山賊行為を罰するどころか、旨味を与えてしまった。

			　あいつらが、食べ物があれば山賊行為をしないというのは俺の期待に過ぎない。

			　そして、約束が本当でも、ジャガイモが本当にこの土地、気候で育つかは運しだい。

			　問題の先送り、あるいはもっとひどいことになる可能性もある。

			　それでも、今見捨てないために行ったのだ。

			「あなたが彼らを救ったのは事実よ。そんなあなたの優しさは嫌いじゃないわ」

			　ミツハが微笑む。

			　どきりとした。

			　後ろでエフィルが頬を膨らませている。

			　……待ってくれ、これは浮気じゃない。

			　というか、告白の返事をしていないのだからエフィルは恋人じゃない。

			　浮気かどうか弁明する必要すらないのだ！

			　エフィルと目が合った。

			　……ごめんなさい嘘です。

			　調子に乗りました。

			「とりあえず、馬車に戻ろう。今ので、また時間を取られた。少しでも早く出発して取り戻さないとな」

			「そうね。……ただ、あの農民たちがあまりにも美味しくジャガイモを食べるものだから、ジャガイモを食べたくなったわ」

			「あっ、私もです」

			「マユキはジャガバタと肉ジャガを希望」

			　三人が期待を込めた目で俺を見てくる。

			　あの農民たちはジャガイモを初めて見たようだが、マユキたちにはすでに何度かジャガイモ料理を振舞っており、ジャガイモの味を知っている。

			　日本料理にもジャガイモは欠かせない存在だ。

			「わかった。今日の夕食はジャガイモ料理だ！　ジャガバタの中でも、飛びぬけた破壊力がある塩辛ジャガバタ、ジャガイモスープ、ジャガイモと牛肉たっぷりのカレー。炭水化物地獄を作ってやる！」

			　三人が楽しそうに笑う。

			　こうして、みんなが喜んでくれるなら、多少の手間は苦にならない。気合を込めて料理しよう。

			　そんなことを考えながら、馬車に戻る。

			　ニートの俺が誰かのためにがんばるか……もしかしたら、俺もこっちに来て成長しているのかもしれない。

			　……だが、このときの俺は知る由もなかった。

			　村でのジャガイモの栽培は大成功し、その後、ジャイガモは国中に広まっていった。

			　ジャガイモは数々の飢えた村を救う。

			　そして、俺は思ったよりもすでに有名だったようで、ジャガイモを渡したときには、魔族アルトバレットを倒し、人食いイナゴから国を救った英雄であるユウだとばれていた。

			　そのことで、のちに【イモの英雄ユウ】という、虐めのような二つ名で歴史に刻まれることになるのだ。

			　そんなことを知らない俺は、無邪気にジャガイモを使ったレシピを考えていた。

		

	
		
			第４話　ついにたどり着いた王都

			　

			　馬車が止まった。

			　今回は野営のためでもなく、山賊に襲われたからでもなく、本当に王都グリムガルトの目前にたどり着いたのだ。

			　王都グリムガルトは、国名と同じ名を冠する都市。この国のどの都市よりも栄え、王たちが住む王城を備える。

			　この国、グリムガルトの中心だ。

			「ほう、これが王都グリムガルトか。綺麗な街だな。マナタマを初めて見たときにも感心したけど、ここはそれ以上だ」

			「ええ、びっくりしました。人間さんってすごいんですね……ううん、鋼の匂いがします！」

			「王都グリムガルトは世界でもっとも美しい街だと言われているわ」

			　その言葉は誇張じゃないようだ。

			　小高い丘にいるおかげで街の全体像がよく見えるのだが、王都というだけあって防壁は商業都市マナタマより厚くて立派。

			　町並みは整然としている。

			　マナタマは港町だけあって、なんでもありなカオスな雰囲気だが、ここには統一感と品を感じられる。

			　なにより、すごいのが……。

			「シン〇レラ城かよ」

			　王都の中心にある巨大な白亜の城。

			　美しく荘厳。

			　かつて、修学旅行で訪れた千葉にあるくせに東京を名乗る某ランドのシンデ〇ラ城によく似ていた。

			　この世界の建築技術で、あれだけ巨大で美しい城を作りあげてしまうなんて、もはや執念の領域だ。

			「驚いたでしょう？　初めてグリムガルト城を見た人はみんな度肝を抜かれるのよ」

			　そらそうだろう。

			　もともと、王様との謁見イベントだというだけで楽しみだったが、あんな城に入れるとなるとよりテンションがあがる。

			「私も驚いてしまいました。人間ってあんなものが作れるんですね……うーん、強度計算とか材質が気になります。あんな巨大にもかかわらず見た目優先で不安定な構造をしているなんて。すごく気になります」

			「そこかよ!!」

			　エフィは相変わらずの錬金バカだった。
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			　ただ、エフィルらしい言葉が聞けて少し安心する。最近、ちょっとずつ、いつもの調子を取り戻しつつある。

			　これでこそエフィルだ。

			　イヤホンに耳を傾ける。

			　今日は久しぶりの異世界実況を行っていた。

			　最近、馬車に揺られるだけで放送できる内容がなかったのと、海外で人気爆発してＰＶが跳ね上がり、せこせこ稼ぐ必要がなくなったので実況が滞っていた。

			　金銭面でがんばる必要はなくても、今まで支えてくれた人たちを楽しませたいのでまだまだがんばるつもりだ。

			　さて、住民(外なる神々)たちは元気にしているかな？

			　

			『ディ〇ニー「ぺろり、これは著作権侵害。教育が必要ですね」』

			『ＴＨＥ城って感じだな』

			『城より先に姫を映せよ無能』

			『オークの軍勢はまだですか？』

			『これはドラゴンさんに火の海にされるの不可避』

			　

			　ああ、いつもどおりで安心する。

			　これだけ客が増えているのに、どうしてこんな奴らばっかりコメントするんだろう。きっと、根が腐っているんだな。

			　やれやれだぜ。

			　まあ、いい。

			　早速、降りてみよう。

			　街の探索だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　騎士たちと一緒に王都の中へと向かう。

			　門の前で、関税の徴収と危険物の持ち込みがないかのチェックを受ける。

			　かなり長い列ができており、時間がかかりそうだ。せっかく王都に着いたのに、さっそく足止めとか嫌になって来る。

			「ユウ、あの城門をエフィルの爆弾で吹き飛ばせば、すぐにでも街に入れる気がする。やってみて」

			「街の中じゃなくて、牢の中に突っ込まれるわ！」

			　マユキは不機嫌そうな声をあげる。

			　俺もその気持ちがわかるだけに、あまり強く言えない。

			「安心してください。私たちは並ばずに、あちらの門から入ります。そう時間は取られないですよ」

			　御者が声をあげる。そして、進路を変える。

			　そこは、どうやら貴族や大聖人御用達の専用門のようだ。

			　すんなりと順番が来て、何かを御者が見せるとすぐに街の中に入れた。

			　これが権力者の力。それにしても……。

			「中に入ると一段と綺麗だな」

			「はい、光の街って感じですね」

			「ユウ、エフィル、向こうを見て。グリムガルト名物の大噴水よ」

			「うわあああああ、すごいです。水がぶわってして」

			　上から見たときには気に留めなかったが、広場の中心に巨大な噴水があり、虹ができていた。

			　そして、どこからか音楽が聞こえる。

			　噴水広場では大道芸人たちが自慢の芸をお披露目し、弾き語りをする者も多い。実に平和的な風景だ。

			　この美しい光景と音楽にはネット住民たちも……。

			　ああそうだよね。わかっていたよ。君たちのように汚れた心だとあんまり綺麗な風景とか興味ないよね。

			「これから、どうするんだ？」

			　御者に問いかける。

			「宿を予約しておりますので、そちらで二晩泊まっていただき、謁見は三日後となっております。それまでは観光などをなさってください」

			　王都観光か楽しみだ。

			　街を出るときは、ミツハがかなり焦っていたが、なんとか予備日を使わずにたどり着けたおかげで、観光の時間が確保できた。

			　時間があっても、先立つものがないとどうしようもないが、異世界の金にもかなり余裕がある。マナタマで開店したスパイスショップのおかげで俺は小金持ちなのだ。

			「よし、みんな。二日で王都のうまいものを食い尽くすぞ！」

			「ユウ、最高なの！」

			　マユキは窓から身を乗り出して、鼻をすんすんとしている。早速、美味しい店を自慢の鼻で探しているようだ。

			　マユキの鼻は信頼できる。

			「私も楽しみです！」

			「……うれしいけど、美味しい物三昧ともなると少し体重が気になるわね。マユキとエフィルの食べたものはいったいどこに消えているのかしら？」

			　俺は知っている。

			　ミツハは、たくさん食べた次の日にはいつもより激しく訓練していることを。バーベキューの次の日も休憩時間のたびに外に出て剣を振っていた。

			　ミツハのスレンダーな体つきは、たゆまぬ努力によって守られている。

			　だが、ミツハの言うとおり、いったいマユキとエフィルはどうして太らないんだろう。とくに運動しているようにも見えない。

			　マユキは不思議生物なので置いておくとしても、エフィルは……いや、彼女を見てすぐに納得できた。そうか、あれだな。胸にいっているのか。

			「あの、ユウ様。今、すごく失礼なことを考えていませんでしたか？」

			「……あはは、なんのことを言っているかわからないよ」

			　言えない。こんなことを言ったら、俺の株がだだ下がりだ。慌てて、エフィルの立派な胸から目をそらす。

			　宿に向かいながら、景色を楽しむ。

			　ネット民たちには不評だが、美しい街並みは見ているだけで楽しい。

			　ん？　あれはなんだ。

			　帯剣をして、紅白の竜を模した紋章が描かれた鎧(よろい)を着た連中が馬車の進路をふさいでいる。

			　一糸乱れぬとは、こういうことを言うのだろう。すさまじい練度だ。

			　馬車が止まる。

			　先頭にいた、ひときわ質の良い鎧(よろい)と鍛え抜かれた肉体をもつ大男が、一歩前に出て来て口を開く。

			「英雄ユウ殿一行の馬車だな。我々は白竜騎士団。王命により参った。……これより英雄ユウ殿の警護及び、王都滞在時の世話は我々、白竜騎士団が引き継ぐ。そちらの御者と護衛の騎士よ、マナタマからご苦労だった。貴君らは帰還しろ」

			「そのようなことを言われても、はい、そうですかとは」

			　御者を務める騎士がしぶる。

			　彼らだって、マナタマの領主に命令されてここにいるし、プライドもある。王との謁見を見届けるまでは帰れないだろう。

			「王命と告げたはずだ。これを」

			　御者の顔色が変わる。

			　おそらく、王のサイン入りで命令が書かれているのだろう。王命ということは、王からの命令なのだ。断るわけにはいかない。

			「ユウ様……我々はここでお別れです」

			「今まで、ありがとう。おかげで楽しい旅ができたよ」

			「もったいなきお言葉」

			　御者は悔しそうな顔をして、俺たちに別れの言葉を告げると、護衛騎士たちの乗る馬車に乗り、去っていった。

			　手に冷たい感触があった。

			　隣に座っていたミツハが手を重ねてきたのだ。

			　馬車から出る。

			「俺がユウだ。ここからの世話はおまえたちが引き受けてくれるのか？」

			　基本、初対面のえらい人相手には敬語を使う俺だが、今まで世話になった人たちを邪険にされたこともあって、強めの態度に出ることにした。

			　けっして、超高レベルになって調子に乗っているわけではない。

			「はい。これからは私たち白竜騎士団。そして、クライムット公爵家があなたたちをもてなさせていただきます」

			　クライムット？

			　聞いた覚えがあるような。

			　それも割と身近で。

			　……まさか。

			　そんなことを考えていると、騎士は言葉を続けた。

			「そして、お手数をおかけしますが、ミツハお嬢様にお会いさせていただけないでしょうか？　我々、白龍騎士団はもちろん、我らが主、グラム・クライムット公爵もお嬢様のご帰還を心よりお待ちしておりました」

			　そう、クライムットとはミツハの実家だ。

			　過去にミツハは結婚するのが嫌で、婚約と同時に逃げ出した。

			　その後、冒険者になりマナタマで俺たちと出会ったのだ。

			　俺の仲間にいることがクライムット家にばれ、王に呼び出されたこともかぎつけられて、クライムット家が関わってきたのだろう。

			　ここは逃げるべきじゃないか？　そんなことが脳裏によぎる。

			　そんな時だった。後ろから足音が聞こえた。

			「久しぶりね、バルナ。この人たちは私の大事な仲間よ。丁重にもてなして」

			「はっ、かしこまりました。お久しぶりです、ミツハお嬢様。お美しくなられた……おまえたち、屋敷に向かうぞ」

			「「「はっ！」」」

			　そうして、俺たちの行き先がクライムット家になった。

			　ミツハの顔を見る。

			「ユウ、気にしないで。どっちみちいつまでも逃げられる問題じゃないもの。あの石頭とちゃんと話さないとね」

			　ミツハが笑う。

			　だが、付き合いが長い俺には、何かに耐えている様子が見て取れた。

		

	
		
			第５話　ミツハさんの実家

			　

			　王都グリムガルトに着くなり、白竜騎士団と名乗る連中にからまれて、クライムットの屋敷まで連れてこられた。

			　その豪奢さはマナタマで世話になったリガーナの屋敷に勝るとも劣らない。

			　白竜騎士団の団長であり、ミツハをお嬢様と呼んだバルナの先導で、屋敷の奥へ奥へと進んでいく。

			　どこかこの家には厳かというか、重苦しい気配がある。

			　さきほどの話を思い出す。白竜騎士団のリーダーバルナは、クライムット公爵と言ってた。

			　俺がゲームで得た知識によると、公爵と言えば大貴族だ。

			　王様が一番えらくて、次に偉いのが王族、その次に来るのが公爵だ。つまるところ、王族に次ぐ権力を持っている。

			　ミツハの生まれがいいとは思っていたが、まさか公爵家のご令嬢だとまでは思っていなかった。

			　ミツハの表情が硬い。

			　婚約が嫌で家を飛び出したのだ。いろいろと思うところがあるのだろう。

			「心配しなくても大丈夫よ……まったく、お父様も変よね。これだけ長い間、放っておいたくせに、王都に着くなり強引に連れ戻そうとするなんて」

			「まあな、マナタマにいたことぐらい気付いていたんだろう？」

			　なにせ、公爵様だ。

			　興味があれば、娘の居場所ぐらい調べられるし、その気になれば、もっと早く連れ戻せたはずだ。

			　逆に言えば、それはつまり今までは連れ戻す気がなかったということだ。

			「できれば、呼び出すにしても、一人のときにこっそりとしてほしかったわね。ユウたちに迷惑をかけてしまったわ」

			「そっちは気にしないでくれ。公爵の屋敷なんてこういう機会でもないと入ることがないしな。むしろラッキーだ」

			「ユウって、たまにすごく優しくなるわよね」

			　ミツハが笑う。
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			　気恥ずかしくなって視線をそらすと、妙にマッチョな石像と目が合った。どうせ裸婦像なら、ナイスバディな女性のほうがいいのに、騎士の家系だけあってか、武骨というか、男臭いインテリアが多い。

			　ネット民たちもそれなりに喜んでいる。

			　それはもちろん、ミツハの実家を見ることができたから、ということもあるのだろう。

			　ミツハもかなり人気がある。

			　

			『お父さん』

			『僕に』

			『娘さんを』

			『ください』

			　

			　おっ、見事な連携が決まった。

			　ネット民のコメントに耳を傾ける。

			　

			『これってまさかミツハフラグが進行してね？』

			『ありうる。とういかフラグ的には女騎士のほうが先に立っていただろう？　むしろ巨乳エルフは寄り道』

			『そういえば……。>>1はロリ巨乳エルフだけでは飽き足らず、スレンダーくっ殺美少女剣士にまで手を出すのか』

			『絶対に許さない』

			『殺せ！　殺せ！　殺せ！』

			　

			　流れがどんどん怪しくなっていく。

			　なんだよ。攻略とかフラグって!!　エロゲーか!!

			　フラグなんて立ってないし、攻略する気なんてない。

			　ミツハは魅力的だけど、俺にはハーレムなんて大それた考えはない。エフィルだけでもいっぱいいっぱいなのだ。

			「ユウ様、どうかしましたか？　すっごく、変な顔をしていましたよ？　にやけているような怒っているような」

			「いや、なんでもないよ」

			　動揺が顔に出ていたらしい。

			　落ち着こう。他人の家で挙動不審とかどうかしている。

			　しばらく歩いて通されたのは、立派な客間だった。

			　大理石の部屋で、全体的にシンプルだが品のいい調度品が並べられている。質実剛健という言葉がぴったりだ。

			　部屋に入るなり、椅子に腰かけた初老の男が振り向く。

			「ミツハか。この家出娘。ようやく帰ってきたな」

			　その声には呆れたような、喜んでいるような不思議なニュアンスがあった。

			「帰ってきたわけじゃないわ。立ち寄っただけよ。グリムガルト王との謁見が終わったらすぐに帰るわ」

			　俺たちを出迎えてくれたのは、グラム・クライムット公爵本人。

			　白髪交じりで、背は俺と同じぐらい。しかし、厳めしく強い存在感があった。

			　ミツハの父親だ。並みの人物ではないと思っていたが想像以上だ。

			「……ふう、まったく手を焼かせてくれる。あなたが英雄ユウ殿か？」

			「はい、私が英雄と呼ばれるユウです」

			　

			『あなたは英雄ですか？　はい、英雄です』

			『英雄（笑）のくせに』

			『恥ずかしくないの？　生きていて』

			『羞恥心があったら言わないよなぁ』

			　

			　相変わらず、うるさいよおまえら！

			　

			「さすがは若くして英雄と呼ばれるだけあって、いい目をして……おらんな。むしろ、軟弱さすらある。武人の風格は……ないな。一目見て鍛えていないとわかる体つきだ。では人の上に立つカリスマ性……も見受けられん。このような将のもとに兵はついてこん。はて？　本当に貴殿は英雄殿か？」

			「……本物のユウです」

			　なに、この人。失礼過ぎるんですけど。

			　

			『さすがの眼力ｗｗｗｗｗ』

			『この観察眼、グラム・クライムット侮れぬ男よ』

			『【悲報】>>1さんあっさり無能を見抜かれる【化けの皮仕事しろ】』

			『お義父さん「>>1は濁った眼をしていて、武人としても指導者としても失格」』

			『このおじさん、できる！』

			　

			　握りこぶしを震わせる。

			　ネット住民(外なる神々)は傷口に塩を塗りこむことにかけては天才的だ。的確に抉(えぐ)って来る。

			　いやさ、この人もこの人だろう。仮にも俺は英雄だよ？

			　ここはお世辞でも、ノリと勢いでいい目をしているぐらいは言おうよ!!　本当のことを言い過ぎだろ!!

			「なにはともあれ、昼食もまだと聞いておる。もてなす準備はできている。昼食を食べながら話そう」

			　クライムット公爵が指を鳴らす。

			　すると次々と料理が運ばれてきた。その気配りはありがたい。

			　ちょうど、お腹が減っていたところだし。これからごちそうというところで、横やりを入れられたマユキが爆発寸前だった。

			「昼食、ごちそうでる？」

			　そのマユキが、クライムット公爵のところまで、とてとてと歩いていきストレートにごちそうがあるかを聞いた。

			「当然だ。英雄殿をもてなすのだ。恥ずかしい物は出せんよ。王都の美味をたっぷり味わってもらう」

			「ごくりっ。マユキはお腹減った。早く持ってきて」

			　おそらく、公爵相手にこんな態度をとれるのはマユキぐらいだろう。

			　冷汗が流れる。打ち首を言い渡されてもおかしくない。

			「ははは、素直なお嬢ちゃんだ。お腹が減っているお嬢ちゃんのために、急がせよう。バルナ、コックたちに大至急料理を仕上げるように伝えろ。それから、いつもよりもたっぷりと用意するんだぞ」

			「はっ、ただちに」

			　たっぷりと、という言葉にマユキが尊敬の眼でクライムット公爵を見ていた。

			　……もしかしたら、クライムット公爵はとてもいい人かもしれない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　食卓に次々に料理が並ぶ。

			　まず目を引くのは、見たことがない丸々とした巨大な魚の蒸し焼きだ。

			　甘辛いソースがたっぷりかかっている。

			　食べてみると、サバのように脂がたっぷりとのっていて、食感はアンコウのぷりぷり感という不思議なものだった。サバとアンコウを掛け合わせたこの謎魚をサバンコウと心の中で呼ぶ。

			　そして、さらに目を引くのは、漫画肉。そう表現するしかない巨大骨付き肉のグリルで、こちらには野菜とキノコの炒め物が添えられていた。

			　マユキが夢中で骨付き肉にかぶりつく。口元を脂でテカテカさせて、すごく満足そうだ。

			「やっぱり、肉は骨付きに限る。ユウの肉のほうがずっと美味しいけど、こう、キツネの本能が刺激される」

			　嘘つけ、おまえに本能なんてないだろ。

			　俺も食べてみよう。

			　しかし、さすがにマユキのように本能のままにはかぶりつけない。

			　どうしたものかと悩んでいると、使用人の一人が切り分けてくれた。

			　味のほうは豚バラ肉に近い。

			　骨に近い部位だけあって、旨味が強い。

			　ただ、ソースには不満があるな。塩辛いだけでコクが足りない。……まあ、こっちの人にしてはがんばっているか。

			　心の中のや〇おかさんも食べれないほどではないと言っている。良かったぜ。俺の心の中のやま〇かさんが暴れ始めたらすべてが台無しだ。

			　他にも、多種多様な料理が並ぶ。見ているだけで楽しいし、異世界基準で味わえば十分美味しい。

			　どれもこれも、日本の美食に慣れた俺を満足させるには至らないが、異世界感があっていい。サバンコウにしろ、漫画肉にしろ、ここでしか食べられないものだ。

			　こういうのは、俺たちより、むしろ動画を見ている住民たちが喜びそうだ。実際、かなり反響がいい。

			　

			『うまそううううううう』

			『これだよ。これ。こういうのがファンタジー飯だよ』

			『そっちの角が三本ある豚の頭の丸焼き、実食レポお願いします』

			『この謎魚、どうやって泳いでるのかな？』

			『気になる魚』

			　

			　再生数がうなぎのぼりだ。

			　口元が緩む。海外でのヒットでＰＶが数倍に伸びたとはいえ、金はあればあるだけいい。ＰＶ数が増えるのは大歓迎だ。

			　ミツハが目に入った。

			　いつも、上品な食べ方をするミツハだが、いつも以上に美しい食べ方だ。公爵家の令嬢としてはおかしくない。

			　貴族としてのマナーというやつだ。

			　……美しいが、美味しそうに見えなかった。いつものミツハは、もっと美味しそうに食事をする。

			　気にしすぎかもしれないが、そう思えてならない。

			「ユウ殿、お気に召してくださったか？」

			「珍しいものが多く、楽しい食事です」

			　嘘になるので美味しいとは言わない。

			　あまり嘘は好きじゃないのだ。

			「それは良かった。……ユウ殿には感謝しておる。娘をまた戦えるようにしてくださった。それだけではない。魔族アルトバレットとの戦いでは、ユウ殿がいなければ娘は一人で魔物の軍勢に挑み命を落としていたでしょう」

			「感謝の言葉は必要ありません。共に戦ったのは仲間だからです。それから訂正させてください。ミツハは助けられたわけじゃない。俺たちはともに戦い、アルトバレットを倒したんです。そこを間違ってはいけない」

			　クライムット公爵の言い方だと、ミツハの功績が台無しになる。

			　ミツハの戦いに俺は力を貸しただけなのだ。

			「ほお、不思議な男だ。一見、そこらにいる頼りない若造なのに根っこには熱い部分がある。だが、それでも……」

			　値踏みするようにクライムット公爵が俺の目を見る。

			　ミツハの顔がこわ張る。

			「いい加減にして、お父様。ユウを品定めするようなことはしないで。それに、何よ。今のセリフは。出ていった私のことを気にもかけなかったくせに。今更、父親みたいなことを言わないで」

			「ミツハお嬢様、それは違う！」

			　クライムット公爵の後ろにいたバルナが何かを言おうとしたがクライムット公爵は手を振り、言葉を遮る。

			「バルナ、よい。……ミツハ。私はおまえが出て行った後も足取りを追っていた。クライムット家を出て行ってからのことはすべて知っている。いい機会だと思ったのだ。おまえには剣と貴族の作法、それ以外を教えてやれなかった。きっかけはなんであれ、外の世界を知ることができればと思い好きにさせた。モーラがいて、おまえの剣の腕があれば変なことにはならんと信じていた」

			　ミツハが言葉に詰まる。

			　モーラというのは、かつてミツハが話してくれた、家出についてきてくれた友人のことだろう。

			　剣しか知らないミツハを支えてくれた。

			　だが、彼女は俺たちが戦った魔族アルトバレットの兄であるアーシェバレットとの戦いで命を落としている。

			「モーラを失い、呪いで剣も失ったことを知ったとき、呼び戻そうと思った。だが、あがいているおまえを知って、もう少しだけ待とうと決めた。……それから、おまえがユウ殿と出会い剣を取り戻し、活躍していることを聞き、誇らしく思うと同時にこうも考えた。……もはや、外で学ぶこともない。クライムット家に帰ってくるべきだ、とな。だからこそ、このタイミングで呼び出した」

			　ミツハが目を見開く。

			　怒っている。ここまで怒ったミツハは、アルトバレットの卑劣な罠(わな)を目の当たりにしたとき以来だ。

			「ふざけないで！　そんな勝手な理由で帰って来れるわけがないわ」

			「なら、聞こう。おまえはいつまで冒険者ごっこを続けるつもりだ？　クライムット家の責務を投げ捨てて逃げるつもりか？」

			「それは……」

			「おまえが逃げる原因となった婚約については私も反省している。すまなかった。……おまえが幸せになるためとはいえ、血筋と政治の力だけで軟弱な男を選んでしまった。あの男と一緒になることは、おまえにとって苦痛だっただろう」

			　待て、これいいことを言っているがまずい流れじゃ……。俺には次の展開が読めてしまっていた。

			「だから、おまえが帰って来るにあたり、新たに婚約者として、ふさわしい相手を選んだ。白竜騎士団、団長のバルナだ。伯爵家の長男にして、おまえの兄弟子。腕が立つ。部下の信頼も厚い。この男なら、文句がないだろう」

			　やっぱり!!

			　ミツハの新たな婚約者とやらのご尊顔を眺める。

			　伯爵、長男、剣の腕も立つ、鍛え抜かれた長身ボディ、部下からの信頼も厚いってことは人格も優れている。クライムット公爵が気に入っている点も強い。

			　そして、顔面偏差値チェック。あら、イケメンですこと。

			　

			『ちょっ、>>1が勝っている要素一つもないｗｗ』

			『私、男だけどバルナさんになら抱かれたい』

			『姫騎士「女は強い男に抱かれたいものよ」』

			『>>1あきらめろ。相手が悪過ぎる』

			『寝取られ不可避だな』

			『ミツハたんのこと好きだけど、バルナさんが相手なら身を引く』

			　

			　ネット住民さんまでバルナさんの魅力を認めやがった!!

			　べっ、別に悔しくないし。

			　ミツハのこと好きなんかじゃないし。

			　……だけどなんだろう、この胸のむかつく感じは。ミツハが婚約すると聞いてから、どうしようもなく、イライラしてしまう。

			　その話題の三高男が口を開く。もうね、顔から自信がにじみ出ている。絶対に友達になれないタイプだ。

			「ミツハお嬢様。私はあなたが好きです。……ずっと、この気持ちを押し殺していました。ですが、グラム・クライムット公爵様の許可が出た今、今ならこの気持ちを素直に伝えられます。ミツハお嬢様、私の妻となり、私と共にグリムガルト王国最強の騎士団、白竜騎士団を支えてください」

			　そして、男らしい告白。

			　男の俺でもかっこいいと思ってしまう。

			　そんな男らしいバルナと比べ、エフィルの告白を保留し続けている俺……。ちょっと、死にたくなってきた。

			　ミツハが言葉に詰まっている、そして俺のほうを見てきた。すがるような眼だ。

			　彼女は迷っている。クライムット家に生まれたものとしての責務や、バルナの気持ちを考えると、この婚約を受け入れるしかない。

			　だが、婚約を受け入れてしまえば、俺たちのパーティを抜けることとなり、旅は終わる。

			　俺は考える。

			　……ミツハには出て行ってほしくない。ずっと今のパーティで旅をしたい。それが偽らざる本音だ。

			　それでも、そのためにミツハの足を引っ張っていいのか？　ミツハのことが好きだとまっすぐに言う人がいるのだ。そして、彼ならきっとミツハを幸せにできる。

			　だから……。

			　目を合わせ、大丈夫という強い気持ちを込めてから頷く。

			　ミツハの背中を押した。俺たちのことは気にするなと。

			　これ以上、彼女を縛ってはいけない。

			　もともと、住んでいる世界が違うのだ。

			　心が張り裂けそうなほどの痛みを感じる。これで良かったんだ。どうか幸せになってくれよ、ミツハ。

			　俺の後押しを受けたミツハは頷いて口を開く。

			「お父様。相手がバルナであるなら、婚約を断る理由がないわ。彼のことは兄弟子として尊敬しております。たぶん、私以上に強いでしょう。強いだけでなく、知識も教養も人望もある。バルナと二人なら、クライムット家を守っていけると思います」

			「ミツハお嬢様、なんとありがたいお言葉」

			「では、さっそく婚約を」

			　喜ぶクライムット公爵とバルナ。

			　それとは逆に、俺は泣きたくなっていた。

			　ここから逃げ出したい。

			　その気持ちをこらえる。わかっていて背中を押したのだから。せめて、最後まで見届けないとかっこ悪いじゃないか。

			　ミツハは言葉を続ける。

			「だけど、バルナとなら守っていくだけで精一杯なの。そんなのはつまらないわ。私は別の男の人を選びたい」

			　うん？　なんか話の流れがおかしいぞ。

			　別の男の人って誰だ？

			「バルナ以上の男だと!?　そんな男がいるのか!?」

			　そう考えたのは、俺だけでなくクライムット公爵も同じだったようだ。

			「ええ、いるわ。普段は弱そうでだらしないし、身分も低い。教養も人望もない。……だけど、最後の最後に誰よりも勇気を出せるすごい人がいるの」

			　脳裏に、かつてのミツハの言葉がよみがえった。

			　ＰＶ数を稼ぐため、ミツハの自己紹介動画を作っていたときだ。

			　

			『あなたは戦闘能力という面では問題だらけだけど、心が強い人よ。……普通の人に見えて、最後の最後に勇気が出せる人。……あなたはそれを行動で示したわ。アルトバレットとの勝負で、あなたが真っ先に戦うと宣言してくれた。そのことは忘れない。だから、ユウ、あなたのことを尊敬しているわ』

			　

			　たしか、そう言ってミツハは笑ったんだ。

			　その笑顔が見惚れるほど綺麗だったのを覚えている。

			　そんな、ミツハが口を開く。

			「誰よりも勇気がある人は……ここにいるユウよ。私はユウと結婚するわ」

			　その一言で、周囲がそれぞれに違った反応を見せる。

			　えっ、まじで？　なんて顔で、こんな状況でも骨付き肉にかぶりついていたマユキが、肉を落とす。

			　あわあわと慌てふためくエフィルが、俺とミツハの顔を交互に見る。

			　クライムット公爵は、信じられないと頭を抱え、もう一人の主役であるバルナは拳を握り締め、よほど怒っているのか、こめかみに血管が浮き出ていた。

			　そりゃ怒るよな。

			　ついさきほど、主君であるクライムット公爵がぼろくそにけなした俺のことを、誰よりも勇気がある人と言って選んだのだから。

			「ミツハお嬢様、冗談はよしてください！　この男が私よりも強いとでも!?　私も武人だ！　一目見ればそいつが戦う人間かどうかぐらいはわかる！　こいつはそうではない！　婚約を断るにも、もっとましな嘘がある」

			　空気が震える。

			　なるほど、騎士の誇りを全力で傷つけたようだ。うわぁ、おっかない。ちょっとちびりそうになった。

			　ミツハは、そんな怒声を涼しい顔で受け流す。

			「嘘なんてついていないわ。あなたがユウより強いと言うのなら実力で証明してみなさい。それが剣に生きる私たちのやり方でしょ？　決闘をして見ればすべてがわかるわ。決闘をして、あなたがユウに勝てれば、あなたとの結婚を約束する。もし、ユウが勝つようなら騎士の誇りにかけて身を引いて。父の説得を手伝って」

			　バルナの怒気が吹き飛んだ。

			　普段と変わらない態度。自信があり、涼やかなミツハ。

			　この状況で、いつもどおりだからこそ、すさまじい説得力が生まれる。

			「私はそれでかまいません。グラム・クライムット公爵様。ここまで言われては引き下がれません。どうか、決闘の許可を。私が勝てば、ミツハお嬢様を頂きます。そして、もし私が負けた場合はミツハお嬢様の好きにさせてください……グラム・クライムット公爵様、いえ、師匠！　どうか、私の積み重ねた【剣】を信じ、ミツハお嬢様の未来を預けてください。私は絶対に負けません！」

			　バルナは、ミツハの持ち出した父の説得ではなく、自分が負けたらミツハの好きにさせることを条件として持ち出した。

			　これをクライムット公爵が呑めば、俺がバルナに勝てれば今までどおりミツハとの旅も可能になる。ミツハは説得に協力してとしか言っていないのに、あえてこれだけ言うのは、自信と公平さのためだろう。

			　クライムット公爵は重苦しく頷いた。

			「わかった。バルナとユウ殿の決闘を認めよう。……ミツハ、本当にいいのだな。私の見立てでもユウ殿の勝ち目は千に一つ、いや万に一つもないぞ」

			「それは見解の相違ね。私はユウが勝つと信じているわ」

			「……もう、後戻りはできんぞ」

			「上等よ。そちらこそ、こんな条件を飲んでいいのかしら？」

			「私は、私が鍛えたバルナにかけよう。それに、バルナに勝てる何かがあるのならば、結婚を認めてもいいだろう。決闘は明日の正午！　白竜の間で行う」

			　そうして、楽しい昼食会からいつの間にか、俺と白竜騎士団という、どう聞いても強そうな騎士団の団長……ミツハより強いとかパワーワードが飛び出す相手との決闘が決まった。

			　

			『>>1死亡確定』

			『姫騎士さんの寝取られ確定ktkr』

			『>>1よりずっとつよーい！』

			『正直、>>1が勝てばルート確定だから負けてほしいけど、負けたらミツハたん離脱で悲しい』

			『両方負けろ』

			『ＮＴＲ好きとしては>>1の敗北を願うしかない』

			『まて、兄弟子と言ってたぞ。実はミツハたんとバルナはフラグがたっていた。実は>>1が寝取っているんだよ！』

			『はっ、>>1がんばれ。がんばって寝取るんだ』

			　

			　こういうときでも全力で茶化すネット住民のおかげで落ち着いてきた。

			　部屋を出るとき、ミツハが耳元でささやく。

			「あなたが背中を押してくれたおかげよ。ありがとう」

			　うん、背中は押したけど、こんな方向には押してないよ!!

			　とはいえ、勝つしかないな。

			　ミツハがバルナとの結婚を望んでいないことがわかった。

			　それがわかった以上、ミツハの意に反した結婚なんて絶対に認められない。

		

	
		
			第６話　住民たちとの作戦会議

			　

			　ミツハの実家に招かれていた。

			　そして、ミツハに婚約の話が出た。ミツハが婚約を受け入れてしまえば、パーティを離れるしかない。

			　ミツハの幸せのために涙を呑んで背中を押したら、いつの間にか俺が白竜騎士団といういかにも強そうな連中の団長と、ミツハをかけて決闘をすることになってしまった。

			　なぜなんだ!?

			「やばい、どう考えてもやばいだろ!!」

			　なにせ、相手は一目見ただけで武人の体つきではないとか言い出す、なんかファンタジーな連中ですよ!?

			　というか、ミツハより強いとか何の冗談だよ!!

			　しかも、殺意がビンビンだよ。まじでミツハに惚れてるし、騎士のプライドを傷つけられたとかも言ってる。

			　このままでは確実に死ぬ。

			　死んでしまう。

			　ちなみに今、俺は独りにしてもらっていた。

			　命の危険だけではない。パーティ内の空気がやばかった。

			　ミツハは満足げに微笑んでいるし、エフィルはすごく困惑しているし、マユキはいつもどおりのマイペースキツネだし！

			「……自業自得か、今のままでいたいって、そんな戯言を抜かすハーレム主人公はろくなことにならない。そんなことわかっていたはずなのにな」

			　ベッドに座り込み、頭を抱える。

			　たぶん、これは俺への神様からの罰なのだろう。

			　女心を弄(もてあそ)んだクズへの制裁。

			　なんていうか、いろいろと逃げ出したくなる。

			　逃げちゃだめだ。逃げちゃだめだ。逃げちゃだめだ。

			　なんて、シ○ジくんごっこをしていると、扉が開いた。

			「ミツハか……」

			　今回の騒動の発端となった本人がやって来た。

			　ミツハは意外と落ち着いている。

			　あんなことがあったとは思えない。

			「ユウ、さっきのこと、怒ってる？」

			　少し考えてみる。

			　戸惑っているし、怖くはある。

			　だけど……怒ってはいない。

			　それどころか、どこか安(あん)堵(ど)している自分もいた。

			「……怒ってはいないさ。立ち話もなんだ。座ってくれ」

			　俺がそう言うと、ミツハが椅子に座る。

			　妙に、ミツハの綺麗な足に目が吸い寄せられる。おかしい、どきどきしている。

			「ミツハ、どうしてあんなことを言ったか教えてくれ」

			「理由は二つあるわ。一つはユウたちと旅を続けるためよ。私の父は見てのとおり、すさまじい頑固ものよ。あれぐらいじゃないと、話を聞いてくれないわ。バルナよりあなたが強ければ、否応なしに父が間違っていることを突き付けられるわ」

			　なんてめちゃくちゃな理屈だ。

			　だが、そのめちゃくちゃは嫌いじゃない。今になって思うのだ。ただ、ミツハが去っていくのを指をくわえて見るぐらいなら、この状況のほうがマシだと。

			「問題は俺が勝てるかどうかだな。強いんだろ？　バルナって奴」

			「強いわね。家を出る前の私より強かったわ。今の私でも怪しいわね」

			「……俺とどっちが強い」

			「そうね、客観的に見たらバルナのほうが数段上ね。私の知る限り、万に一つぐらいしか勝ち目はないわ」

			　ミツハはこういうときに絶対嘘はつかない。

			　それが客観的な俺とバルナの実力差。

			「たとえば、俺の釘打機(ネイルガン)ならどうだ？」

			　近距離では技量がものをいう。

			　だが、釘を連続で放つ釘打機なら勝負になるかもしれない。

			「無理ね。射線が読めてしまうし、威力はすごいけど弾速自体は大したことがないもの。簡単に避けられるわ」

			「なら、火炎瓶だったら」

			「容易に弾き返せるわね。バルナは用心深い性格よ。おそらく、今は必死に部下にあなたの情報を集めさせているはずよ。あなたは有名人だし、父が私の周囲の情報を集めさせている以上、あなた自身のことも、あなたが使う武器の情報も漏れていると思うし、情報さえあれば、不意はつけないと思うわ」

			　絶望的じゃないか。

			　勝てる気がまったくしなくなってきた。

			「負けると思っていたなら、どうして決闘なんて手段を選んだんだ？　俺が負けたら婚約だぞ。一緒にいられなくなるんだ。ミツハはそれでいいのか？」

			　婚約がミツハの幸せだなんて思って背中を押そうとした俺が言うのはどうかと思うが、それでも言わずにはいられなかった。

			「絶対いやよ。まだ、私はユウたちと一緒にいたい。……ユウが勝てるなんて、頭ではまったく思えないの。それでも、不思議と心のほうはユウならなんとかしちゃうって言っているの。ユウは最後の最後には、すごくがんばって、とんでもないことを仕出かすのを見てきたからかしら？」

			　ミツハは何かを思い出したのか、くすくすと笑う。

			　随分と余裕があるようだ。

			　なんかもう、一人で頭を抱えているのがバカらしくなってきた。

			「……死んだら恨むぞ。もっと俺が楽できる方法が良かったよ」

			「そうね。あなたに迷惑をかけることをためらわなかったと言えばウソになるわね。その決断ができたのは、婚約と聞いたとき、ユウがすっごく嫌そうな顔をしたからよ。……それを見て迷惑をかけていいって思っちゃったわ」

			「ぐっ」

			　そうなのだ。

			　俺だってミツハと別れるのは嫌だった。

			　嫌で嫌で仕方ない。それなのに、変な理屈をつけて、ごまかそうとした。

			　ミツハの幸せのために涙を呑んで……そんなこと、嘘っぱちだ。

			「ああ、もう、やってやる。ミツハが絶対に勝てないって言った奴に絶対勝ってやるからな！」

			　こうなればヤケだ。

			　絶対に勝って、ミツハを奪わせない。

			「期待しているわ」

			「この借りは高くつく、体で払ってもらうぞ!!」

			「いいわよ。私の体を好きにして。ユウならかまわないわ」

			　口をあんぐりと開ける。

			　……あの、いったい、何を言っているんですか、ミツハさん？

			　童貞にそんなことを言うと本気にしますよ。

			　言葉に詰まっていると、ミツハが微笑んだまま言葉を続ける。

			「理由が二つあると言ったわね。一つは、こうでもしないと父を説得できなかったから。……もう一つは、あなたに告白するきっかけが欲しかったの。マナタマで、あなたが一緒に戦うって言ってくれたとき、そのときからずっと惚れていたわ。ずっと言いたくても言えなくて。……あなたがエフィルに告白の返事を待ってくれって言ったのを聞いたとき、胸がすごく苦しくなったの……私は、婚約を断るためだけに、あなたと婚約するなんて条件にしたわけじゃないわ」

			　そこまで言うと、ミツハが立ち上がる。

			　いつの間にか、顔が真っ赤になっていた。

			「話は終わり。……勝って。こんなやり方ずるいけど、エフィルに返事をする前に私のことも考えて」

			　ミツハが部屋から去っていく。

			　俺の思考回路がショート寸前だ。まさか、ミツハにあの返事を聞かれていたなんて。あのとき感じた気配は、気のせいじゃなくてミツハだったのか。

			　エフィルだけでなく、ミツハにまで告白されるなんてこれは現実か!?

			　あれか、これが噂のモテ期というやつか!?　エフィルだけでなく、ミツハまで。

			　いったい、俺はどうすればいいんだ!!

			　とりあえず、落ち着こう。

			　まずは、白竜騎士団団長様をどう倒すかだ。

			　……愛用の黒の魔剣。ミリタリーマチェットでの斬り合いはただの自殺行為。火炎瓶も釘打機も通用しない。

			　電動鋸は論外。

			　そうなると、新武器が必要となる。

			　もう、いっそ車でも買うか？

			　車でひき殺せば勝てる気がしないでもない。

			　ダメだ、考えがまとまらない。

			　よし、困ったときのミリオタ無職先生だ！

			　きっと彼ならなんとかしてくれる！

			　都合よく素人が一流の剣士を相手どる方法を教えてくれるはずだ！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　馬車に置きっぱなしだったノートＰＣを部屋に持ってくる。

			　スマホは常に携帯しているが、やはり長いレスを繰り返すときはノートＰＣに限る。操作性がまったく違う。

			　よし、某巨大掲示板を開く。

			　

			【この借りは】異世界に召喚されたけど、Ａｍｏｚｏｎとネットしかチートがないんだが【体で払ってもらう】part101

			　

			　ついに、俺の立てたスレも三ケタ突入だ。

			　感慨深いものがあるな……。

			　なんて、全力で現実逃避してしまう。

			　あの、糞ギツネ!!　また盗撮してやがった！　じゃないと、さっきの会話がスレタイになっているなんてありえない。

			　落ち着け、前回のエフィルのときと違って、そこまでかっこつけてないはずだ。傷は浅い！

			　さあ、開くぞ。
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			事情は知っていると思うが、なんかやばい騎士と戦うことになった

			素人がミツハ並みの剣士に勝つ方法を教えてくれ

			　

			104：名無しの無職

			>>103

			この借りは高いぞ。体で払ってもらうからな

			　

			105：名無しの無職

			いいわよ。私の体を好きにして。>>104ならいいわ

			　

			106：名無しの無職

			クズハーレム野郎が現れた

			　

			107：名無しの無職

			俺たちの>>1は死んだ

			ここにいるのはただのゴミだ

			　

			　その後も、怨嗟と嫉妬の声が続く。

			　ミツハも人気があるんだな。愛されている分、嫉妬の炎が俺に向かってやってくる。

			　

			131：1◆0UYgwhZXLvwt

			頼む、このままじゃミツハは望まない婚約をするんだ

			あんな奴と婚約なんてかわいそうだろう

			　

			132：名無しの無職

			>>1と婚約するほうが可哀そうな件

			バルナさんいい人そうだし、あっちのほうが幸せじゃね？

			　

			133：名無しの無職

			勝ったらミツハたんの体を好きにする人に協力できるわけないじゃないですか、やだー

			　

			134：名無しの無職

			>>1は人間の屑

			　

			135：名無しの無職

			俺たちより先に>>1が童貞を捨てるとか耐えられない

			　

			　やばい、ネット民たちの好感度が危険水域だ。

			　なにか、なにか突破口を考えるんだ。

			　一つ、とんでもない妙案が浮かんでしまった。奇跡だ。もしかしたら、俺は天才かもしれない。これで、みんな幸せになれる！

			　

			181：1◆0UYgwhZXLvwt

			俺はミツハを救いたいだけだ

			俺が幸せになることが許せないなら、俺がエフィルとミツハを振ればいいんだろう！

			なんなら、確実に振られるために安価で、>>250を踏んだ奴の言葉で告白の返事をして実況してやる！

			ミツハが救われて、俺が振られる

			これで満足だろ、おまえら！

			　

			　もう、こうなればヤケクソだ。

			　エフィルとミツハの心を傷つけるかもしれない。

			　俺自身、一生に一度のモテ期を逃す。

			　それでも、ミツハを救うためなら、受け入れる!!

			　

			　

			185：名無しの無職

			>>1　おっ、漢

			　

			186：名無しの無職

			やだ、かっこいい

			濡れちゃった

			　

			187：名無しの無職

			言ったな。>>1のために確実に振られるパワーワードを考えてやる

			　

			188：名無しの無職

			ksk

			　

			189：名無しの無職

			ksk

			　

			　スレが超加速していく。

			　kskしている連中の中に、料理人の無職や、ミリオタ無職、エルフ好きの無職など歴戦の勇士たちの名前が見えた。

			　そこまで俺が振られてほしいか!!

			　そしてスレが>>250までたどり着いた。

			　そのスレを読み上げる。

			「まじで、これを言うのか」

			　そこには某三角関係歌アニメの主人公が、ラスト、ヒロイン二人に告げたセリフが書かれていた。

			　……こんなもん、リアルで言ったらどんな美形でも愛想をつかされるわ!!

			　ましてや、俺だぞ。

			　結果は火を見るより明らかだ。

			　それでも覚悟を決めて、キーボードを叩く。

			　

			260：1◆0UYgwhZXLvwt

			わかった。いいだろう

			全てが終わったら、エフィルとミツハを呼び出して、そのセリフを伝える

			だから、協力してくれ

			　

			261：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			よっしゃ任せとけ

			　

			262：名無しの無職

			おまえら、やるぞ！

			全力で>>1を勝たせるんだ。あのゴリラにミツハたんはやらんぞ！

			　

			263：名無しの無職

			たかが剣士一人、現代兵器の前には無力よ！

			　

			　さっそく、対剣士対策のための理論が展開され始める。

			　……この速さ、内容の濃さ。

			　こいつら、すでに裏スレで議論は終わらせてやがったな？

			　性格は悪いが頼りになる連中だ。

			　

			289：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			いいか、ファンタジー世界の一流剣士相手に点や線での攻撃はいくらやっても無駄だ

			銃弾はよけられる、斬られると思っていい

			必ず面での攻撃が必要になる

			距離を取るのも絶対条件、剣の間合いに入られたら終わりだ

			プラスαで、剣では何をしようが防げない攻撃がいい

			……まとめると、距離を取って使える、面制圧可能な防御不能の攻撃だ

			これが実行できれば勝てる

			　

			290：1◆0UYgwhZXLvwt

			んな都合のいいものがあるのか？

			　

			291：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			ある。今から言うものを買え

			これさえあれば、>>1みたいな素人でも剣士様を完封だ

			　

			　並べられているものを見て絶句する。

			　そして表情を緩める。

			　こんなものまでＡｍｏｚｏｎにはあるのか。

			　確かに、これなら俺でも勝てそうだ。……勝算ができた。

			　感謝の言葉を伝えてスレを閉じる。そこから、俺が安価で決まったセリフで告白して、無様に振られることを期待するスレが続く。

			　……泣きたくなってきた。

			　寝る前に、あの駄ギツネを折檻しよう。

			　あのキツネ、この前の盗撮で、お仕置きしたのにまだ懲(こ)りてないようだな。

			　ふふふ、俺を本気で怒らせたらどうなるか教えてやる。

		

	
		
			第７話　白竜の死闘

			　

			　そしてとうとう決闘の時がやってきた。

			　白竜の間という、やたら物々しい名前の部屋に入る。

			　白竜の間には、中央にリングが用意されていた。

			　すでに、今日の対戦相手であるバルナと、ミツハの父であるクライムット公爵がいた。

			　バルナは騎士団のものであろう、竜の紋章が刻まれた騎士鎧を着込んでいる。

			「なんてギャラリーの数だ」

			「白竜騎士団の団員、それに父の門下よ……英雄と騎士団長の戦い、気にならないはずがないわ」

			　ミツハはそう言ったが、彼らの視線は俺やバルナではなくミツハに集中している。

			　……彼らの興味はどちらかというと、決闘そのものではなく、ミツハの将来についてだ。

			　うわぁ、すっごく露骨にアウェイ。

			　バルナさんの応援団ができてるんですが……。

			　痛い、突き刺さる無数の敵意の視線が痛い。

			　とりあえず、無視だ。無視。味方のほうだけ見よう。隣にいるエフィルのほうを見る。

			「あっ、あのユウ様……いえ、なんでもないです」

			　エフィルが何かを言いかけてやめた。

			　エルフ耳が若干垂れている。これは不安なときの仕草だ。

			　小声で「勝ってほしいけど、複雑です」と言っている。

			　勝てば俺がミツハと婚約する。負ければミツハがパーティから離れる。エフィルにとってはどちらも望ましくない。

			「ユウの鬼畜、キツネの敵。もう、マユキお嫁にいけない」

			　マユキの奴は昨日のお仕置きのことを根に持っている。

			　あれから盗撮をしたマユキを折檻した。

			　一度や二度なら許したが、もう我慢の限界だ。

			　いやがるマユキを捕まえて、尻尾(しつぽ)の毛を静電気攻めにしてやった。おかげで自慢のもふもふ尻尾(しつぽ)の形が崩れている。

			　いい気味だ。

			　マユキがお嫁にいけないと言った瞬間、ミツハとエフィルがすごい表情をしたが、気のせいだ。うん、そのはずだ。

			「さて、みんな。クライムット公爵のところに行こうか」

			　約束の時間より早いが、だいぶ待ちかねている様子だ。

			「ユウ、その余裕なに？　昨日震えていたのが嘘みたい」

			「相手が相手ですからね。白竜騎士団って、王国最強の騎士団で、エルフだって知ってます。その中の最強って、もう世界最強じゃないですか」

			　マユキとエフィルが不安そうに俺の顔を覗き込んでくる。

			　俺は大丈夫だって笑ってやる。

			「俺は普段はがんばらないが、やるときはやる男だ。いつもがんばらないニートが、いざっていうときすらがんばらなきゃ、生きてる価値がないだろ？」

			　数少ない俺のポリシーだ。

			　何より、そういう俺が好きだと言ってくれる人が近くにいる。

			　だから、がんばるのだ。

			「ユウ、信じているわ。……がんばって」

			　ミツハが、憂いを帯びた瞳で俺を見つめる。これはヒロインの貫禄。

			「勝ってくるよ。ミツハのため……いや、俺たちのためにな」

			　そのための準備はしてきた。

			　剣士殺し。今日の俺にはその言葉がふさわしい。

			　クライムット公爵とバルナの前までやってきた。

			「貴様、なんだその格好は？　ミツハお嬢様を賭けての神聖な勝負をなんと心得ている！　だからこそ私は鎧(よろい)に身を包んでいるというのに!!」

			「これが俺の本気だ」

			　念のため愛用品の防刃ベストは着込んでいる。

			　高密度ポリエチレンファイバーを使った、軽く、生半可な刃は通さない自慢の逸品だ。

			　武器は、ミリタリーマチェットを一本。

			　その他には、腰に秘密兵器を八つぶら下げている。

			　秘密兵器のほうは、バルナには小さな水筒としか思えないだろう。

			　俺のことを調べているわりに見た目で油断してしまうとは、バルナさん、甘いんじゃないですかねぇ？

			「いい加減にしろ！　もうたくさんだ。こんな茶番はすぐに終わらせてやる。さっさとリングの上に立て」

			　あえて弁明はしない。

			　熱くなってくれたほうがやりやすいからだ。

			「ユウ殿、すまない。バルナに悪気はない。こやつはまっすぐな騎士なのだ。ユウ殿が型にはまらない戦いをするのはわかっているが、それでも納得ができないのだ」

			「いえ、気にしてませんよ。戦いになればわかることですから」

			　俺は頷き、舞台にあがる。

			　リングの広さは六メートル程度。

			　ポシェットから、とあるマスクを取り出して被る。

			「面妖な被りものを、どこまでも貴様は俺を馬鹿にする」

			「馬鹿にしているわけじゃないんだけどな」

			　俺が被ったのはガスマスクだ。

			　

			　重末製作所　防毒マスク。

			　

			　この分野ではトップクラスのシェアを誇る重末のハイエンド品。

			　三万円とお高いが、呼吸器官と目を完璧に保護しつつ、伝声器付きで会話が明瞭だ。

			　……これがなければ共倒れになる。

			「貴様は怪しげな戦いをするようだな。その手口はすべて聞いている。……俺に通用すると思うなよ。正面からすべて打ち破ってやる」

			「俺は、俺のすべてをもって挑ませてもらう」

			　過去のデータを集めただけで、粋がってもらっては困る。俺は進化し続けているのだから。

			　おっと、大事なものを忘れていた。

			　ここで耳栓をつけるのを忘れたら、悲惨なことになる。

			　この耳栓は、きっちり大音量をカットしつつ、会話はちゃんと聞こえるタイプだ。

			　クライムット公爵がリングにやってくる。

			「決闘を開始する前に改めてルールを説明する。死、気絶、降参、リングの外に出た場合に敗北となる。ルールはそれのみだ」

			　きわめてわかりやすい。

			　そして、危険なルールだ。

			　そもそも、バルナの得物がすごい。ミツハのような細身の剣ではなく、肉厚の大剣だ。熊でも一撃で殺せそう。

			　あんなものを喰らえば死にかねない。防刃チョッキで刃は防げるだろうが、骨ごと砕かれてしまう。

			「では、両者準備はいいか」

			　お互いに頷き合う。

			　リングの広さは六メートルほど。

			　かなり広めに作られている。

			　マユキたちのほうを見る。俺の言いつけどおり部屋の端まで避難しており、事前に渡した耳栓をつけてゴーグルとマスクを装備していた。

			　……俺の作戦がばれる可能性はあるが、彼女たちを巻き込まないために必要だ。

			　マユキはカメラを回している。

			　ちゃんと実況中継を行う。

			　それが協力してくれた彼ら(住人)への礼儀なのだ。それに、俺の見せ場だ。ちゃんと見てもらいたい。

			　クライムット公爵が手を上げ……。

			「では、これより決闘を始める！」

			　高らかに宣言した。

			　だが、俺たちは動かない。

			　クライムット公爵がリングから離れるまで動かないのが決闘の作法とミツハから聞いている。

			　クライムット公爵がリングから十分に離れた。

			　すると、さっそくバルナが突進してくる。

			　それに対抗するように、俺はベルトにつけた八つの小さな円筒の武器。そのうち二つを手に取る。

			　その武器の正体は……。

			　

			　ＡＤＳ Ｔｈｕｎｄｅｒ Ｂ（ＣＯ２ 音響スタングレネード）

			　

			　その名のとおり、音で暴徒を鎮圧する手榴弾だ。

			　こいつの音量は半端ない。

			　足元で炸裂すれば屋外ですら鼓膜が破れる。

			　そんなものを同時に二つ、音が籠る室内で使えばどうなるか？　答えは、音量は数倍にもなり、確実に鼓膜を破り、三半規管がいかれる。

			　ピンを引き抜いて両手を振るって、音響スタングレネードを投げつける。

			「はっ、全然届かないぞ、間抜け！」

			　音響スタングレネードはバルナに届きすらしなかった。

			　バルナは獰猛な笑みを浮かべる。

			　彼は、撃ち落とそうと剣をかまえたのに、その必要すらなく俺を嘲笑しているのだろう。

			　だが、予定どおりだ。

			　俺はもともと、絶対に撃ち落とされないように、二人の中間地点に叩きつけるつもりだったのだから！

			　地面に叩きつけられた、スタングレネードが起動する。

			　そして、スタングレネードに搭載されたＣＤＸカートリッジが炸裂した！

			　空気の震えが肌に伝わるほどの大音響が響く！　あまりの大音量に、離れて観戦していた騎士たちですら腰を抜かしていた。

			　耳栓をしていた俺ですらくらくらする。室内で使用厳禁っていうのも頷ける。

			　こんなものを至近距離で二発同時に喰らえば……。

			「あっ、うっ、あっ」

			　バルナが虚ろな目で、立ち止まっていた。

			　茫然自失。耳から血が流れている。

			　……うわぁ痛そう。

			　鼓膜が破れたのだ。どれだけ凄腕の剣士だろうと音は防げない。剣や盾で音響兵器を防ぐのは不可能だ。

			　三半規管はめちゃくちゃに揺らされ、もはや自分が立っているかすらわからない。

			　可哀そうだが、畳みかける。

			　ミツハを守るために、俺は鬼になるのだ。

			　ベルトから次の武器を取る。

			　音で動きを止めたら、次はこいつだ。

			　

			　ＡＯＸ社 催涙スプレー ロックオングレネード ６ｏｚ

			　

			　見た目は大き目の缶スプレーだ。

			　レバーを強く押し込んでからリングの中央に投げる。

			　数秒後、猛烈な勢いで白い煙が噴き出て広がっていく。

			　煙がリング一帯を包む。逃げ場など、どこにもない。

			　こいつは、暴徒鎮圧のために開発されたものだ。

			　本来は室内にこもる相手に投げ込んで使う。

			　三十秒は煙が出続ける。

			　目や呼吸器官に入ったら大変だ。

			　アメリカの各警察機関やＦＢＩにも採用されているだけあって、非常に強力だ。ガス成分はＯＣガス。

			　症状は目の中の激しい燃焼感覚。涙がとめどなく出てくる。鼻水を流しながら激しく咳き込む。

			　それが、十五分は続く。

			　三十秒たって、煙が晴れた。

			「ごふぅ、ごほ、がふ」

			　涙と鼻水をとめどなく流し、咳き込みながらもバルナは必死に剣を手当たりしだいに振るっていた。立っているだけでもすごい。

			　ちなみに、俺のほうはガスマスクのおかげでなんともない。

			　さすがは、重末製ガスマスク！　これだけの毒霧をもしっかりシャットダウン。

			　……バルナだけでなく、観客も多数被害にあっているが、同じく完全防備のマユキたちに被害はない。

			　それを見て一安心。渡したガスマスクはちゃんと役立った。

			　音とガス、これこそが超一流の剣士を倒すための秘策！　どれほど優れた剣士も、室内で音やガスから逃れること、防ぐことはできないのだ！

			　さて、仕上げだ。

			　バルナは鼓膜が破れ音が聞こえず、目と鼻は催涙ガスで潰れている。

			　つまるところ、何も見えず聞こえず、匂いすら感じ取れない。

			　それでも油断はしない。

			　なにせ、基準がミツハだ。ミツハなら近づけば勘だけで切り伏せてくるだろう。

			　ベルトからさらなる武器を装備する。

			　

			　ＺＤＰエンフォーサーライト・スタンガン　２００万ボルト

			　

			　気絶すれば敗北というルールを聞いてから用意したスタンガンだ。

			　懐中電灯型で、一見スタンガンには見えない。

			　だが、威力は折り紙付き。一般の護身用のスタンガンは八十万ボルト程度。だが、こいつはその二・五倍。確実に意識を刈り取る。

			　それをアタッチメントつきの特殊警棒の先に取り付けた。

			　これで、射程が二メートルもある雷の槍の完成だ。

			「ドゴダァ、ドゴニイル」

			　おおう、催涙ガスで喉も潰れているはずなのに叫んでいる。怖い。

			　大剣を振り回すバルナには近づかない。

			　ひたすら、チャンスを待つ。大きく咳き込んだのと、剣を振り回し続けたつけで崩れ落ちる。

			　そこを槍で突く。限界まで離れてだ。

			　スタンガンの電極がバルナの体に触れて、二百万ボルトの超高圧電流がバルナを蹂(じゆう)躙(りん)する。

			「グガアアアア、ゴホッ、ガアアア」

			　肉の焦げる音がする。

			　バルナの声が止んだ。

			　槍を引く。

			　そして、バルナがどすんっと崩れ落ちた。

			　念のため、もう一突き。バルナの体がエビぞりになり、動かなくなった。

			　あたりを静寂が包む。

			　狸寝入りならぬ、狸気絶の可能性もあるので、気絶したバルナの体を棒で押してリングの外まで運んでいく。

			　……気絶しているか確認するために近づいてばっさりとか最悪だからな。

			　バルナの体がリング外に落ちた。

			　これでようやく安心だ。リング外に落ちた以上、狸気絶だろうと問題ない。

			「よしっ、勝った!!」

			　両手を上げて勝利宣言をする。

			　ふう、バルナ。手ごわい相手だったぜ。

			　あれ、いつまでたっても拍手が聞こえない。

			　それどころか、痛い視線がいくつも突き刺さっているような。

			　周りを見てみる。

			　リングに近いところにいた騎士たちは、耳がやられ、涙と鼻水でひどいことになって俺を睨んでいる。

			　リングを離れるにつれてマシになっていくが、軽傷の騎士すら険悪な表情だ。

			「卑怯者！」

			「こんなもの決闘ではない！」

			「反則負けだ！」

			「貴様は騎士の神聖な戦いを汚した！」

			「バルナ様の勝ちだ！」

			　おおう、なかなか激しい卑怯者コール。

			　これは……燃える。

			　そんな中、クライムット公爵がリングに上がる。

			　彼は軽傷で済んだようだ。

			　目の充血と鼻水をすする程度で済んでいる。

			　彼は大きく口を開く。

			「黙らんか！」

			　彼の一括で、俺を卑怯者と罵る騎士たちが押し黙る。

			「ユウ殿は、かなり、その、変則的な手を使ったが、ルールは何一つやぶってはおらん。……卑怯などと言い出せば、ほぼ丸腰のユウ殿に全身鎧と大剣で襲いかかったバルナも卑怯者のそしりを受けるぞ！　もとよりユウ殿は騎士ではない。騎士らしさなど求めるほうがおかしいのだ。まだ文句があるものはいるか!?」

			　騎士たちは答えない。

			　クライムット公爵は俺のほうにゆっくりと向きなおる。

			「まさか、バルナが負けるとは思わなかった。ユウ殿、娘を頼みます。ミツハはあれで、繊細で可愛らしい女だ」

			「……あなたは何も思わないのですか」

			　戦いが終わって興奮から覚めると、騎士基準で見れば、ちょっとだけずるく見える戦いをしたような気もする。

			「そういう約束だからな。それに、君の戦いを見て安心もした。どんな手を使ってでも、君はミツハを守ってくれるだろう。ならばこそ、任せられる。正々堂々戦い、勝てない相手に負ける騎士などより頼りになるさ。改めて宣言する。この決闘の勝者にして、ミツハの婚約者はユウ殿だ！　皆のもの拍手をしろ！　勝者をたたえるのだ！」

			　拍手の音が響き渡る。

		

	
		
			[image: p_123.jpg]
		

	
		
			　そしてすぐに、話は終わったとばかりに、公爵はバルナのほうに向かった。そして、医者を呼ぶ。

			　器の大きい人だ。

			　戦いが終わり、マユキたちが駆け寄ってくる。

			「……ユウ、本当にユウは残念」

			「えっと、その、ひきょっ、いえ、実にユウ様らしい戦いでした。なにはともあれ、勝ったのだからすごいです！」

			「ふふ、本当にあなたは想像しない方法で勝利をさらっていくわね。……でも、ありがとう。これで旅を続けられるわ」

			　命がけの死闘で、この微妙な反応。

			　泣きそうだ。

			　だけど、これでミツハはパーティにいられる。

			　さて、いよいよ三角関係にけりをつけるときだ。

			　あの伝説の告白をしよう。

			　……そうして盛大に振られるのだ。

		

	
		
			第８話　二兎を追うものは……

			　

			　俺、大勝利。希望の未来へ、レディ・ゴー！

			　というわけで、最強の騎士団の最強騎士を倒し名実ともに最強になった。

			　リングで一騎打ちという、もっとも公平で小細工の仕様がない戦場で勝ったのだ。

			「ユウ、ドヤ顔きもい」

			「せっかく気持ちよく勝ったんだから、ちょっとぐらい、いいじゃないか」

			　今は部屋に戻っていた。

			　投稿した動画のチェックをしながら、スレを見る。

			　知恵を貸してくれた住民に礼を言いつつ、戦いを見ていた連中の反応を確認する。

			　耳栓を付ける必要があったので、いつものように戦いながらコメントを確認できなかったのだ。

			　きっと知恵と勇気の大激戦に大絶賛が送られているだろう。

			「……ユウ、ミツハと一緒にいられるようになったことは感謝する。だけど、教えて。この修羅場をどうする気？」

			　マユキがベッドで寝ころびながら、ジト目で見てくる。

			　この駄ギツネは予備のスマホを俺から強奪しつつ、スレを覗いているので、おおまかな事情を知っている。

			　……ただ、まだ昨日のスレで起こった事件については知らないみたいだ。

			「男らしくけじめをつけてくるさ！」

			　二人には一時間後に、屋敷の中庭に来るように告げていた。

			　そこで振ってしまうのだ。某スレの安価で決めた言葉で。

			　エフィルもミツハも魅力的な女性だと思う。

			　それでも、二人とも振ってしまうつもりだ。

			　それが一番いいと、今ではそう思える。

			「ユウがそれでいいなら、いい。エフィルはエルフのくせに、化学フェチで、暴走しがち。変になれなれしい。ミツハは剣以外なんにもできないポンコツ。そのくせ、マユキにはちゃんとしろってうるさい……だけど、二人ともいいやつ。できれば、ずっと一緒に旅したい。だから、変なことはしないで。二人がいなくなったら寂しい」

			　マユキが枕をぎゅっと抱きしめる。

			　マユキがこんなことを言うなんて思わなかった。

			　こいつもこいつなりに今のパーティが気に入っているのだろう。

			　可愛い奴だ。頭を撫でてやる。

			「ユウ、きもい」

			　手が払われた。

			　相変わらず、マユキはデレない。だけど、そんなマユキに安心する自分がいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　マユキに撮影してもらった実況動画を見る。

			　ふむふむ、新調した最新型かつハイエンドのカメラだけあって、かなり画質がいい。

			　こうしてみると、バルナはすげえな。いかにも歴戦の中世騎士って感じで、今でも勝てたのが不思議なぐらいだ。

			　コメントも、好意的なコメントがおおい。

			　えっと……。

			　

			『バルナさんかっけー』

			『黄金の鉄の塊(かたまり)』

			『うわ、あんなの着て動けるんだ。あの剣もいいな』

			『嘘だろ、ユウさんの動画でファンタジー感が仕事してる』

			『あんな兄貴に掘られたい』

			　

			　好意的って言ってもバルナさんに向けたコメントだけどね！

			　おっ、俺が現れた。……コメントの方向性が一気に変わり始めた。

			　

			『おっ、来たな。今回の装備はスタングレネードに催涙弾とスタンガンか』

			『ガスマスクに耳栓。決闘ってレベルじゃねえぞ！』

			『完全に不審者です。ありがとうございました』

			『やだ、かっこ悪い』

			『ファンタジー感「さっそく失業しました」』

			『もう悪い予感しかしない。決闘（笑）』

			『>>1の母です。>>1に代わり謝らせてください』

			　

			　あれ？　おかしいな。なに、このフルボッコ。

			　すでに辛(しん)辣(らつ)なコメントの嵐だ。荒しだけに。なんちゃって……。

			　そして、戦いが始まった。

			　第一の見せ場！　スタングレネードを俺が投げたところだ！

			　剣士には防御不能の音という武器でバルナの動きを止めるという名シーン。

			　

			『音量注意！！！！！！！！！！！！！！』

			『ヘッドホンつけてたせいで、俺まで耳がやばい』

			『見てください、この>>1の気持ち悪いドヤ顔！　ガスマスクをつけていてもわかります』

			『やっぱりいつもの>>1じゃないか！』

			『返して！　ねえ、返して！　今回は熱血展開になると思ってた私の期待を返して！』

			『俺は最初から>>1はクズだと思っていました』

			『開幕の恰好見れば、まとも決闘にならねえってわかんだよね』

			　

			　いくら探しても賞賛のコメントはない。

			　卑怯、ゲス、クズの嵐。

			　催涙弾をぶち込むと、余(よ)計(けい)にコメントが荒れ始める。

			　スタンガン付きの特殊警棒では卑怯に加えて、チキンまで加わり始めた。

			　狸気絶を警戒してのリングアウトでは、死体蹴りとか恥ずかしくないんですか？　騎士道精神が泣いているなど、さんざんだ。

			「見なかったことにしよう」

			　コメント数だけは稼げたしな。

			　一般人に、命がけの決闘がわかってたまるか。

			　というか、卑怯って言うならバルナのほうがよっぽど卑怯だろ!!

			　ほぼ丸腰の相手に全身鎧に大剣だぞ!!

			　騎士の風上にもおけない奴だ！

			「ここは俺の居場所じゃない。スレに行こう」

			　きっと、あいつらならわかってくれるはず！

			　さあ、行こう。俺の居場所(某スレ)に。

			　

			【ゲスハーレム野郎】異世界に召喚されたけど、Ａｍｏｚｏｎとネットしかチートがないんだが【騎士道を汚す】part110

			　

			　ハーレム野郎の前に、ゲスがついてやがる!!

			　こいつらまで!?　裏切られた気分だ。

			　それでも、礼は言わないとな。

			　震える指でキーボードを叩く。

			　

			201：1◆0UYgwhZXLvwt

			おまえらのおかげで勝てた

			いや、バルナさんは強敵でしたね

			　

			202：名無しの無職

			クズが来た

			　

			203：名無しの無職

			カスが来た

			　

			204：名無しの無職

			卑怯者がやってきた

			　

			205：1◆0UYgwhZXLvwt

			いや、ああでもしなきゃ勝てないだろ!?

			相手は銃弾でも見切りかねない相手だぞ!!

			　

			　だからこそ、音とガスを選んだのだ。

			　どちらも圧倒的な攻撃範囲と防御無視属性を持ち、どんな剣士だろうと関係ない。

			　……というか、こんなものが通販で買える日本って怖い。

			　

			206：名無しの無職

			>>1がカスでクズで卑怯なことは置いといて

			とりあえずよくやった。ミツハたんの貞操が守られただけでよしとする

			　

			207：名無しの無職

			あとは>>1が振られれば完璧だな

			>>1は俺たちを裏切らないよな？　ちゃんとあのセリフで告白をしろよ

			　

			208：名無しの無職

			早く>>1が幸せの絶頂から叩き落とされるところが見たい

			エフィルたんとミツハたんを自由にしてあげないと（使命感）

			　

			209：名無しの無職

			そのために協力してやったんだからな（暗黒微笑）

			　

			　……こいつらは。

			　他人の不幸でご飯をおかわり余裕な連中だ。

			　俺が安価の返事をして振られるのを心待ちにしているのだ。

			　だが、約束は約束だ。

			　

			221：1◆0UYgwhZXLvwt

			わかっている。俺は約束を守る男だ

			二人を呼び出している。そこで、あれを言う

			ちゃんと実況するし、小細工もしない!!

			　

			222：名無しの無職

			ひゃっはー、それでこそ俺たちの>>1だぜ!!

			　

			223：名無しの無職

			全裸待機不可避

			　

			224：名無しの無職

			【悲報】ハーレム王、最初で最後のモテ期を逃す【俺たち大勝利】

			　

			　

			　スレを落とす。

			　気が付けばだいぶ時間が経っていた。

			　さて行こうか、決着をつけに!!

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　でかい屋敷だけあって、広い中庭も完備している。

			　中庭に向かう途中でたくさんの騎士たちとすれ違った。

			　彼らは遠巻きにこそこそと陰口を叩いている。

			『卑怯な手で団長を』

			『あんなことをして勝ってうれしいんですかね？』

			『ミツハ様はきっと、あの男に弱みを握られているんだ』

			『……団長には掘られたいと思っていたけど、あの子は掘りたい』

			　こいつら、騎士のくせに住民(外なる神々)と同レベルだぞ!!

			　そして、一番会いたくない奴に会ってしまった。

			　バルナだ。

			　騎士鎧はさすがに脱いでいる。

			　目は充血して真っ赤っか。鼻水をまだすすっている。

			　回復魔法でも使ってもらったのか、耳のほうは治っているようだ。

			　バルナが俺の前で立ち止まる。

			　……はっ、もしかして闇討ち!?　ここで俺を消せばミツハをゲットって考えか。

			　まずい、今は武器がない。こいつに勝てる気がしない!?

			　周りの騎士たちは、絶対にこいつの味方をする。なんなら、証拠隠滅をしてくるまである。これだからアウェイは……。

			「ユウ殿」

			「ひっ!?」

			　バルナが口を開いて、重苦しい声をあげる。

			　反射的に跳び退く。

			「すまなかった。今までの非礼を詫びさせてもらいたい」

			　しかし、予想していた闇討ちではなく、バルナは頭を下げてきただけだった。

			「えっ？」

			　思わず間抜けな声を上げる。

			「貴殿のような軟弱ものにはミツハ様を守れない……貴殿と比べられること自体が屈辱だ。そう己惚れていた」

			　なに、これ。

			　バルナさん、普通にいい人なんだけど。

			「バルナさん、あなたは悔しくないんですか？　他の騎士のように、卑怯だ。罠(わな)に嵌められた。こんな決闘は認めない、とか、そういうことは考えないんですか？」

			「言うわけないであろう。なんでもありのルールで戦った。そして、私はユウ殿の手札を読み切れなかった。それだけだ。ただ、一つ負け惜しみを言うのならば、剣の腕や単純な強さでは負けたとは思っていない……しかし、それこそがユウ殿の強みだ。私は、勝てる相手には勝てるし、勝てない相手には勝てない。自分より強い相手が現れれば、ミツハお嬢様を守れない。だが、ユウ殿ならそれができる。ミツハ様を任せましたぞ」

			　それだけ言うと、バルナは去っていった。

			　やめて、こういうのほんとやだ。

			　罪悪感がすごい!!

			　もっと、こう悪態つけよ！　おまえ、もっと嫌味なキャラだぞ。

			　……とにかく落ち着こう。

			　これからが本番だ。

			　そして、俺はようやく中庭にたどり着く。

			　エフィルとミツハが待つ中庭に!!

			　

			◆　◆　◆

			　

			　中庭にはすでにエフィルとミツハがいた。

			　俺の姿を見るなり駆け寄ってくる。

			　実況を開始する。

			　

			『いよいよ>>1が振られる瞬間が』

			『ハーレム王がただの童貞に戻るのか』

			『失恋で傷心したエフィルたんの世話は任せたまえ』

			『では、ミツハたんは俺が』

			『間をとって、二人とも俺というのはどうだろう』

			　

			　ぶれなさ過ぎだろう!!

			「ユウ、来てくれたのね」

			「……返事は決まったようですね？　……怖いです。でも、これ以上待てません」

			　二人がうるんだ目で見つめてくる。

			　心がずきずきとする。

			　大事な仲間で魅力的な少女たち。

			　俺にはもったいない二人を傷つけてしまう。

			「エフィル、ミツハ、二人とも呼んだのにはわけがある。二人とも、うすうす勘づいていると思うが、俺は二人に告白された。一人ずつ答えを言おうと思ったが、あえて二人を呼んだ。正直に胸のうちを話したいからだ」

			　二人が頷く。

			　エフィルもミツハもお互いの気持ちを知っていたのだろう。

			　男より、女のほうがずっとこういうことに関してはするどいからな。

			　彼女たちは、どちらかが振られると思っている。

			「エフィル、俺はおまえのことを可愛いと思っている。がんばりやだし、俺を慕ってくれている。……いろいろと科学や機械で暴走するのも、それはそれでおまえの魅力だと思っている……俺はおまえのことが好きなんだと思う」

			　嘘、偽りのない気持ちだ。

			　もし、俺が今のままがいい。そう思わなければ、とっくにＯＫしていただろう。

			　エフィルの目が輝き、ミツハが落ち込む。

			「ミツハ、初めて会ったとき見惚れた。綺麗だと思った。ミツハみたいな綺麗な子に出会ったのは初めてで、見ているだけでどきどきした。一緒に冒険していてさ、ずっとミツハのこと、かっこいいって思ってんだ。強いからじゃない。心の在り方がかっこいいんだ。……ミツハは俺のこと、やるときはやる男だって言ってくれたけど、ミツハに憧れたからそうなったんだと思う。出会ったばっかのころは剣以外全部ポンコツだったけど、最近は少しずつ変わってきて、そんなひたむきさも気に入ってた……ミツハのことが好きだ」

			　落ち込んでいたミツハが顔を上げる。

			　そして笑顔になる。

			　それから、エフィルとミツハが首をかしげた。

			　気持ちはわかる。なにせ、二人とも好きだと言ったのだから。

			「一晩中悩んだ。二人とも魅力的な女の子で、好きだ。どっちかを選ぼうとして、悩み抜いて……結論が出た」

			　二人が息を飲んで俺の顔を見つめる。

			　さあ、いよいよ安価で決まったセリフを言うとき。

			「どちらかなんて、選ばない。『……おまえが、おまえたちが俺の翼だ！』」

			　ついに言ってしまった。

			　伝説の二股宣言！　やりましたよ。ア〇トさん！　実はこのセリフに込められた意図は、もっと深かったりするのだが、どうみても二股宣言にしか聞こえない。

			　それを、ここで使ってしまった。

			　

			『いったあああああああああああああああああああああ！』

			『>>1「おまえが、おまえたちが俺の翼だ（きりっ）』

			『イケメンのア〇トさんならともかく>>1が言ったらただのギャグｗｗｗ』

			『似合わなねｗｗｗｗｗｗｗｗ』

			『ロマンチック☆二股宣言』

			『これにはエフィルたんとミツハたんも失笑』

			『あたし、女だけどこんなことを言われたらビンタする』

			『フラグさん「心が折れた。引退します」』

			　

			　……やってしまった。

			　こんなことを言われて、喜ぶ女性なんていない。

			　自信満々でポエマーに二股宣言なんてすれば愛想をつかされるだろう。あと、このセリフはイケメン以外には辛い。もう逃げ出したい。顔がぷるぷるしてきた。

			　エフィルとミツハは目を丸くしている。

			　あっ、これ意味すら伝わっていないやつだ。

			　いや、ちゃんと意味は伝わっている。ただ、現実を受け止め切れていないみたいだ。

			　一足先に戻ってきたミツハが口を開く。

			「……私はいいわ。うん、エフィルと二人で恋人になっても」

			　ごふっ。あっ、あれ、えっ、嘘。こんなの予想していなかった。

			　ミツハ、頭は大丈夫か。

			「ユウ、なにをぽかんとした顔をしているの？　……もちろん、私だけを愛してほしいけど。ユウと一緒にいられなくなるより、ずっといいもの。それに、もう一人がエフィルなら許せるの」

			　ミツハさん、懐(ふところ)深過ぎ。

			「わっ、私もそれでＯＫです！　その、びっくりしたけど。恋人が一人じゃないといけないってルールはないですし」

			「いや、あるよ!!　俺は浮気とか絶対許さないからな！　エフィルやミツハが他に男を作ったら刺してしまう自信がある」

			　エルフって二股ＯＫなのか!?

			「……あっ、あの、それなのに堂々と二股宣言ですか？」

			「うっ、まっ、まあ、それはそれだ」

			　エフィルがするどいことを言ってくる。

			　ギャルゲーやアニメのせいで感覚がマヒしているが、恋人に浮気されたらへこむよな。

			　そんなひどいことをやってしまったのか。

			「よかったわね。ユウ。私もエフィルもそれでいいようよ。今日から恋人になったわ。改めてよろしく」

			「ユウ様、大事にしてくださいね。私もユウ様をたくさん愛しますから。これから、ずっと一緒です。なんか、照れますね」

			　……あれ？

			　えっ、嘘。まさかの大勝利。

			　エフィルとミツハが両方とも二股ＯＫ？　異世界しゅごい。

			　

			『嘘だあああああああああああああああああああああ』

			『異世界に神はいない！』

			『あの駄女神仕事しろ!!』

			『こんなの絶対おかしいよ！』

			『エフィルたん、ミツハたん、目を覚ませ。そいつニートだぞ！！！』

			『いあおｒｊぱうへあえあああうぇえあじぇい』

			『>>1の不幸をおかずにしようとしてたせいで、米しかないんだが』

			『ニートですら美少女ハーレムを作れるのにおまえらときたら』

			　

			　阿鼻叫喚。

			　というか、おまえら少しは祝えよ。

			　深く深く、深呼吸。

			　現実を受け入れよう。

			　あんまり好きじゃない言葉が脳裏に浮かぶ。

			　結果オーライ。

			「ありがとう。二人とも、これからもよろしくな。ちゃんと幸せにする」

			　こうなった以上、どこまでも行こう。

			　ああ、もうやけくそだ！

			　なにせ、今の俺には甲斐性がある。

			　二人とも幸せにしよう。それぐらいできるはずだ。

			　自然と笑っていた。ああ、ありえない。でも、なんというか、すっごく楽しくて、俺たちらしいと思ったんだ。

		

	
		
			第９話　異世界の女の子は大胆です

			　

			　ありのまま今起こったことを言うぜ。

			　振られるために二股宣言したら、ハーレムができていた。

			　自分でも何を言っているかｒｙ。

			　……夢でも見ているのかもしれない。

			　というわけで、一夜明けた。

			「夢じゃないよな」

			　周囲を見る。

			　ここは俺が借りている部屋だ。ベッドの中には俺の他に女性が二人、美少女が二人。ロリ巨乳エルフと姫騎士様。

			　存在自体が、かなりファンタジーな二人だけど。

			　圧倒的リアル！

			「ユウ、中途半端。そこまでやるなら、ちゃんとやるべき」

			「できるか!!　エッチなことは結婚してからだろ!!」

			「そんなのどこの世界でも聞いたことがない。へたれ」

			　ベッドの中から子ギツネがのそのそと出てきて、ぶるぶると体を震わせてから毛づくろいを始める。

			　マユキは肌寒くなると、勝手に人の布団の中に入ってくる癖がある。

			　子憎たらしいマユキも子ギツネ姿は相変わらずプリティ。

			　毛づくろいが終わると、ベットから下りてコンっと鳴いて。少女の姿になる。

			「ユウ、調子に乗ってマユキを襲ったらダメ。マユキのタイプは尻尾(しつぽ)がもふもふな男の人。尻尾(しつぽ)のないユウは恋愛対象として見れない」

			「相変わらずおまえはいつもどおりだな!!」

			　ヒロイン最有力候補のくせに、一切なびかない。

			　逆にすごいわ！

			「マユキはお散歩してくる。ユウ、ちゃんと覚えている？」

			「ああ、婚約のお祝いだろ。ちゃんと出るさ」

			　昨日、クライムット公爵から婚約祝いをするという連絡を受けた。

			　実は、決闘の日の夜に、どちらが勝っても開催される予定だったが、俺とバルナの激しい戦いの余波（音響兵器と催涙ガス）で多数の騎士が体調不良になったので延期になったのだ。

			　ミツハとエフィルがもぞもぞと動く。

			　俺とマユキが騒いだせいで目を覚ましたのだろう。

			「ユウ、おはよう」

			「ユウ様、おはようございます」

			「二人ともおはよう」

			　さわやかな挨拶をする。

			　なにせ、俺は二人の彼氏だ。かっこよく決めないといけない。

			　わりと成り行きで恋人になったが、喜んでいる。

			　この幸せをかみしめないと。

			「……ただ、一緒に眠るだけでも結構照れるわね」

			「はい、この先なんて想像できないです」

			　甘酸っぱい。

			　こう、押し倒したくなるな。

			「その、そういうのはおいおいね」

			　二人が顔を赤くして頷く。

			　視線を感じた。マユキだ。

			　出ていくといったくせに、扉の隙間から俺たちをジト目で覗いていた。

			　目が合うとパタンっと扉が閉じられた。

			　いや、怖いよ!?

			　言いたいことがあるなら言えよ。

			　まあ、だいたい想像はつくけどね。

			　マユキは、俺と恋人になりたいとも、あるいはエフィルたちに嫉妬なんてのも一切していない。

			　ただ、あいつは寂しがりやで自分だけ仲間外れなのを気にしているのだ。

			　めんどくさい奴だ。

			　とりあえず、チーズを買っておこう。チーズさえやっておけばマユキの機嫌はよくなる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いろいろとエフィルたちと話しているうちに、あっという間にパーティの時間になった。

			　エフィルには悪いが、エフィルとも恋人になったことを表向きは秘密にしておく。

			　……下手をすれば、クライムット公爵にこんなクズに娘は任せられないと言われかねない。

			　ミツハは、使用人に呼ばれてどこかに出て行き、俺も俺で呼び出しを受けて、着せ替え人形にされた。

			「別に無理にかっこつける必要はないんじゃないか？」

			「何をおっしゃられているのです！　クライムット家の婚約発表ですよ。ちゃんとした格好をしていただかないと！」

			　一日余裕が出たせいで、身内だけのパーティではなく可能な限り人を招待しようという話になったらしい。

			　なので、さきほどから妙にかたっ苦しい服を着せられている。

			　鏡に映る自分の姿を見る。

			「にあわね」

			　赤と白の由緒正しい騎士服。

			　なんていうか、俺のゆったりとした雰囲気と絶望的に似合わない。とくに猫背が致命的だな。

			　使用人たちは頭を悩ませながら、ああでもない、こうでもないといろいろなタイプの騎士服を出しては試行錯誤している。

			　もう、任せてしまおう。

			　なるようになれ、それこそがニートらしい考え方なのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やっと解放された」

			　たかが着替えに二時間もかけてしまった。

			　ばからしい。

			　解放された俺が来たのは、パーティ会場。

			　さすがは公爵家、屋敷内に数百人は収容できそうなダンスホールがあった。

			　すでに、多くの身なりのいい貴族や、俺と違いびしっと騎士服を着こなしている騎士たちが集まっていた。

			「ユウ、やっと来た」

			「こっちです。ユウ様！」

			　マユキとエフィルがいたので、そちらに向かう。

			　二人とも可愛くコーディネイトされていた。

			「どうしたんだ、そのドレス」

			「おっさんがくれた」

			　マユキがおっさんと言っているのはクライムット公爵のことだろう。

			　マユキはふりふりした可愛いドレスを着ていて、エフィルは可愛い系だがどこか色っぽい胸元が開いたドレスを着ている。
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			　二人とも元がレベルの高い美少女なのですごく絵になる。

			　実際、貴族や騎士たちの目線が彼女たちに集まっている。

			「二人ともよく似合っているよ」

			「当然」

			「うれしいです。ユウ様」

			　どや顔のマユキと頬を染めるエフィル。

			　せっかくの二人の晴れ姿だ。実況しないと勿体ないだろう。カメラを起動する。

			　突発だが、すぐに住民たちが集まってきた。

			　

			『クズがなんか始めたみたいだぞ！』

			『マユキちゃんのドレスが可愛い、尻尾(しつぽ)穴、ドレスの尻尾(しつぽ)穴をアップで』

			『エフィルたんの凶悪な胸が……なんというエベレスト』

			『谷間じゃー、谷間じゃー』

			『ぐぬっ、このすばらしい絶景がこんなカスの物になるなんて』

			　

			　もはや呼び名がクズとかカスになっている。

			　圧倒的アウェイ感。

			　俺の尊敬する兄弟も言っていたな。何かを得れば何かを失うって。

			「そういえば、ユウもおしゃれしてる」

			「あっ、ユウ様。そういうきっちりした格好も……その、えっと、かっこいいです」

			　不自然に視線をそらしながら、エフィルは俺をほめる。

			　お世辞臭がすごい。

			　わかっているさ。似合っていないことぐらい。

			　

			『恋する乙女でも、擁護負荷』

			『馬子にも衣装さん「俺にも限度ってものがあるよ」』

			『それでもほめてあげるあたりがエフィルたん健気』

			　

			　知っているよ！

			　これだから住民は。

			「ミツハはまだ来てないのか」

			「はい、クライムット公爵といろいろと話していました。ユウ様、きっとミツハちゃんを見たら驚きますよ」

			　俺が驚く？

			　どういう意味だろう。

			　その答えはすぐに知ることができた。

			　周囲がどよめく。

			　誰かがダンスホールに足を踏み入れたようだ。

			　そちらを向く。

			　そこにいたのは、ミツハだ。

			　彼女がこちらに向かって歩いてくる。

			　言葉を失う。

			「ユウ、どうかした？　こういう格好、久しぶりだから、心配なの」

			　はにかみながら、ミツハが問いかけてくる。

			　俺はしばらくぼうっとしてようやく正気に戻る。

			「綺麗だよ、すごく。お世辞抜きで良く似合っている」

			　綺麗。

			　その言葉がふさわしかった。

			　ミツハのすらっとした体を強調するような、体形を素直に出すスタイリッシュなドレス。

			　黒を基調に白をワンポイントにしているそれは、ミツハの魅力をよく引き出していた。

			　綺麗でいてかっこいい。ミツハのためだけに作られたドレスと言っても過言ではないだろう。

			　

			『すげえな、異世界のドレス』

			『姫騎士はこうでないと』

			『心のなかのオークさんがレイプしたいって叫んでる』

			『うあああああああ、ハーレム王死ねえええええ』

			　

			　住民たちも大絶賛だ。

			　ミツハの後ろからクライムット公爵が現れる。

			　上機嫌なようで、表情がすっかり緩んでいる。

			「婿殿。私についてきなさい。集まってくださった方々に挨拶を」

			「あっ、はい」

			　考えてなかったあああああああああ。

			　そら、婚約発表で俺が主役なんだから、こういうのあるよね。

			　いったい、何を言えばいいのだろうか。

			　考えろ。考えるんだ。

			　それにしても、婿殿か。

			　悪くない響きだ。本当に婚約したのだと実感がわく。

			　って、だめだ。挨拶だけに集中しよう。

			　あっという間に壇上にたどり着いた。

			　貴族や騎士たちの注目が俺たちに集まる。ここからだと何を言っているのかわからないが、きっと貧相とか、場違いとかそんなことを言っているに違いない。

			　俺は昨日知ったのだ。貴族や騎士なんて言いつつ、中身は住民と大差ない。身分が高いだけのカスだって！

			　クライムット公爵が口を開く。

			「本日は、我が娘の婚約祝いに集まっていただき感謝します。まずは私から紹介を。我が娘、ミツハ・クライムット。剣の腕は【剣聖】の称号を得るほどに成長してくれましたが、それ以外では、ずっと心配をかけっぱなしの不肖の娘でした。……ですがようやく伴侶を見つけ、私も少しは安心できそうです」

			　クライムット公爵の冗談に、会場の空気が明るくなる。

			　この人すごいな。騎士としての厳格さだけでなく、こういう場を盛り上げることもできる。

			　公爵家は伊達ではないということか。

			「そして、娘の婚約者となったのが、こちらの英雄ユウ殿だ。噂で聞いたものも多いだろう。千を超える魔物の軍勢を蹴散らし、魔族アルトバレットを娘と共に討ち、先日のイナゴの大量発生時には奇策をもって、たった四人で国を喰らうほどに増えたイナゴを蹴散らし、その功績によって王に招かれた真の英雄だ！」

			　俺のことを知らなかった貴族たちの歓声が響き渡る。

			　ふふふ、自慢ではないが俺の功績がすさまじいからな。

			　

			『貴族Ａ「えっ、嘘、とてもそうは見えない」』

			『貴族Ｂ「冗談だろ、あの弱そうなのが」』

			『貴族Ｃ「ミツハ様のおこぼれにありついただけに決まっている」』

			　

			　おい、そこ。いちいち翻訳するな。

			　合っていそうなだけにいらってするわ！

			　

			「ユウ殿の力は本物です。昨日、ミツハの婚約者の座をかけて、私の後継者と見込んでいたバルナと決闘を行い勝利しました。ユウ殿はけっして、娘のおこぼれで英雄になったわけではない。真の英雄です」

			　会場のどよめきがさらに大きくなる。

			　見た目がぱっとしなくて半信半疑だった者たちに、俺が英雄だという言葉を信じさせるには十分なセリフだろう。

			　バルナ、ナイス噛ませだ！

			【あの、白竜騎士団のバルナに勝った!!】は、今後も使えそうなパワーワードだ。

			　お義(と)父(う)さん、ナイスフォロー！

			　でも、それをわざわざ口に出すってことは、お義父さんもそう思っていたってことなのが辛い。

			「では、続いて本人たちからの言葉を」

			　ミツハが一歩前に出て、感謝の言葉を伝える。

			　さすがは生粋の姫騎士。

			　場慣れしているのか、スムーズで凛々しさすら感じさせる。

			　若い女性はミツハに憧れの視線を送っているし、男も骨抜きにされていた。

			　きっと、俺も観客として見ていれば見惚れていただろう。

			　そして、いよいよ俺の番が来た。

			　さあ、やるぞ。

			「初めまして、わっ、私はユウともっうします」

			　かっ、噛んだ!?

			　やっぱり、ニートにこういう挨拶は無理だった!!

			　まだだ、まだ終わらんよ。

			　ネット民たちの嘲笑コメントの嵐、だがもう慣れている。そっ、それぐらいじゃ俺の鋼のハートはびくともしない。

			　落ち着け、落ち着くんだ。

			　素数を数えよう。よし、ＯＫ。

			「私はミツハを始めとした仲間たちと共に数々の試練を打ち破ってきました。……そうして、いつの間にか王から直々に栄誉を賜るところまで登りつめました。私一人ではできないことも、ミツハたちとならば、できる気がします。それこそ、魔王を倒し、世界を救うことだって。私はここで約束します。ミツハを幸せにしてみせます。そして、彼女と共に、まだまだ先に進むと」

			　一礼をする。

			　短い言葉だが、それで十分。

			　むしろ長過ぎる挨拶など、場をしらけさせるだけだ。

			　一人の貴族が拍手をした。それが伝播する。

			　ミツハが口を押えて、クライムット公爵がうんうんと頷く。

			　とりあえず、婚約者として認められたようだ。

			　これで一安心。

			　それから、貴族たちへの挨拶まわり。

			　初めての経験だが、ミツハとクライムット公爵のサポートのおかげで、致命的なぼろは出さなかった。

			　……そして、いよいよ明日は王との謁見だ。

			　王都に来てからトラブルだらけだが、さすがにここではトラブルは起きないだろう。

			　これが終わったら、ゆっくりしよう。

			　俺はそう決めて、貴族社会というよくわからない世界で奮闘を続けた。

		

	
		
			第10話　大臣を見たら魔族に操られていると思え！

			　

			　パーティが終わり、風呂を使わせてもらった。

			　パーティで精魂尽き果てた。

			　貴族は話が長い。とにかく長い。

			　それが、今日一日で俺が学んだことだ。婚約祝いの主役というだけあって、どんどん群がってきやがる。

			　領地自慢から、功績自慢に家柄自慢。一人ひとりの話が長いうえに、次々やってくるせいでもうくたくただ。

			　あれだな。同じ貴族でもバルナや、クライムット公爵は騎士成分が多かったおかげであんまり嫌味に感じなかったけど、ガチ貴族はとにかくきつかった。

			　冷静に考えると、俺の立場ってそうとうすごい。

			「二度も街を救った英雄で、次期公爵か。そら、媚びを売りに来るか……」

			　ニートから超出世だ。

			　ただ、金持ちになりたいけど貴族になりたいとはとても思えない。

			　権力に興味がないわけではないが、それより面倒ごとが多い気がする。

			　有能な部下がついて丸投げできれば素敵だが、きっとそうはいかないんだろうな。

			　今はすべてを忘れてお湯で疲れを流してしまおう。

			「ごくらくだ～」

			　疲れが癒えていく。

			　さすがは公爵家、大理石のお風呂とかファンタジーなものを持っている。

			　あっ、これファンタジーか。

			　大理石風呂はロマンだ。

			　この前の露天風呂もいいが、また違った趣(おもむき)がある。

			「……そういえば、ばたばたして忘れていたけど。なぞの重税について調べないとな」

			　ここに来る途中に、山賊に身をやつした農民たちに襲われた。

			　数年前から急激に税が上がったせいだと聞く。

			　公爵家ならなにかわかるだろう。

			　いや、考えるのは明日だ。ただ、ひたすら疲れた。

			　今日は、ゆっくり寝よう。

			　湯船に顔をつけてぶくぶくと遊び始める。

			　すると、こつんっと音が聞こえた。

			　もしかして、使用人か？　金持ちは風呂まで面倒をみてもらえるのか。

			　おっさんだったら、帰ってもらおう。

			　美人なら背中を流してもらおう。

			　そう決めて、顔をあげる。

			「ユウ、来ちゃった」

			　現れたのは使用人ではなく、ミツハだった。

			　布で前を隠しているが、裸だ。

			　慌てて、背中を向ける。

			「なっ、なんでいきなり」

			「いきなりも何も婚約者になったのだから、一緒にお風呂ぐらい入るわ」

			　いや、初めから上級向け過ぎるだろ!!

			　もっと順序を守ろうよ!!

			　こんなとき、どんな顔をしていいのかわからないよ。

			「第一、混浴なら一度やっているじゃない」

			「あのときとは、違うんだよ。こういう真面目っぽい空気はなんか緊張するんだよ！」

			「おかしなことを言うのね。ユウは」

			　水音が鳴った。近くに気配を感じる。ミツハが同じ湯船に浸かっている。

			　それも二人きりで。

			　だめだ。鼓動がうるさい。

			「ねえ、ユウ。気のせいかもしれないけど、いつかユウがどこかに行ってしまう気がするの」

			　不安そうにミツハが告げる。

			　どこかに行ってしまうか。

			　俺はこの世界の住人じゃない。何かの拍子で元の世界に引き戻されるかもしれない。

			　そんなときは、意地でもこの世界にしがみついてやる。

			　なぜなら……。

			「そんなことはないさ。俺はここが気に入っているからな。ミツハや、エフィル。ついでにマユキがいる生活が。どこにもいかないさ。一生、面白可笑しく生きていくんだ」

			　ミツハの笑い声が背中越しに聞こえた。

			「くすっ、そこで面白可笑しくってセリフが出てくるあたりがあなたらしいわ。私は出るわね。やっぱり、これは抜け駆けになっちゃうわよね。また、明日」

			「また、明日」

			　ミツハが湯船から出る。

			　振り向きたい、すごく振り向きたい。

			　でも、我慢だ。

			　それは人としてだめな気がする。

			　扉が開く音と閉じる音が聞こえた。

			　ようやくミツハが出ていったみたいだ。

			「童貞には刺激が強過ぎるな。童貞じゃなくなったら、もっと落ち着いた態度ができるのか？」

			　はやく童貞を捨てたい。

			　そろそろ上がろう。いや、待とう。愚息が落ち着くまで。

			　そんなことをしたせいで、すっかりのぼせてしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　次の日の朝。

			　昨晩は一人でぐっすり眠った。

			　……三人での就寝なんてやらかしたのはテンションの魔力という奴だ。

			　というか、馬車で一夜を過ごすときも１Ｋの部屋で四人で寝ているので、一緒に寝ているようなものである。

			　気にするほうがおかしいのだ。

			　今は王城に向かっていた。

			　護衛に白竜騎士団を付けて、優雅な馬車の旅。

			　出発前にある程度、情報を収集し、某スレにいろいろと状況を書き込んでおいた。

			　俺たちが王城イベントをこなしている間に、いろいろと住民が分析してくれるはずだ。

			　クライムット公爵の話では、近頃特定の領地で急激な増税が起こっているらしい。

			　それによって食い詰めものが現れ、治安も悪化している。

			　クライムット公爵も問題視し、口出しもしているらしい。

			　しかし、何分、領地は貴族ごとに管理されており、公爵といえども言うことを聞かせるのは難しい。

			　私腹を肥やすために、国に納める以上の税金を取り、着服する貴族はいつの時代も現れるが、やりすぎると生産性が落ちて結果的に税収が下がることは、ある程度経験がある貴族はみんな知っている。

			　領民が喰うに困るほど搾り取るようなバカな真似をするのは、ぼんぼんに代替わりしたときや……そうでもしないとダメな状況に追い込まれたときらしい。

			　クライムット公爵の調査によると、ちらほらと無茶なことをする貴族の背後に影を感じるが実態はつかめていないようだ。

			「ミツハ、クライムット公爵の話を聞いてどう思った？」

			「……かなり怪しいと感じたわ。高額の税金をとって市民を苦しめている領地のいくつかは、私も知っていて、領主にも会ったことがあるの。彼らは民のことを想い、信頼も厚い領主だったわ。こんなことをするとは思えない」

			「しかも、羽振りが良くなった様子もないって話だからな」

			　私腹を肥やした領主たちは、普通なら贅沢を始める。

			　だが、その形跡すらない。

			　余(よ)計(けい)に取った税がどこかに消えている。

			　それこそが、今回の謎を解き、黒幕を突き止めるカギだろう。

			「なあ、ミツハ。今回は王様に褒(ほ)めてもらえるようだけど、ちょっとでも生意気なことを言ったら、打ち首とかあったりする？」

			　いいことを考えた。

			　だが、その前に温度感を確かめておきたい。

			　この世界の王様がどんなものかを知らないと、危険な橋は渡れない。

			「ユウ、変なことを考えていない？」

			「考えている。ただ、今回はわりと英雄っぽいことをするつもりだぞ？」

			　人助けだ。

			　……とはいえ、無理なくできる範囲で人助けというのが俺のポリシー。

			　国王の権力とか性格があれならば、見て見ぬふりをする。

			「基本的におおらかでいい人よ。今回は、わざわざ呼び出してまで褒(ほ)めたたえるつもりだし、よほどの地雷を踏み抜かない限りは問題ないわ」

			「わかった。なら、ダメ元でやってみるか。ちょっと王様に、一部の領主が無茶な税金とっているせいで、農民たちが飢え死にしているぞって言ってみる」

			　公爵家であるミツハの父親でも、同じ貴族というカテゴリーであることは変わらず強制できない。

			　だが、王の命令なら話は別だ。

			　王から、国民を苦しめる無理な税の徴収を止めろといえば、聞くだろう。

			　ただの言葉だけでは説得力がないので、ちゃんとミツハの父親が調査した情報をまとめた資料をもって行こう。王に情報提供をしてもいいと許可は得ている。

			　寝転がって、携帯ゲームで遊んでいたマユキが画面から目を離し、俺の顔を見ていた。

			「おかしい、ユウがまじめなことを言って、普通に人助けをしようとしている……もしかしたら、別人にすり替わっているのかも。はっ、すでに本物のユウは殺されて、ここにいるのは魔物!?」

			「相変わらず失礼だな!!　俺はただ、自分の手を汚さず、あんまり疲れないなら、人を助けたいと思っただけだよ!!」

			「ユウ、ごめん。そのセリフはやっぱり本物。そんなことユウ以外誰も言わない」

			　マユキがゲームを再開する。

			　失礼なことを言われたような気がするが、マユキだし仕方ない。

			「見てください、ユウ様。お城に入りますよ！」

			　馬車が場内に入っていく。

			　あこがれのシ〇デレラ城。

			　これから、ついに待ちに待った王様との謁見イベントが始まる。

			　今のうちにスレを見ておこう。

			　なになに？

			　

			『ペロリ、これは黒幕が大臣』

			『領主は弱みを握られているか洗脳され、大臣に貢いでいるタイプだな』

			『きっと大臣に魔族が憑りついて、内側から国を乗っ取ろうとしているんだ！　金を集めているのは、賄(わい)賂(ろ)とかに必要だからだよ！』

			『いや、そもそも最近の流行りは大臣に憑りつくとかじゃなくて、人に化けて城に仕官して普通に出世していたってタイプじゃね？』

			『『『それだ』』』

			　

			　いつの間にか、人間に化けた魔物が出世して、金を集めつつ意図的に治安を悪化させているという物語が展開していた。

			　もし、それが本当ならめちゃくちゃ気が長いな。

			　大臣になるとか何年かかるんだよ。魔族さん、がんばり過ぎだろ……。

			　だいたい、そんなにわかりやすい悪党がいてたまるか。

			　こいつらは、ゲームのしすぎだ。

			　スマホをポケットに入れる。とりあえずは、できることからやっていこう。

			　王様に現状を話せば、多少はましになるだろう。

		

	
		
			第11話　やって来たよシン〇レラ城

			　

			　ついに、あこがれの城の中に入っていく。

			　さすがは外観がシン〇レラ城だけあって、中身も美しい。

			　道幅も広い。

			　すれ違う人々も、ＴＨＥ貴族という感じでやたらきらきらしている。

			「ここが城の中か、写真を撮っておこう」

			　下手をしたら、二度と来る機会もないし、しっかりと写真に撮っておこう。

			　異世界実況も、もちろん行っている。

			　歴史オタが現れて、いちいち建築様式がどうのこうの、絵画や彫刻の技法がどうのこうのと語り始める。

			　そういう人種にとって、ここは綺麗なだけでなく歴史的な価値があるのだろう。

			「ユウ、あまりはしゃがないで。ここは王城なのよ」

			「そうだな。すまん、羽目を外しすぎた」

			　いかんいかん、うっかり観光地で羽目を外しすぎて顰(ひん)蹙(しゆく)を買う観光客のようになっていたぜ。

			　マユキはあくびをしていた。

			　まあ、こいつはいつもどおりだ。芸術とか、そういうのに疎いからな。

			　綺麗な建物や調度品を見ても、何も感じない。

			　エフィルのほうを見ると、感心した表情で彫刻を見つめていた。

			「エフィル、それが気に入ったのか」

			「はい、私は錬金術士なので、これだけ美しく精巧な彫刻を作るのに、どれだけの苦労と年月がかかるのか、わかるんです」

			　ここにあるものは、すべてが超一流の品だ。

			　何気なく置かれている壺一つとっても、一生かかっても払えないような値段がついているだろう。

			　……割らないように注意しよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　案内されたのは、謁見の間と呼ばれる外部の人間が王と謁見する際に使われる部屋……の隣だった。

			「では、皆さま。王族と会うときの礼儀作法を教えるざます！」

			　俺たちはそこで、教育を受けていた。

			　礼儀作法を叩き込んでもらっている。

			　そら、そうだよね。王様と会うのだから、特別な礼儀を知っておかないといけないし、向こうだってそれを知っているとは思っていない。

			　なら、事前に、最低限のことを叩き込むのは当然だよね。

			「ユウ様、聞いておりますの！」

			「ごめんなさい。ロッテン〇イヤーさん」

			「私(わたくし)はロールナーハざます！　では、さきほど教えたとおりにやってみるざます」

			　あまりにも、見た目がロッテンマ〇ヤーさんだったので、そう呼んでみたが、本名がめちゃくちゃ近かった。

			　さきほど教えてもらった、敬礼をやってみる。王族に対して行う特殊な敬礼があるのだ。

			　腕の角度やら、何やら、非常に細かい。

			　三度目のチャレンジだ。

			「ぎりぎり、合格ざます」

			「ふう、やっとか」

			　ようやく、合格点をもらえたらしく、ロッテンマ〇ヤーさんが頷いた。

			　ふう、やっと解放された。

			「なんで、ミツハはともかく、マユキまで礼儀作法を知っているんだよ」

			　ロールナーハさんに礼儀作法を教わる際に、公爵の娘として礼儀作法を身に付けているミツハは免除。

			　マユキは知っているから自分はいいと言って、実際にテストを受けてあっさりとクリア。

			　教習を受けているのは、俺とエフィルだけだった。

			　物覚えのいいエフィルは、一発でクリアしてしまい、結局、俺だけ何度もテストを受けなおす羞恥プレイが展開されてしまった。

			「マユキは女神の眷(けん)属(ぞく)。この世界の常識は自然にダウンロードされる。こういう礼儀作法も常識の一つ。非常識なニートと一緒にされては困る」

			「ちっ、女神もケチだな。言語の刷り込みをやるぐらいなら、もっといろいろサービスしてくれてもいいのに」

			　おかげで、口語は扱えても読み書きはできない。

			　そのせいで、恥をかいたこともある。

			「女神様に、そういうことを求めても無駄。気が利かないことには定評がある。このまえの合コンでもそれで、こやああああああああん」

			　マユキが悲鳴を上げて倒れて痙(けい)攣(れん)を始めた。

			　女神の神罰たる雷を身に受けたのだ。

			　いい加減、学べばいいのに。女神は男関係と年齢のことを言われると鬼になる。

			　よほど、合コンで辛い目にあったようだ。

			　ロッテン〇イヤーさんが突然倒れたマユキを見て、目を白黒させるが、ミツハもエフィルも落ち着いている。

			　慣れって怖い。

			　そんな馬鹿なことをやっていると扉が開かれた。

			「英雄殿、グリムガルト王の準備が整いました。こちらに」

			　一人の騎士がやってきた。

			　ふむ、ようやくか。

			　これで、名実ともに英雄になれる。

			「さあ、みんな。行こうか」

			「ユウ、一応言っておくけど、失礼な態度はとらないようにね？」

			「ユウが打ち首になるのはいい。でも、マユキを巻き込まないで」

			「あの、ユウ様。私は……その、心配してない、こともないですよ」

			　こいつらは……。

			「俺が失礼な態度をとるときはちゃんと相手を選んでいる！　バカにするなよ！」

			　あれ、おかしい。

			　びしっと言ってやったのに、みんなの目が冷たい。

			「ある意味、安心したわ」

			「ユウ様は、時と場所と相手をわきまえているんですね……」

			「安定のクズ」

			　聞かなかったことにしよう。

			　騎士の顔も引きつっている。

			　何はともあれ、俺たちは謁見の間に向かった。

			　

			　謁見の間に入る。

			　おっ、なんか入った瞬間ラッパが鳴った。

			　本格的だ。

			　玉座は高い位置にあり、その付近には大臣が二人と護衛の騎士が控えている。

			　にしても、本当に王様なんだな。王冠をかぶって、それっぽいガウン。

			　季節が季節なうえ、異世界には冷房なんてないので、暑くて重そうだ。ああいうのを我慢するのも王様の仕事なんだろう。妙に感心してしまう。

			「英雄ユウ殿と、その一行の入場！」

			　騎士が宣言する。

			　俺たちは、足が沈みそうなほどふかふかのカーペットの上を歩いて、王の近くまで進む。

			　よくよく見ると、両端に見物客の貴族たちがいる。

			　すさまじいＶＩＰ感。

			　

			『>>1さんを出迎えるのにこの本気っぷり』

			『みんな、目を覚まして。そいつは英雄なんかじゃないクズよ！』

			『国民「俺たちの血税の豪快ドブ捨て」』

			『重税の原因って、こんなことやってるからじゃね？』

			『この国、亡びたほうがいい気がしてきた』

			　

			　いや、さすがにこんなことで財政難になんてならないだろう。

			　俺たちは立ち止まり、そのままさきほどロッテンマ〇ヤーさんに教わったとおりに跪(ひざまず)く。

			　えっと、右手は拳を作って地面に、左手は心臓に合わせるんだったよな。このとき、肘の角度が重要になる。よし、完璧だ。

			　あとは王の言葉を待つだけ。

			「よくぞ、我が呼びかけに応じてくれた。英雄ユウ殿。貴殿は、各地で悪逆の限りを尽くした魔族アルトバレットを倒し、千を超えて国喰らいと化したイナゴの群れを始末した。二度もマナタマを、ひいてはこの国を救った。その働きを認め、勲章を与えよう」

			　勲章？

			　えっ、そんなしょっぱいものを渡すために呼んだの？

			　残念もいいところなんだけど。

			　

			『王様「勲章を与えよう（キリッ）」※勲章だけしか与えません』

			『この国は貧しいんだね』

			『そら、こんなんに頼らないと街が滅びるような国よ』

			『納得した』

			　

			　ほら、住民にまで馬鹿にされている！

			「英雄ユウ殿、顔を上げることを許可する」

			「はっ！」

			　顔を上げる。

			　すると、女官が現れて、銀の首飾りをかけてくれた。その首飾りには、剣に絡みつく竜が彫られていた。

			　ただの銀製とか、勲章しょぼい。

			　謁見の間にいる貴族たちが騒ぎ始める。

			「あれは、国の一大事を救ったものだけに与えられる、聖騎士の首飾り」

			「なんと!!　あんな平民に。あれほどのものを与えるとは」

			「ああ、うらやましい。あれさえあれば」

			　えっ、こんな微妙な銀の首飾りがそんな大事なものなの？

			　あとでミツハにでも聞いてみよう。

			「英雄ユウ殿。よく似合っておる。これからも、働きを期待する。グリムガルト王国を守ってほしい」

			「はっ、御心のままに」

			　別に、この国のためにやっているわけじゃない。

			　と思いはしたものの、それを口にするほど馬鹿じゃない。

			　再び、頭を下げる。

			　うーん、なんというか王様との謁見イベントってあこがれていたけど、大して楽しいものではないな。

			　住民たちも初めのほうはノリノリだったが、だいぶテンションがさがってきた。

			　ぶっちゃけ、えらそうなおっさんに頭を下げるだけだしな。

			「いい心がけだ。ユウ殿。せっかくこんなところまで来たのだ。望みを聞こう。貴殿はすばらしい働きをした。勲章だけ与えて帰したのでは、グリムガルトの名折れだ」

			　そろそろ例の話をする頃合いか。

			　ちょうど、王から褒美を口にしろと言ってくれた。

			　俺自身に王に頼みたいような望みはない。

			　こっちの世界での金なら、マナタマの店でたっぷりと稼いでいる。

			　貴族や騎士に取り立ててもらいたいとも思わない。

			　俺自身に望みがないのなら、英雄らしいことをしよう。厄介ごとを片付けてしまうのだ！

			「陛下、実は王都に向かう途中、いくつかの農村を経由してきました。……農民たちは飢え、種もみを買う金すらもない有様です。その原因は度を越えた増税です」

			　王の眉毛が吊り上がる。

			　寝耳に水だったのだろう。

			　近年は天候がよく豊作続き、大きな戦や疫病もなく国が主導する増税はなかった。

			「こちらの資料を見てください。クライムット公爵が調べ上げた近年の税率の推移です。……このとおり、国に納めるのとは別に不当な税が徴収されております。私の望みは、適正な税を取るように働きかけていただくことです。領主たちは私欲のために動いているわけではなく、なにか黒い影が彼らの背後にあるようです」

			　資料を女官に渡すと、王が女官から資料を受け取り、目を通した。パラパラパラと速読をしている。あの資料を一瞬で読み込むとは、この王、できる。

			「……これは、たしかに。これだけの税を取られれば農民たちの生活は破綻する。……このあたりの領地を任せているのは、ベーコルッヒ伯爵、メルサーナ侯爵、サンテール男爵、いずれも私欲で領民を苦しめるようなものたちではない。とてつもない陰謀が裏でうごめいているかもしれぬ。すぐに調査をする必要がありそうだな。英雄殿、感謝する。だが、いいのか？　このようなことが褒美で、貴殿への褒美なのに、何一つ得をしておらんぞ？」

			　俺はまっすぐに王の目を見る。

			　そして、もったいぶって口を開いた。

			「私の望みは、民の幸せです。恥ずかしながら、これは私の持つ力……武力ではどうにもならない。自らの力で叶わないことに陛下の力を借りたい。これ以上の望みはありません。どうか我が望みを聞いてはいただけませんか？」

			　決まった。

			　完全に決まった。

			　ふふふ、これで俺は何もしないでも面倒ごとを片付けつつ、最高の英雄プレイができる。

			　周囲の貴族たちが息を飲む。

			「なんと高潔な」

			「平民でありながら、なんという思いやり」

			「英雄じゃ、本物の英雄じゃ」

			「我々貴族が忘れてしまった。ノーブレスオブリージュ」

			　んぎもぢいいいいいいいいいいいいい。

			　この快感を味わえたのだ。

			　使い道のないご褒美として、ベストな選択だ。

			　

			『騙(だま)されるな、そいつはニートだぞ！』

			『>>1さんの狡猾さを異世界人に見抜くのは不可能』

			『えっ、こいつが真の英雄？　冗談だろ』

			『>>1はもっているよな』

			『>>1の本性を知らなければ騙(だま)されるところだったぜ』

			　

			　想定どおりの反応だ。

			　さて、王の反応は。

			「英雄ユウ殿。すばらしい人格者だ。わしはだいぶ貴殿のことを買っていたつもりだったが、まだ足りなかったらしい。その気高さに免じて我が国の宝を授けよう。真の英雄にこそ、あれはふさわしい。誰も使いこなせなかった、あれも、ユウ殿なら使いこなせるだろう」

			　我が国の宝？

			　なに、その素敵な響き。

			　よほどすごいものらしく、王のそばに控えている大臣が騒ぎ始める。

			「待ってください、王よ。まさかヘパイストスの宝珠を、平民に授けるつもりですか？」

			「それも面白かろう。あれはこの国でもっとも強く高潔な騎士に授けられるものだ。どっちみち、誰もその力を解放できない飾り物だしのう。いや、もしかすればユウ殿に使われるために、ヘパイストスの宝珠は今まで、他の騎士たちに使われることを拒んだのかもしれぬ……そこにいるのは、ミツハ・クライムット。【剣聖】だな。英雄ユウ殿は武勇も優れるのだろう？　率直な意見を聞かせてくれ」

			　ミツハが顔を上げた。

			「はい、ユウ殿は強いです。……先日、私との婚約を賭けて、白竜騎士団の団長、バルナと戦い。一対一で打ち破りました」

			　どよめきが強くなる。

			　あのバルナが負けた？

			　当代、最強の騎士が？

			　あの竜殺しのバルナに一対一で勝つなんて……。

			　あいつは化け物か!?

			　バルナさん、すごい。めちゃくちゃ有名な人だったんだな。

			　というか、短時間でかませにされ過ぎだろ!!

			「大臣、これでわかっただろう。【剣聖】の婚約者ということは、次期クライムット公爵だ。それでいて、圧倒的な実績があり、あの竜騎士バルナをも上回る使い手だ。……なにより、この高潔さ。彼以上の騎士はいないだろうて」

			　なんという買いかぶりっぷり。

			　おら、わくわくしてきたぞ。

			　ヘパイストスの宝珠。名前からして期待ができそうだ。鍛(か)冶(じ)の神だからな。

			　たぶん、これは翻訳だ。

			　こっちの世界の鍛(か)冶(じ)の神を俺にわかるような名前に変えた結果がヘパイストス。

			「ですが、平民あがりですぞ」

			「大臣は、頭が固いのう。ならば、一つ試練を与えて、それを乗り越えれば託すというのはどうだ？」

			「試練の内容によります」

			「うむ、すでに実績と強さ、高潔さはクリアしておる。ならば、どれほど人を幸せにできるかでどうだ。ちょうど、今日は息子が帰って来ておる。息子とわしをもてなし、満足させられれば合格というのはどうだ」

			　大臣がにやりと笑う。

			「それならば、問題ありません。すばらしい試練です」

			　なんか、すっごい悪そうな顔をしている。

			　……王は味方っぽいけど、王子とやらが、かなり怪しい。

			　もしかしたら、相当嫌な奴かも。

			　まあ、いいや。

			　失敗しても失うものはなにもない。

			　ただで、この国の宝をもらえるチャンスと思えば、喜んで受けよう。

			「うむ、では謁見はこれにて終了とする。ユウ殿、また後で会おう。子細は伝えさせる」

			「かしこまりました。陛下」

			　無事、謁見が終わった。

			　謁見の間を出る。

			　部屋を出た瞬間に、ミツハが俺の肩を掴む。

			「ユウ、大変よ。ここの王族は変わりものが多いの。今の王は比較的まともで、たまに突拍子がないことをするぐらい。でも、王子はまずいわ。それも、今日帰ってくるのは第二王子よ」

			「へえ、どうやばいんだ」

			「……すごく有能で、政治の手腕は神がかっているのだけど。おそろしい美食家なのよ。時間を見つけては視察がてら、美食を楽しみにいくわ」

			「食べ歩きが趣味ぐらいなら別に問題ないだろ」

			　ミツハの表情がこわ張る。肩を掴む手が震えている。

			「ひどい癇(かん)癪(しやく)もちで、少しでも気に入らない料理だと、俺の舌を壊す気かって大暴れして……ひどいときは料理人を投獄までするわ。王家を侮辱したって罪状で」

			　なにそのヤバい人。

			　気に食わない料理を出しただけで、その仕打ちって鬼過ぎないか？

			　事前に知れてよかった。

			「やばいのは料理でもてなそうとしたときだけだろ？　なら料理以外でもてなせばいいだけだ」

			　俺のＡｍｏｚｏｎチートを侮ってもらっては困る。

			　グルメ以外にも無数の娯楽が溢れている。

			　こんな生活水準の異世界人ぐらい、余裕でもてなして見せる。

			　せっかくなので、王子についていろいろとミツハから聞く。

			　だいぶ、性格がつかめてきた。これなら、食事以外でもいけそうだ。

			　そんなときだった。背後から声をかけられた。

			「貴殿が、英雄、ユウ殿か」

			　振り向くと、妙にさらさらな金髪を持つ美青年と言って差し支えない奴がいた。

			「えっと、どなた様で」

			「ははは、余の顔を知らないか」

			　きっと、偉い貴族様なのだろう。

			　自分の顔を知らないことがよほど面白いらしく、さわやかな表情で笑う。

			　一人称が余とか……ちょっと頭おかしい人っぽい。

			「申し訳ございません」

			「よいよい、気にするな。余は心が広いのだ。父上から聞いたぞ。なんでも余をもてなしてくれるらしいな」

			　えっ、もしかして、この人は……。

			「王子様？」

			「いかにも。大臣から聞いたぞ。マナタマで、あのマーランドに料理勝負で勝ったらしいな。余はグルメなのだ。とびっきりの料理を楽しみにしているぞ」

			「あの、今回は料理以外のもてなしを――」

			「許さぬ。料理以外の何でもてなそうとしても余は認めぬ。余は美味なるものを望む……余の期待を裏切るようなことがあれば、ヘパイストスの宝珠を受け取れぬだけで済むと思うなよ？」

			　あっ、やっぱりこいつあかんやつや。

			　あのくそ大臣！　余計なことを言いやがって！

			　うぜえええええ、おかげで料理以外のもてなしができないじゃないか。

			「では、余は行く。政務が山積みゆえ。楽しみにしているぞ……英雄殿」

			　去り際まで妙にさわやかに、イケメンぶっ壊れ王子が去っていく。

			　どうしよう。

			　世界各国の料理を食べつくしたとか、そんなモノホンの美食家相手にどこまで俺の料理が通じるだろう？

			　……最悪、王様に泣きつこう。そしたら、投獄だけは避けられる。

			　

			『>>1さんに天罰がやってきた』

			『最近、調子に乗り過ぎだと思っていた』

			『ハーレム野郎は投獄されるべき』

			『これは続きが楽しみですね』

			　

			　ふふ、住民どもめ、笑っていられるのは今のうちだ。

			　きっと、あの人は力を貸してくれる。

			　たしかに俺は素人だが、あの人なら素人の俺でも最強の料理を作れるようにしてくれるはずだ。

			　今まで、何度もグルメ関係のピンチを救ってくれた。……料理人の無職先生なら！

		

	
		
			第12話　本当のごちそう

			　

			　王の謁見は無事に終わったが、その後に新イベントが発生してしまった。

			　それは、王家の宝であるヘパイストスの宝珠を授けるにふさわしいかどうか、試す試練。

			　試練の内容は、グリムガルト王及び、王子をもてなし満足させること。

			「グルメは得意分野だけど、相手が相手だし何をすれば喜ぶかだな」

			　与えられた個室で頭を悩ませる。

			　どうしても、イメージがわかない。

			　美味しいだけの料理なら、Ａｍｏｚｏｎの力を借りればいくらでも用意できる。

			　だが、王子が喜ぶ料理となると……。

			　心のや〇おかさん、どうか俺を助けてくれ。

			　

			『独りよがりの料理を作る奴は三流だ。客の顔を見て、相手が望むものを作る。それが一流の料理人だ』

			　

			　さすが、〇まおかさん、いいことを言うぜ。

			　冷静に考えれば、王家向けの料理ではなく王子向けの料理を作るべきだ。

			　まずは王子の好物を知ることが重要。どれだけうまくても、王子が苦手な食材や味付けをしてしまえば一発アウトだし。

			　……そんなもんどうやって知るんだ？

			「ミツハは王子のことを知っていたよな？　王子の好物ってわかるか？」

			「さすがに、そこまではわからないわ。ただ、クライムットの領地に来たときに、豚肉料理をひどく喜んだという話は聞いたことがあるわね」

			「少なくとも、豚肉料理は嫌いじゃないか。苦手な食材を出すリスクは避けられるな」

			　よし、メインは決まった。

			　これはありがたい情報だ。

			　とはいえ、豚肉料理って大衆料理っぽくなるんだよな、なんか高級な豚肉料理ってあるか？　思い浮かばない。

			　そんなことを考えていると扉が開かれた。

			「ユウ、情報を集めてきた。王子様付きのメイドに媚びたら、情報をゲロった。キツネ尻尾(しつぽ)を一振りするだけで人間はめろめろ。ちょろい」

			「……おまえがそれだけ協力的だと疑惑しか感じない」

			　マユキはめんどくさがりだ。

			　それも筋金入りの。

			　そのマユキが、わざわざ王子付きのメイドを突き止めて好みを聞いてくるなんておかしい。

			「べっ、別にユウのためじゃない。ただ、ヘパイストスの宝珠は強力。ユウが持ってると、マユキの生存率が跳ね上がる。通販チートとも相性がいい」

			「おまえの場合、ほんとうに俺のためじゃないからな！」

			　女神の呪いがあるせいで、マユキは俺から離れられない。

			　そして、この子ギツネが本気になるのは命がかかっているときと、自分が楽しめるときだけだ。

			「ん。当然。でっ、聞くの？　聞かないの？」

			「……聞く」

			「王子の好みは、甘めの味付け。薄味より濃い味のほうが好きで、脂っぽいのがいいらしい」

			「王族のくせに、かなり庶民的な好みだな」

			　甘めで脂がのった料理か。

			　ぱっと浮かぶものはいくつかあるが、どうしても高級感がない。

			　これ以上は一人で悩んでいても仕方ない。

			　こういうときのためのあいつらだ。

			　

			【真の英雄（笑）】異世界に召喚されたけど、Ａｍｏｚｏｎとネットしかチートがないんだが【異世界終わった】part120

			　

			301：1◆0UYgwhZXLvwt

			王子様相手に料理を振舞うことになった

			豚が好きで、甘めで濃く、脂たっぷりの料理が好みらしい

			　

			302：名無しの無職

			帰れ、ここはリア充の来るところじゃねえ！

			　

			303：名無しの無職

			エルフと姫騎士を手に入れたあとは王様によいしょされるとか

			もう俺たちの愛した>>1は死んだ

			　

			304：名無しの無職

			なんで俺たちがこんな恵まれた奴を助けないといけないんですかね？

			　

			　ダメだ、こいつら。

			　完全にこじらせてやがる。

			　嫉妬コメントが次々に書き込まれていく。

			　

			310：1◆0UYgwhZXLvwt

			そうは言わずに、今後もちゃんと異世界放送を続けるから

			エフィルたちの画像も動画も流すし

			　

			311：名無しの無職

			>>1のお手付きに今までみたいに萌えられない件

			　

			312：名無しの無職

			非処女はどれだけ可愛くてもねえ

			処女膜から声が出てない

			　

			313：1◆0UYgwhZXLvwt

			いや、まだ二人には手を出してないから

			それにマユキがいるだろ？

			　

			314：名無しの無職

			>>313　!!!!!!

			　

			315：名無しの無職

			なっ、んっ、だっ、とっ

			　

			316：名無しの無職

			>>1はもしかしてインポなのか

			　

			317：名無しの無職

			まだ、俺たちの童貞（なかま）だったのか!?

			　

			318：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			俺は最初から信じてた

			手を貸すぞ！

			　

			319：名無しの無職

			料理人の無職先生きたああああああああああ

			　

			320：名無しの無職

			プロ（設定）の、こんな昼間っからスレに顔を出す料理人の無職先生きたあああああああ

			　

			321：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			だから言ってるだろ!!　俺はオーナーだから店が回んねえぐらいに客が来ないと、表に出ないって

			　

			322：名無しの無職

			そういう設定なんだね（にっこり）

			　

			　よし、料理人の無職先生が来てくれた。

			　これで勝つる。

			　……にしても、人がまだ手を出していないことで喜ぶとか、やっぱりこいつら性格が悪いよな。

			　手を出すにしてもタイミングというものがある。それまで我慢だ。

			　

			323：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			でっ、>>1は何を作りたいんだよ

			　

			324：1◆0UYgwhZXLvwt

			実はそれが決まってないんだよ

			王家の人たちに出すから、高級料理が作りたいけど

			豚肉使った高級料理なんてなんも浮かばない

			そこから知恵を貸してほしいんだ

			　

			　そう、日本人な俺は高級料理と言えば牛というイメージがある。

			　豚もうまい。大好きな料理もある。

			　だけど、高級料理と言われた瞬間に何も浮かばなくなる。

			　

			325：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			豚を使った高級料理……まあ、おまえの言う高級なんて、洒落(しやれ)た感じで、高価な材料をたっぷり使った料理なんだろうけど

			そういうのも教えてやれる

			だけど、んなもん作ってもしゃーないと思うぞ。

			これとか、これとかが該当するけど、うまそうに思えるか？　心の底から？

			食べたときの感動も知らない料理人が形だけ真似ても、うまいものなんてできねえよ

			　

			　写真が二枚張られていた。

			　綺麗な料理だ。

			　豚肉のソテーに、鮮やかな赤色のソースがかけられてキャビアが散らされている。

			　もう一つは薄切りの肉とチーズと野菜を何層にも重ねてミルフィーユのようにしていた。

			　たしかに、うまそうだ。

			　うまそうだが、心が動かない。

			　

			329：1◆0UYgwhZXLvwt

			なら、何を作れって言うんだよ

			　

			330：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			んなもん決まってる。ただ、おまえが食いたい、うまいって心の底からおもう料理だ

			おまえの好物を言ってみ

			　

			331：1◆0UYgwhZXLvwt

			豚肉なら、かつ丼が食いたい。とんこつラーメンとか大好物だし、角煮もいいな

			　

			332：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			おっ、いいじゃん

			最高の作り方を教えてやれるし、レシピさえ守れば素人だってうまくやれる

			　

			333：1◆0UYgwhZXLvwt

			でもいいのか？　そんなありふれたもので

			相手は王族だぞ、もっとかっこよくて高級感があるほうが

			　

			334：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			あのな、勘違いしているようだから一から説明してやる

			高級感、高級感って、んなもん上流階級の連中は食い飽きてるし、武器にならねえ

			だからって無条件に庶民的なものがいいわけじゃない

			ただ、純粋にうまいものがいいんだよ

			かつ丼だって、とんこつラーメンだって、豚の角煮だってな。めちゃくちゃうまいじゃん。おまえも好物だろ

			それにな、日本の素材じゃないと絶対に成立できない、こっちの人間にとって珍しい料理なんだよ

			自信を持て、日本の食は本物だ。

			　

			　目からうろこが落ちた。

			　料理人の無職は真のプロだ。

			　かっけえええええ、一生ついていきます。

			　

			335：1◆0UYgwhZXLvwt

			俺が間違っていました。

			美味しい作り方を教えてください！　料理人の無職先生!!

			　

			336：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			よく言った！

			今回は本気でいくぞ。肉はまずこれを使え！

			　

			鹿児島県産 田辺バークシャー養豚場 特選黒豚 ロースブロック　１ｋｇ

			　

			337：1◆0UYgwhZXLvwt

			たっけえええ、豚肉なのに１００ｇ七百円してるぞ

			　

			　豚でこれだけの値段をするものはなかなか見たことがない。

			　

			340：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			とんかつを作るなら、絶対黒豚だな。肉のきめ細かさ、歯切れの良さ、旨味の強さの桁が違う。何より脂肪の甘みがすばらしい

			成長が遅いし子の数も少ないから値段は高くなるが、その価値はある

			とくに田辺バークシャー養豚場の豚は小屋に閉じ込めずにたっぷりと運動させた健康な豚だ

			豚に適した餌づくりから自前でやってる。この品質でグラム七百円はむしろ安い

			　

			　料理人の無職先生が熱く語る。

			　これは楽しめそうだ。

			　

			343：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			まだまだ、行くぞ

			相手が相手だからな。本気で行く

			パン粉も、卵も、油も、全部一級品だ！

			三品作るなら時間がない。急げよ！

			　

			344：1◆0UYgwhZXLvwt

			はい、ご指導をお願いします。

			　

			　料理人の無職先生が指定したものを次々にぽちっていく。

			　調理器具がないものは調理器具も。

			　圧力鍋も買うように言われた。前から欲しかったのでちょうどいい。

			　これはすごいものができる。

			　材料を買っているうちからすさまじい期待感があった。

		

	
		
			第13話　豚の角煮って店で食べると高いけど、自分で作ると案外安いよね

			　

			　一度、馬車に戻る。

			　王族をもてなすためと言ったら、許可が下りた。

			　逃がさないように見張りがついているのが怖い。

			「さてと始めますか」

			　料理人の無職先生の指示のもと買いそろえた材料を広げる。まず、用意したのは肉だ！

			　

			鹿児島県産 田辺バークシャー養豚場 特選黒豚 ロースブロック　１ｋｇ

			　

			　を開封する。

			　なんて鮮やかな色だ。美しい。

			　それに甘い香りがする。豚肉特有の獣臭さがない。

			　こいつをカットする。

			　素人なので、物差しを使ってきっちり測ってカット。

			　料理人の無職先生いわく、ロースカツは一・五センチが理想。厚く切ればいいというものではないらしい。

			　しっかりと測って、カット、カット、カット。

			　カットした肉は脂肪と脂身の間に切り込みを入れて筋を切る。この細かな気遣いがバカにはできぬもの。

			　肉には小麦粉をまぶし、卵と小麦と牛乳を混ぜたバッター液にくぐらす。

			　そしてパン粉をまぶした。

			「小麦もパン粉も料理人の無職先生推薦の国産品、卵も一つ一〇〇円のやつだよな。カツ丼にこんなに金をかけるなんて……ある意味最高の贅沢だな」

			　鍋に火をかけて、ラードを溶かしていく。

			　ラードは、田辺バークシャー養豚場が販売している黒豚の背脂からとれたものだ。

			　最高にうまい脂だし、同じ豚からとれた脂だけあって、肉との相性もいい。今回のカツ丼にこれ以上の油は存在しないだろう。

			　ラードが溶けて油が溜まってきた。

			　温度計を見る。一六〇℃に火加減を調整。

			　ここに、パン粉をまぶしたロース肉を投入。

			　ぱちぱちぱちと小気味いい音が鳴る。

			　タイマーをセットする。目安はキツネ色になるまでだ。

			　色がかわればひっくり返して、同じように揚げていく。

			　揚がった肉を引き上げる。

			　そして、カットした。

			「だめだな」

			　キツネ色というのは単なる目安だ。

			　一番うまいのは、ほんのわずか、ほんのりと中心が桜色になる状態。

			　このカツは失敗。

			　タイマーで測った時間をメモする。今度は両面五秒減らす。

			　そう、これは練習だ。

			　揚げたてでないとカツ丼はうまくない。本番のカツは食べる直前に揚げる。

			　同じ厚さと同じ肉で、練習を繰り返して、最適な揚げ時間を割りだすのだ！

			　四度目にして、成功。

			　やっと理想的な揚げ時間がわかった。五回目の揚げを行う。

			　カットする。今回も完璧だ。これで再現性があることが確認された。

			　これで本番も大丈夫だ。

			　……さて、実験に成功したのはいいが、この五枚のカツをどうしようか。

			「ユウ、お肉の処理、手伝ってもいい」

			　マユキがやってきた。肉に目が釘付けでぶんぶんとキツネ尻尾(しつぽ)が揺れている。

			　こいつは、キツネだけあって肉が大好きだからな。

			「好きに食べていいぞ。でも、失敗して揚げ過ぎてるから、味は期待するなよ」

			「かまわない。匂いでわかる。これはすっごく美味しい」

			　もとの材料がめちゃくちゃいいからな。

			　揚げ過ぎていてもごちそうには変わらないだろう。

			「ほら、使え」

			　馬車に備蓄していたとんかつソースを渡す。

			　マユキはうれしそうに、ソースをかけて肉を頬張る。
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			「んんん、んんん、美味しい!!　こんな甘い脂身は初めて。肉がしっとりしてる。豚肉は、ぱさぱさしていまいちだと思ってたけど、これならいくらでも食べられる!!」

			　その言葉のとおり、あっという間にマユキは失敗作の三枚を平らげた。

			　二枚の成功例のほうにも目が釘付けだ。

			「こっちは、みんなで試食しようと思ったけど、食べていいよ」

			「ユウ、大好き！」

			　マユキがそう言うなり、肉を強奪していった。

			「さっきのも美味しいけど、こっちはもっと美味しい。ジューシーさが違う」

			「完全に旨味を閉じ込める揚げ加減だからな」

			「ユウ、これなら、ぜったい大丈夫！」

			　マユキがぐっと親指を突き付けてきた。

			　俺は苦笑する。

			「だな。マユキの反応を見ると、そう思うよ。でも、一品だけじゃ寂しいからな。あと二品、角煮ととんこつラーメンも用意する」

			　次に作るのは、豚の角煮。

			　俺の大好物だ。

			　こっちには豚バラ肉を用意した。それも皮つきのものだ。

			　料理人の無職先生曰く、皮つきじゃない豚角煮はできそこないらしい。

			　皮が上になるように置いた豚のバラ肉に布を被せてから熱湯を注ぐ。

			　そうすることで、表面が固まり煮込んでも旨味を逃さないようになるらしい。

			　そして、髭剃りを使い皮の表面を撫でる。

			　豚の毛を剃ってしまうのだ。その作業が終われば布でふき取る。

			「そっちのお肉も美味しそう」

			　ロースカツ五枚も食べたくせに角煮用の肉まで狙っている。食い意地が張ったキツネだ。

			「こっちはダメだ。本番で使うやつだからな」

			「残念」

			　豚肉を四～五センチの角切りにして鍋にぶち込む。

			　あとはネギの青い部分、しょうがとたっぷりの水を加える。

			　そのまま火にかける。

			　湯を足しながら三十分茹でた。

			　これは下茹でだ。

			　豚肉を取り出し、しっかりと水を切る。

			　本番はこれからだ。

			「さあ、いよいよこいつの出番だ」

			　必殺、圧力鍋を用意する。

			　普通であれば三時間はかかる煮込みも、こいつのおかげで、三十分で終わる。

			　それも、最適な圧力と温度を自動的に検出する最新型、電気圧力鍋！

			　日本が生んだ英知の結晶だ。

			「がんばってくれよ、圧力鍋！」

			　下茹でが終わった豚肉としょうが、それに、さきほどのゆで汁、酒、しょうゆ、砂糖、みりん、隠し味として料理人の無職先生特製の煮汁をいれる。

			　あとは蓋(ふた)を閉めて、スイッチオン！

			　これだけで、とろっとろの柔らかくジューシーな角煮ができる。自動制御なので、目を離しても大丈夫なところが最高だ。

			「これで終わりだな。カツ丼は目の前で仕上げるし、角煮は待っていればできる」

			　かなり準備時間が少なくて焦ったが、思ったよりだいぶ余裕ができた。

			「ユウ、とんこつラーメンも作るって言ってなかった？　だとするとまずい。一番時間がかかる」

			「安心しろ。ちゃんと手は打ってある。実は一番時間がかからないんだ」

			「まさか、袋めん？　あれは美味しいけど、そんなに美味しくない」

			　マユキには何度か袋めんを食べさせているので、その味は知っている。

			　美味しいけど美味しくない。

			　その評価は正しい。

			　生めんタイプやノンフライ麺など、最近はそれなりに美味しいものもあるが、店で食べる本物には遠く及ばない。

			「マユキ、安心しろ。マユキが食べている袋めんは、本物のラーメンじゃない。店で食べる本物は何日も灰(あ)汁(く)取りしながら煮込んだスープに打ち立ての麺。袋めんとは次元が違う。それを楽に食べさせてくれるすばらしいものがあるんだ！」

			　じゃないと、とんこつラーメンなんて出せないからな。

			　日本の技術の進歩は、すでに家で店の味……店の味のようなものではなく本物を出す技術が完成している。

			　今から振舞うのが楽しみだ。

			「さてと、材料と手順をもう一度確認したら一休みするか。マユキ、角煮ができ上がったら一口だけ試食させてやれるがどうする？」

			「当然、食べる。とろとろの角煮は最高のご飯の友。一切れでどんぶりがいける」

			　……このキツネは俺の影響でかなりグルメになっている。

			　そういえば、米を炊くのを忘れていた。

			　カツ丼にするのに最適な米を買っている。

			　これを土鍋で炊くのだ。

			　危なかった、あと少しでレトルト飯に頼らないといけなくなるところだった。

			　俺は、米を炊いたあと材料と手順のチェックを手際よく終わらせる。

			　ちょうど、電気圧力鍋のアラームがなった。

			「マユキ、ミツハとエフィルを呼んできてくれ。試食タイムだ」

			「任せて！」

			　風のような勢いでマユキが出ていく。

			　食い物が絡んだときのマユキは非常に機敏だ。

			　さて、最高の料理。日本が誇る三大豚肉料理を用意した。

			　あとは、これが通用するかだ。

			「通用するに決まっている」

			　できることは全部やった。覚悟を決めて挑むとしよう。

		

	
		
			第14話　こうなると王族もただの豚だな

			　

			　さあ、王族をもてなすための料理は完成した。

			　使用人に料理でもてなすと告げ、王と王子は了承した。

			　十分後に王と王子を交えての食事会だ。

			　本来、王族と共に食事なんて許されないが、英雄とその一行ということで、王の賓客としての特別扱いで食卓に並ぶことが許された。

			「そういえば、王子の名前ってなんだったっけ？」

			　厨房で準備をしながらミツハに問いかける。

			　ミツハが呆れた顔をした。

			「シャルル王子よ」

			「見た目とおりの名前だな。妙にかっこつけてる感じが実にらしい」

			「……それ、聞かれたら不敬罪で打ち首よ？」

			　なにそれ、怖い。

			　さすが、異世界。人権？　なにそれ食べられるの？

			「気を付ける……さてと、これでＯＫ。あとは王子の目の前で仕上げるだけだ！」

			　カツは揚げたてがうまい。

			　さらにカツ丼は半熟卵でないとうまくない。

			　すなわち、その場で作らないとだめなのだ。

			　カセットコンロを持ち込み、目の前で仕上げる。

			「ユウ、ラーメンの影も形も見えないけど？」

			「ちゃんとあるさ！　冷蔵庫に」

			　切り札を取り出す。

			　それを見てマユキが驚く。

			　ふふふ、これこそがお取り寄せ最先端！　店の味を家で食べられる秘密兵器。

			　さあ、行くとしようか。

			　すでに使用人が迎えにきている。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　晩(ばん)餐(さん)会が行われる部屋に来た。

			　さすがは、ファンタジーなシ〇デレラ城に住んでいる王族だ。

			　テーブルすらファンタジー。

			　具体的に言えば、くそ長い。

			　たしかにかっこいいけど、どう見ても不便である。

			　だが我慢してかっこつけるのが王族とか貴族なので、きっとこれが正しいのだろう。

			　

			『まじかよ。なぞ長机は実在したんだ！』

			『これで一人で食うと最高にボッチ感が楽しめるな』

			『ボッチ机と名付けよう』

			『ボッチ机で寂しく食事をとる王様って……』

			　

			　おまえら、やめてやれ。

			　ちなみに、当たり前のように実況をしている。

			　王族との晩餐会イベントなど、放送しない理由がない。

			　案内された席に、ミツハたちが座る。

			「英雄殿、料理でもてなしてくれると聞いている。今から楽しみで仕方ないよ。英雄殿はいったいどんな料理を作るのだろうか？」

			「ええ、あのマーランドを倒した腕の持ち主ですからね。生半可な料理ではないでしょう。未知の味との遭遇は心が躍る」

			　……マーランドさん、「あの」とか付けられるほどの人だったんだ。

			　バルナさんといい、マーランドさんといい、俺と関わった人物は踏み台にされる呪いでもかかっているのだろうか？

			「期待は裏切りませんよ。それだけのものを作りました」

			　パチンっと指を鳴らす。

			　すると使用人たちが料理を運んでくる。

			　まずは前菜だ。

			「これは何かね？」

			「黒い豚肉料理のように見えますね。いい匂いだ」

			　シャルル王子が甘い料理が好きと聞いていた情報は正しかったようだ。

			　香りだけで興味を持ってくれている。

			　豚の角煮は小皿に盛り、たっぷりと白髭ネギをまぶしてある。

			　そして、もう一つ。

			「こちらと一緒にお楽しみください。私の故郷の酒です」

			　とっておきの酒を取り出す。

			　

			　鍋志摩 大吟醸 山田錦 １８００ｍｌ

			　

			　数ある日本酒の中でもとくに俺が気に入っている一本だ。

			　メロンを思わせるような優雅で上品な香り。

			　口当たりはとにかく柔らかい。それでいてしっかりと旨味を残していく。

			　酒としてだけでなく、料理と合わせてもうまい懐の深さも魅力的だ。

			　……値段が高い。その一点を除けば最強の酒だろう。

			「透明な酒というのは珍しいな。それに、なんと香しい」

			「ワインとは違った趣(おもむき)がありますね。料理だけでなく酒にもこだわるとは、気が利くじゃないですか」

			　とりあえず、酒選びは失敗ではないようだ。

			「まずは一口、酒だけを味わってください」

			　俺がそう言うと、王とシャルル王子が鍋志摩を味わった。

			　飲んだあと、息を吐く。

			「なんと、こんな酒は初めてだ」

			「果実のように香しく、旨味は複雑かつしっかりしている……いい酒だ」

			　さすが、鍋志摩。

			　ありとあらゆるコンテストを総なめにした実力は伊達ではない！

			「では、次に豚の角煮を食べてから酒を飲んでください」

			　豚の角煮に口をつける。

			　マユキたちも食べ始めた。

			　圧力鍋で煮込まれた豚の角煮はハシで切れるほど柔らかい。

			　とろとろの脂身とほろほろの肉との一体感。短時間で煮汁が中までしみ込んでいる。旨味を倍加させる料理人の無職の煮汁と最高級黒豚の特性により、豚肉の欠点である獣臭さを一切感じさせない。

			　グリムガルト王とシャルル王子の目が見開かれる。

			　そして、俺の言いつけどおり角煮を飲み込むと、すぐに日本酒を飲む。

			　二人がにっこりと笑った。

			「驚いたぞ。酒を飲むと肉の旨味がよみがえる」

			「それだけじゃない。飲み終わると口の中がすっきりして次が食べたくなる。この酒は魔性の酒だ。料理がひときわ輝く」

			　豚の角煮はうまい。

			　だが、米か酒がないときついのだ。

			　一切れか、二切れで限界がくる。

			　果実酒では相性が悪い。だからこそ米から作った日本酒を用意した。

			　その考えは大成功のようだ。

			　二人とも、豚の角煮も鍋志摩も大変気に入ってくれた。

			「では、前菜と酒を楽しんでください。その間に今日のメインを作りますから」

			「これで前菜というのだから、うれしくなるな！」

			　グリムガルト王がはしゃいだ声をあげる。

			　さて、仕上げといきますか。カセットコンロを使い、温度計でしっかり一六〇℃までラードを熱した。

			　すばやく衣をまとわせて、豚肉を揚げる。

			　最高のラードで最高のパン粉を揚げる、音だけで美味しそうだ。

			　タイマーで神タイミングの揚げ時間をしっかりと守る。

			　ロースカツは必ず一枚ずつ揚げる。

			　大火力を使っているならともかく、カセットコンロなら温度を安定させるために、一枚ずつ揚げるしかない。

			　一度に何枚も放り込むと、油の温度が下がってしまい、完璧に揚げることが難しくなるのだ。

			　よし、揚げ終わった。一口サイズにカットだ。

			　別のカセットコンロに丼用の鍋を用意してある。

			　そこに薄くスライスした玉ねぎと万能調味料である麺つゆ様を入れる。麺つゆ様があれば、たいていなんとかなる。

			　玉ねぎがしんなりし始めるまで待つ。

			　よし、ここでロースカツを乗せて、卵を流し込む。

			　半熟卵にするために気を使う。

			　よし、できた！

			　丼に土鍋で炊いた米を盛って、卵を絡めたロースかつをのせる。

			「カツ丼、いっちょあがり！　これは一人前ずつ作っていくので、まずは陛下から！」

			　そう言いつつ早速、二つ目に取り掛かる。

			　最高のカツ丼を食べてもらうためには、時間がかかるが一人前ずつ作るのは譲れない。

			　すぐに二杯目もできた。

			　カツ丼がグリムガルト王とシャルル王子の前に並べられた。

			「では、悪いが我々は先にいただかせてもらう」

			「そうしてください。時間が経てば経つほど味が落ちますから」

			　二人が頷く。

			　マユキがうらやましそうな目で見つめる。

			　安心しろ、ちゃんとおまえの分も作ってやるから。

			　フォークを器用に使い米と卵が絡んだロースカツが口に運ばれる。さっくりと、音がした。

			　さくさく感を失わないように上半分は濡らさないように苦労して仕上げた甲斐がある。

			　王とシャルル王子は無言になり、その後、一気にカツ丼をかきこみ始めた。

			　すさまじい食いっぷりだ。丼はこうでないと。

			「ぷっは、これはいいな。夢中になって食べてしまった」

			「ああ、初めて食べる味だ。肉と、白い穀物と甘辛い出汁(だし)と卵が一つになって、すさまじい一体感！　この丼は芸術だ！」

			　そう、カツ丼は芸術だ。

			　カツも米も卵も出汁(だし)もうまい。

			　だが、それらが結びつくことですさまじいシナジーが生まれる。

			　誰もが、かきこまずにはいられなくなる魔力がある。

			　シャルル王子が丼を見つめて口を開く。

			「余は豚肉が好きで世界中のありとあらゆる豚肉料理を食べてきたが、こんな料理は初めてだ。こんなにすばらしい豚肉を知らなかったなんて、人生を損していた気分だ。肉質自体がすばらしい。脂身の甘さ、肉のきめ細かさ、肉汁の旨味、すべてがずば抜けている。加えて、その旨味を一切逃がさない調理法がすばらしい！」

			　揚げるという調理工程は、この世界ではあまり一般的ではない。鉄製の調理器具が出回り始めたばかりというのがその原因だろう。

			　カツ丼という料理はそういう意味でも斬新だ。わきを固める調味料も日本独自のもの。麺つゆ様はすごいのだ。

			　結果論だが、異世界人にとってこれほど新しい料理はないだろう。

			「お気に召していただけましたか」

			　グリムガルト王がまず、頷く。

			「酒から始まって、最高の前菜。そしておどろきの主菜。大満足だ」

			　次に、シャルル王子のほうに目を向ける。

			「余も大満足だよ。これほどの料理にケチなど付けられはしない……ただ、残念なのはこれで終わりというところだ。もう少し食べたいよ」

			「それはわしも感じているのう」

			　豚の角煮もカツ丼もボリュームがあるため心配していたが、王も王子もなかなかの胃袋をしている。

			　これなら、もう一つを出してもいいだろう。

			「ならば、〆の料理を作りましょう。腹具合に余裕があるのであれば作ろうと考えていた特製の麺料理があるのです」

			　にやりと笑う。

			　もともと豚の角煮、カツ丼、とんこつラーメンの準備は進めていた。

			　だが、カツ丼ととんこつラーメンはいくらなんでも重過ぎると思ったので、カツ丼で腹がいっぱいならそれで終わりにしようと思っていた。

			「もちろん、いただこう」

			「そうだね。汁物はありがたい」

			　二人とも乗り気だ。

			　早速取り掛かろう。

			　……そう思った矢先、マユキが立ち上がる。顔が険しい。

			「ユウ、その前に大事なことがある！」

			　全員の視線がマユキに集まった。

			　大事なこと？　それはいったいなんだろう。

			　思い浮かばない。

			「まだ、マユキたちのカツ丼を作ってくれてない。豚の角煮だけだと足りない！　すみやかにマユキもカツ丼を要求する！」

			　マユキがそう言った瞬間、くすりと笑いをもらした。

			　俺も笑ってしまう。

			　って、笑っている場合じゃない。これ、やばい奴だ。

			　不敬罪として処分されかねないぞ!?

			「陛下、申し訳ございません」

			　俺は頭を下げる。

			「いや、いい。そこのお嬢さんの言うとおりだ。わしらは豚の角煮をつまみながら、この酒をやっておくから、先にお嬢さんがたに料理を作ってやりなさい」

			　グリムガルト王がいい人で良かった。

			　相手によっては、王の食事を邪魔するとは何事だ!!　とか言い出しかねないからな。

			　マユキをにらむ。なぜかドヤ顔をしていた。

			　……なんかもう、この場で崩れ落ちたくなった。

			　俺はすべてをあきらめ、カツ丼を作り始めた。

		

	
		
			第15話　ヘパイストスの宝珠

			　

			　カツ丼を作り終わったので、いよいよ真打の登場だ。

			　その名もとんこつラーメン。

			　日本が誇るラーメン。そのなかでも、もっともパンチがあるラーメンだ。

			　豚の旨味を極限までぶつける。それだけに特化した料理。

			　洗練さとはほど遠い……だが、とてつもなくうまい。

			　本来、とんこつラーメンを作るなら三日は寝られない。

			　本格的なとんこつラーメンを作るのであれば、最低でも三日三晩煮込み続けないといけないのだ。

			　さすがに、素人の俺には不可能だ。

			　だから、反則技を使う。

			　俺が購入した商品はこれだ。

			　

			　らーめん家二歩 博多らーめん

			　

			　よくある有名店のラーメンを元にしたインスタント麺と見えてしまうだろう。

			　だが、これは違う。

			　何が違うかというと、実際に店で作ったスープを濃縮などせずに、ストレートのまま冷凍して届ける。

			　麺も具も、実際に店で使っているものを真空パックだ。

			　つまるところ、スープも、麺も、具材すらも店で使っているものと同じ。比喩抜きで店の味が楽しめるようになったのだ。

			　冷凍技術の進化で味も劣化しない。

			　すでに、スープは解凍して適温にしたものを魔法瓶にいれていた。

			　この世界の人たちはアツアツの麺料理をすするという文化がない。

			　だから、七〇℃ぐらいの、温(ぬる)めにしていた。

			　そして、カセットコンロでお湯を沸かして麺を茹でる。

			　深皿にスープをそそいでいき、そこに茹でた麺を放り込む。

			　具材もちゃんとセットになっている。ネギとチャーシューとメンマを乗せて、完成だ！

			「これが、今日の〆。とんこつラーメンです。食べてください」

			　お家で食べられる店の味！

			　究極のとんこつラーメンが五分で完成してしまった。

			　なんという技術力。日本の冷凍技術は世界一ぃぃぃぃぃぃ。

			　

			『うおおおおお、うまそう！』

			『この白濁スープ。ごくりっ』

			『ただ、異世界人にとんこつはきつくね？』

			『二歩ならいける！　博多民の俺が保証する』

			『ちょっと、ラーメン食ってくる』

			　

			　とんこつラーメンは飯テロとなり、住民たちを夜の街へと走らせてしまった。

			　グリムガルト王たちの反応を見てみよう。

			「豚の匂いがぷんぷんするのう。臭みがあるが、たまらん魅力を感じる」

			「どろどろで、白濁したスープ。このような料理は初めて見ますね。粗野で野趣。なのに、どうして、こう惹き付けられるのか」

			　よし、ギャンブルに勝った！　かなり危ない橋だったが、この匂いに耐えられるのなら勝ったも同然だ。

			　二人が、とんこつラーメンに手を付ける。

			　ハシの文化がないので、フォークで巻き付けていて少しおかしくなる。

			　そして、ついに口に含んだ。

			「おおう、なんと荒々しい！」

			「だけど、こいつはうまいですよ！」

			　とんこつラーメンファンがまた二人増えた。

			　とんこつラーメンはただ、ひたすら旨味を抽出し尽くし味わう。それだけに特化した料理だ。豚のいいところも悪いところも全部、スープの中にぶち込む。

			　それゆえに、豚特有のにおいのきつさがもろに出るという欠点がある。

			　だが、今回選んだ【らーめん家二歩 博多らーめん】は違う。

			　元フレンチシェフが作った博多豚骨ラーメンだ。

			　血合いを徹底的に取り除き、フレンチのブイヨンベースのようにゆっくりと煮込み、秘伝のハーブブーケを使い臭みは消しつつも、しっかりと豚骨の旨味を引き出したスープは、驚くほどにマイルド。

			　とんこつの破壊力をしっかりと引き出しつつも、とんこつが苦手な人もこのとんこつならと口にする。

			　麺もすごい。デュラムセモリナ粉を使っており、独自のコシとノド越しが楽しめる。フレンチのシェフお手製の自家製麺。

			　フレンチの技法を活かした、異色のラーメンでありながら、王道でもある。

			　博多を代表するラーメンの一つ！

			　それが、今ここに！

			「カツ丼も感動したが、これもいい。豚の旨味がすべてスープに詰まっている。スープを飲み干してしまったよ」

			「脳(のう)髄(ずい)がゆさぶられる。なんという破壊力だ。こんなものを知ってしまったら、もう普通のスープでは満足できないよ」

			　カツ丼を食べたあとだというのに、スープまで完食した。

			　気に入ってもらえて何よりだ。

			　マユキたちも、すごい勢いで麺を啜(すす)っている。

			　王とは違いちゃんとハシを使えるし、啜れるのは俺の教育のたまものだろう。

			「今日の料理はこれでしまいです」

			「うむ、大満足だ。まだ食べたい気もするが胃が限界だ」

			「余もだね。……英雄殿、今日はありがとう。楽しい食事だった」

			　こうして、食事は無事終了。試練もクリアだ。

			　そのまま、食後の歓談に入る。

			　うまい飯の後だということもあり、会話が弾んだ。

			　会話の切れ目で、グリムガルト王がごほんっと咳払いをする。

			「ユウ殿。無事試練を果たした証にこれを。我が国の最強の騎士に与えられる首飾り……ヘパイストスの宝珠だ」

			　グリムガルト王が懐から取り出したのは、炎色の宝石が付いた首飾りだった。

			　魔力を感じる。

			　美しいだけじゃない。確かな力が宿っている。

			「……受け取る際の作法などはありますか？　何分、こういうことは初めてなのでわからなくて」

			　最強の騎士の称号だ。

			　特別な作法があっても不思議ではない。

			「ははは、そんなものは存在せぬ。ほれ、こちらに来て頭を下げよ。首にかけてやろう」

			　お言葉に甘えて、王のもとへ近づく。

			　そして頭を下げると、首飾りがかけられる。

			「その首飾りに相応しい行動を心掛けるのだぞ」

			　脳裏によみがえってくる、過去の激戦たち。

			　火炎瓶をぶん投げたり、釘打機を乱射したり、催涙弾や、音響兵器。

			　……大事なのは心だな。うん、騎士道は剣を振るうことじゃなくて生き様だ！

			「ありがとうございます。騎士の誇りを胸に精進していきます」

			　冷たい視線を感じる。

			　マユキたちが、おまえが言うなという顔で見ているのはきっと被害妄想だろう。

			「陛下、ご教授願いたいことがございます。このヘパイストスの宝珠の力を引き出す方法を知りたいのです」

			　なんかすごい力を感じるけど、使い方がわからない。

			　わからなければ、ちゃんと聞く。これが正しい社会人というものだ。

			「このヘパイストスの宝珠はのう。鎧(よろい)に命を吹き込む。ヘパイストスの宝珠を身に着け、鎧(よろい)を着込んだ騎士は、まるで風のように動く。ユウ殿は軽装だがこれを機に、鎧(よろい)を手に入れるのもいいかもしれぬ」

			　へえ、便利そうだ。

			　鎧(よろい)って重くて、非力な俺は避けてきたけど、鎧(よろい)のほうが命を宿して勝手に動いてくれるなら気にならないしな。

			　それにいろいろと夢がありそうだ。

			　さっそくあとで、検証してみよう。

			「ただ、歴史上でもヘパイストスの宝珠を使いこなせたものは一握りだ。ユウ殿が力を引き出せなかった場合は返してもらおう。ある意味、それが真の試練だ」

			「承知しました」

			　それからは雑談で盛り上がった。

			　王様ということで、かなり警戒していたけど、実際に話してみるととてもいい人だ。

			　思い込みは良くないな。

			　王の計らいで、一泊していいことになった。謁見だけでなくお泊りなんてさらに人に自慢できるだろう。

			　俺たちは上機嫌のまま、王と別れて客間に案内された。

		

	
		
			第16話　男のロマンを叶えるために

			　

			　王城のサービスはすごかった、とにかくすごかった。

			　何をするにもメイドが張り付くのだ。気遣いが細か過ぎる。あの、メイドさん。着替えぐらいひとりでできますから！

			　逆に疲れることもあるが、たまに経験する分には問題なかった。

			　そうした王侯貴族気分をたっぷり味わってから、翌日、巨大な庭園に案内してもらった。

			　さっそく、ヘパイストスの宝珠を使わせてもらうのだ。

			　鎧(よろい)は好きなものを使っていいし、気に入ったら持っていってもいいとのことなので、容赦なく一番すごそうなのをミツハに選んでもらった。

			「これなんかがいいわね。ミスリル合金製、おそらくドワーフの作品よ。この優雅な丸みは人には出せないわ。丈夫で硬く、分厚さの割には軽い。この丸みのおかげで刃を滑らせてくれるすばらしい逸品よ」

			　よくわからないがとにかくすごいのだろう。

			　ミツハから鎧(よろい)を受け取る。

			　重っ、高レベルで無駄にステータスが高い俺でもしんどいぞ。たぶん、一〇〇キロぐらいあるんじゃないか？

			　この時点で普通に装備するのはあきらめるレベルだが、今回はグリムガルトの至宝、ヘパイストスの宝珠がある。こいつがあれば、この重い鎧(よろい)だって自由自在だ。

			「ミツハ、これはどうやって着るんだ？」

			　全身鎧って意外に複雑なんだね。

			　どう着ていいかわからないや。

			「今回は私が着付けてあげるわ。できるだけ覚えてね」

			「すまない」

			　ミツハに迷惑をかけながら、なんとか鎧(よろい)を着込んでいく。

			　一発で覚えられる気がしない。

			　脱げる自信すらない。

			「エフィル、そんなにじっと見てどうしたんだ」

			「構造のお勉強です。じっくり見せてもらったので、だいたいわかりました。次からは私も着付けをやってあげられます」

			　さすがは、ポンコツだが錬金術士。

			　一度見ただけで覚えるなんてさすがだ。今度ゆっくりと教えてもらおう。

			　ちなみに、ヘパイストスの宝珠について、グリムガルト王からすでに使い方は教わっている。

			　鎧(よろい)を着こんでから、ある言葉を告げればいいだけ。

			「【開錠(アンテ)】」

			　首飾りから、紅い光が漏れる。

			　鎧(よろい)に紅い紋章が刻まれた。鎧(よろい)に命が与えられたことを、直感的に理解する。

			　よし、起動した。

			　歴史上でも数人しか使えなかったヘパイストスの宝珠を使いこなすとは、さすがは真の英雄だけはある……まあ、ぶっちゃけ【鑑定】で詳細を確認して、その理由はわかっているんだけどね。

			「マユキ、実況を頼む」

			「ん。ばっちこーい」

			　鎧(よろい)の動きをしっかりと実況したいので、いつものようにヘッドセットにカメラを取り付けるわけにもいかない。

			　ふふふ、異世界風の全身鎧で華麗に動き回る俺を見れば、あのくされ住民たちも俺のことを見直すだろう。

			　さあ、行くぞ。

			　このヘパイストスの宝珠はすっごい、くそ重い全身鎧が羽のように軽く感じられる！　こいつは快適だ！

			「うおおおお、予想以上だ！」

			　鎧(よろい)の重さがなくなるなんてものじゃない。

			　鎧(よろい)が動きをアシストしてくれている。

			　言うならば、強化服(パワードスーツ)を着ているようなものだ。

			　異世界の武器は、ろくなものがなかったので初めてのチート武器に興奮を隠せない。国宝は伊達じゃない！

			　イヤホンから、音声読み上げソフトによって読み上げられた住民たちのコメントが聞こえてくる。

			　

			『これなんて、プラフ〇キー粒子』

			『ガ○ダム、動かせるんじゃね？　ガ〇ダム』

			『>>1鎧(よろい)なんて着ている場合じゃない！』

			『Ａｍｏｚｏｎチートでもっといいものを買うんだ』

			　

			　確かに！

			　着こんだものに命を与えるなら、ガ〇ダムでも動かせるかもしれない。

			　ただ、俺が着こめるサイズのガンダムなんてさすがにＡｍｏｚｏｎでも売っていないのが問題だ。

			「鎧(よろい)以外のものを着て動かすっていうのはありだな！　いい案を思いついたら教えてくれ！　車とかバイクはなしだ、人型じゃないとダメだって陛下が言っていたからな」

			　俺がそう言うと、コメントに次々と意見が書き込まれる。

			　とはいえ、なかなか名案がない。

			　Ａｍｏｚｏｎで買えて、俺が着れる、あるいは乗りこめる人型のものなんて都合のいいものは、そうそうないのだ。

			　鎧(よろい)を着たまま、宙返り。

			　垂直跳びで五メートル。

			　意見を募集しながら、ひたすらヘパイストスの宝珠の性能を楽しんだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はぁ、はぁ、疲れた」

			「ユウ、調子に乗り過ぎよ」

			「でも、かっこよかったです！」

			　あまりにも楽しかったので、ついついはしゃぎ過ぎた。

			　すでに異世界放送は終えている。

			　住民たちは、ひたすら俺に何を着せるかを考えているようだ。

			「なあ、エフィル。ガン〇ムを作れるか？」

			　最近、活躍中の錬金術士に期待を込めて問いかける。

			　本物のガンダムはできなくても、外側だけ、あるいは見た目ならできるといいな……。そうすれば、俺がガンダ〇だ！　ができる。

			「ガ〇ダムってなんですか？」

			　ですよねー。

			　異世界のエルフが知っていたらびっくりだ。

			「全長二十メートルぐらいの巨大な鎧(よろい)でな、着るっていうより車みたいに、座席が鎧(よろい)の中にあって、操縦して動かすんだ」

			「無理に決まっています。そのサイズでまともに動かせるはずがないですよ。動力だって機構だって、無理があります」

			「やっぱりそうか」

			　いきなり、全長二十メートルは無理があったか。

			　もっと、小型の物からスタートだな。

			　ナイト〇アフレームや、エステ〇リス、あるいはアーマー〇トルーパーあたりの、三、四メートルあたりから、始めよう。

			　そろそろスレやコメントにいい案が出ていてもおかしくない。

			　スマホでスレを見てみると、タナカスがいいんじゃないか？　とあった。

			「タナカスがあったか！」

			「ユウ、いきなり大声をあげないで。びっくりする」

			　これが落ち着いていられるか。

			　巨大ロボットに乗れるチャンスだぞ。

			　というか、タナカスはＡｍｏｚｏｎに出品されているのか？

			「あった！」

			　

			　タナカス スターターキット（水路橋重工）

			　

			　嘘だろ。まじでタナカスがＡｍｏｚｏｎで売ってる!?

			　タナカス、それは制作チーム『水路橋重工』が二年半の期間を費やして作り上げた巨大ロボットだ。

			　そう、ガチで実在する人型ロボット。

			　全高四メートル、重量四トン、油圧駆動の関節が約三〇ヶ所、人が搭乗可能、自走可能で物も掴める。

			　ただ、どうしても歩行までは難しかったようで足は四脚のタイヤ。

			　だが、立派な人型であることは間違いない。おそらく、これだけ人に近ければヘパイストスの宝珠で強化できるはずだ。

			　ヘパイストスの宝珠で強化されたタナカスは、人型ロボットとして、すさまじい動きを見せてくれるだろう。

			「ごくりっ」

			　タナカスは男の夢だ。

			　俺もワン○ーフェスティバル２０１２でその雄姿を実際に見た。

			　人が乗り込み動く人型ロボットには感動した。

			　このヘパイストスの宝珠があれば、あの感動を再現。いや超えられる。

			　よし、買おう。

			　物がモノだけに高額だが、海外での大ブレイクによって広告収入は跳ね上がっている。

			　三〇〇万程度なら余裕で……。

			「買えるか!?」

			　タナカスの値段を見て、叫んでしまう。

			　耳がいいマユキが嫌そうな顔をしてキツネ耳を押さえて俺を見ている。

			　タナカスのお値段は、まさかの一億二千万円。

			　こんなもの、買えるわけがない。

			　タナカスの夢が一瞬で途切れる。

			　一応、意見をくれたお礼をスレに書いておこう。

			　えっと。

			　

			『タナカス、超ほしいけど。一億二千万円とか無理ゲー過ぎてワロタ』

			　

			　すると、住民たちが次々に返事をしてくる。

			　

			『甲斐性なし』

			『一億二千万円も払えない男の人って』

			『えっ、>>1の年収低過ぎ』

			『異世界で巨大ロボットが動くところを見たかったです』

			　

			　……住民たちも期待していたようだ。

			　俺だって、異世界で巨大ロボットが動くところが見たい。

			　そんなときだった、一つの気になる書き込みがあった。

			　

			413：水路橋重工　田中光四郎

			初めまして、ユウ様

			私は水路橋重工　田中光四郎と申します。

			　

			いつも、動画を楽しませていただいております。

			タナカスに興味をもっていただけたようですが、展示用に使っていたものが一機ございます。老朽化を考慮し、廃棄予定の旧型機ですが、この機体であればユウ様が購入可能な金額でマーケットプレイスに出展させていただきます

			詳細については、メールアドレスを記しておきますので、ご連絡ください

			　

			　

			「まじ、かよ」

			　偽物の可能性がある。

			　だが、旧型機とはいえあのタナカスが格安で手に入る可能性があるだと？

			　震える手で、メーラーを起動しスレに書かれていたメールアドレスを開き、検討させてもらうと返事をする。

			　すると、すぐに返事が来た。

			　内容を確認する。

			　なんでも、ヘパイストスの宝珠を使い限界以上に性能を引き出されたタナカスが、異世界で魔物と戦うところを実況することが条件で、そうすれば、ただ同然で引き渡してくれるらしい。

			　向こうの目的は宣伝だ。

			　たしかに、異世界で魔物と戦う人型ロボットは最高の宣伝になるだろう。

			　ましてや、海外で大ブレイクしている俺の実況動画だ。

			　それを、処分予定の旧型機を渡すだけで実現できる。

			　水路橋重工にとっても、損がない取引。

			　返事のメールを書く。もちろん、提案を受け入れる。

			　おっ、さっそく返事が返ってきた。

			　俺がＡｍｏｚｏｎでしか商品を買えないことを気遣ってくれている。

			　安く出品して他の客に横取りされないように、メールを送付してから、動画で約束の言葉を言えば、即座に値下げ設定をするとのことだ。

			　これは、メールのやり取りをやっているのが俺でないことも考慮してのことだろう。

			　さすがは、歴戦の社会人。用心深い。

			　はやく、タナカスを手に入れたい。そのためにはタナカスが現れる舞台を整えないと。

			「ユウ、悪い顔をしている」

			「悪い顔じゃない。……こう、武者震い？　戦いをまえに興奮するみたいな。言うならば英雄顔だ」

			「気持ち悪い」

			　上機嫌なおかげでマユキの毒舌もまったく気にならない。

			　むしろ心地よい。

			　足音が聞こえて、そちらを見る。

			　すると、グリムガルト王が庭園にやってきた。護衛の騎士たちと大臣二人を引き連れている。

			「ユウ殿、さっそくヘパイストスの宝珠を使いこなしていると聞いたぞ。さすがは真の騎士だ。我が国の歴史の中でも、ヘパイストスの宝珠を使いこなせるほどの騎士は数人しかおらんというのに」

			「陛下から授かった、このヘパイストスの宝珠は私を選んでくれたようです」

			　言えない。実は、俺の【鑑定】で見た結果、ただのレベル制限がキツイだけで高レベルなら誰でも使いこなせるなんて。

			　アルトバレットさんとその部下たち、イナゴさん、ありがとう。

			　君たちが立派な養分になってくれたおかげで超高レベルになれたよ。

			「私の様子を見に来てくださったのですか？」

			「それもある。だが、本題は別だ。英雄殿が提供してくれた資料をさっそく調べているのだが……確かに重税が民に課せられている。英雄殿が調べてくれた以上に。巧妙に隠されていて気付かなかった。感謝している。かなり、高位のものが関わっているようだ」

			　グリムガルト王が有能過ぎる。仕事早過ぎだ。

			「なるほど、はやく解決したいものですね」

			「うむ、膿(うみ)は徹底的に取り除かんとな」

			　この様子なら丸投げして大丈夫だろう。

			　そろそろ俺たちはお暇させてもらって、いい加減、東の街に行きたい。

			　もう、どれだけ回り道しているか、わからなくなってきた。

			　マユキがやってくる。

			　そして、王の周辺……具体的には大臣をじーっと見ながら、ぐるぐるとその周囲を歩き回り鼻をくんくんとさせる。

			「ねえ、ユウ。実はずっと気になってたことがある」

			「あまり、陛下に失礼なことは言うなよ」

			「陛下にじゃないから大丈夫……えっと、なんで魔族が人間の国で大臣なんかやってるの？」

			　場が凍り付く。

			　俺も、グリムガルト王も、ミツハも、エフィルも、騎士たちも、大臣もみんな硬直する。

			　なんとか、俺は一足先に調子を取り戻す。

			「えっと、どういうことだ？」

			「だから、こいつは魔族。人間に化けてる。魔族のくせに大臣やってるなんて変」

			　マユキは二人いる大臣のうちの一人を指さして、たんたんと告げた。

		

	
		
			第17話　すべてをぶち壊す駄ギツネ

			　

			　ファンタジーにおいて、大臣を見れば魔族に操られているか手を組んでいるか、化けているかを疑えという格言がある。

			　それぐらいに、大臣というのは魔族に狙われやすい。

			　王ほど警護されているわけではないし、されとて権力は王に匹敵する。

			　ＴＨＥ狙われやすいポジション、ナンバー１。それが大臣。

			　付け込みやすい野心を持っているのも魅力的だ。

			　それはわかるし、スレ民たちも大臣を真っ先に疑ったし、俺も疑っていた。

			　だけど、それでも順序というものがあるだろう。

			　マユキに疑われた大臣が冷汗を流す。

			「えっと、お嬢ちゃん、いたずらはダメだよ。私が、魔族なんて、そんなことがあるわけがない」

			「そうだ。メリルは何十年も、わしに仕えてくれている重臣だ。魔族だなんてありえん」

			　グリムガルト王も、彼をかばっている。

			　十年以上働いているのなら、魔族が紛れ込んだという線は考えにくい。

			「そうは言っても、魔族は魔族」

			「いったい、何を根拠に、お嬢ちゃんはそんなことを言うんだい？」

			「マユキなら魔族かどうかは見ればわかる。マユキは女神の眷(けん)属(ぞく)。このキツネ耳、もふもふ尻尾(しつぽ)が何よりの証拠！」

			　マユキはキツネ耳をぴくぴくとさせ、今度はおしりをむけて、もふもふの尻尾(しつぽ)をぶんぶんと振る。

			　そしてどや顔。

		

	
		
			[image: p_251.jpg]
		

	
		
			　まるで、水戸〇門が印籠を見せつけるような様子だ。

			　……キツネ耳ともふもふ尻尾(しつぽ)が女神の眷(けん)属(ぞく)の証明とか、初めて聞いたのだが。

			「その、高貴な耳。慈愛に溢れた尻尾(しつぽ)、あなたはまさしく女神様の眷(けん)属(ぞく)」

			「うそだろ!?」

			　思わずグリムガルト王に突っ込んでしまった。

			　それでいいのか異世界!!

			　マユキは薄い胸を張っているが、適当過ぎるだろう。

			　大臣が一歩、二歩と後退する。

			「ふふふ、ばれてしまってはしょうがない。女神の眷(けん)属(ぞく)とは誤算だった……あと少しで、この国を絶望のどん底に叩き落とせたものの……二十年かかった。一兵卒から地道に戦果を重ね、徐々に出世し、貴族の養子となったのちに、養父を殺して爵位を得て、さらに地道な努力で今の地位を手に入れ、大臣になってからも、派手さはないが堅実な努力を続け、ようやく陛下の信頼を得て、これからというところだったのに」

			「おまえ、地道にがんばり過ぎだろ!!」

			　いったい、どれだけがんばってたの!?

			　魔族ならもっと卑怯な手を使えよ！　あるだろ、洗脳とか、人質とか、魂の取引とか！

			　それだけやった割りに、領主を使って重税を取り立てさせて治安悪化とか、バカだろこいつ。

			「……だが、ばれてしまってはしょうがない。我の長年の計略がこのような形で見破られてしまうとは。正直、泣きそうだ」

			「同情するよ！」

			　そう、大臣の陰には魔族の影があり！

			　とは言っても、もっと段階を踏んで正体を見破るものだ。

			　証拠を集めて推理をしたり、何度も陰謀を防ぎ、ようやく直接対決に持ち込んだり、あるいは伝説級のアイテムで正体を見破るとか！

			　女神の眷(けん)属(ぞく)だからわかるとか、いくらなんでもアレ過ぎるだろう。

			「ユウ、正体は見破った。マユキの仕事はここまで。あとは任せた」

			「なに、やりとげた顔してるんだ!!　おまえは、ふつうにわかっちゃっただけだろ」

			　このチート狐は。

			　ただ、展開はギャグだが状況は洒落(しやれ)になっていない。

			　地道な努力で、国を内側から少しずつむしばもうとした魔族が正体を見破られて自暴自棄になっている。

			　ここからの展開なんて一つしかない。

			「こうなれば、皆殺しだ！　王を失い、英雄を失ったグリムガルト王国は大混乱に陥るだろう！　我の真の姿を見るがいい！」

			　大臣の体が黒い光に包まれる。

			　圧倒的な魔力の高まり。

			　鳥肌が立つ。

			　黒い光が止むと、そこにはソレがいた。

			　山羊の頭に人の上半身、そして馬の下半身。でかい。全長は四メートルを超えている。その威容を見上げる。

			　悪魔。その単語が脳裏によぎる。

			　悪魔は、手から怪しげな黒い煙を出すと、その煙が禍(まが)々(まが)しい巨大な諸刃の斧になる。あれ、俺よりもずっとでかいんだけど。

			「さあ、行くぞ。英雄、そして忌まわしい女神の眷(けん)属(ぞく)よ！」

			　二十年かけた計画を台無しにされた魔族が猛っていらっしゃる。

			　そうして、わけがわからないまま魔族との戦いに突入してしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　最近変な癖がついた。

			　とりあえず、やばくなったら異世界実況を開始する。

			　流れるような動作でカメラをオン、動画をネット配信スタート。

			「ありのまま今起こったことを言うぜ、庭園で休憩していたらグリムガルト王が談笑しに来た。その際、お供の大臣を見たマユキが、女神の眷(けん)属(ぞく)の力で正体を見破り、なんで魔族がここにいるの？　と聞いたところ、魔族は二十年かけて地道に大臣にまで出世し、国を内側からむしばんで治安を悪化させ、国中を絶望に包むという計画を自白し、正体をばらされた腹いせに襲ってきたぜ！」

			　ああ、やばい息切れしそう。

			　動画開始十秒で、今までのあらすじを説明した。

			　住民たちは、今の俺のセリフをちゃんと字幕にして張り付け、遅れてきた住民に説明をする。

			　その気配り、もっと他に使えよ……。

			　そして、俺はメーラーを開く。きっと、あれが必要となる。

			　田中さん、どうかすぐに動いてくれ。

			　祈りながら、メールを送信。

			　それから……。ミツハとエフィルに目線を送る。二人とも俺の意図を察して走り出した。

			「何をよそ見している、英雄！」

			「見える！」

			　ステータスが高くなったおかげで、動体視力も強化されている。

			　魔族の振り下ろす斧がスローモーションに感じる。

			　華麗にバックステップ。

			　地面に斧がぶち当たる。

			　大地が割れた、なんて威力だ。

			　だが、おかげで武器が手に入った。それは、石だ。今の一撃で砕けた石が散らばる。

			　俺の職業、遊び人の数少ない利点。それはありとあらゆるものを適性装備にしてしまうこと。

			　そう、石ですら俺にとっては適性装備！

			「くらえ、【剣戟崩壊】」

			　ミツハにコピーさせてもらったスキルを使う。

			　一撃で武器を崩壊させてしまう代わりに圧倒的な攻撃力を得る【剣戟崩壊】。

			　石なんて、使い捨てにしてもまったく懐が痛まない。

			　時速二百キロを超える超高速ストレートが魔族の腹にぶち当たり、爆発した。異世界のダル〇ッシュとは俺のことよ！

			　あたりが煙に包まれる。

			　一撃で終わらせてなるものか。

			　武器はいくらでも転がっている！

			「くらえ、【剣戟崩壊】！　【剣戟崩壊】！　【剣戟崩壊】！　【剣戟崩壊】！」

			　俺が女神によって選ばれ、異世界に来た最大の理由。無限の魔力だよりの連続スキル行使。

			【剣戟崩壊】は魔力消費が非常に激しいが、無限の魔力を持つ俺からすれば何の問題もない！

			　初めて、無限の魔力が役に立った気がする。

			　爆音の連続。

			　煙が非常に濃くなる。

			　気分はベ〇ータだ。あいつって、いつも連続エネルギー弾を撃っている気がする。

			「やったか!?」

			　とりあえず、様式美なセリフを言う。

			　

			『そのセリフは……』

			『やってないんだよな』

			『というか、煙に連続エネルギー弾でやったかとか、>>1わかっててやってるだろ』

			『あなたの後ろにカ〇ロットはいないんですよ！』

			　

			　煙が晴れる。

			　多少ダメージを負っているものの、魔族はまだまだ元気そうだ。

			「英雄の力とは、この程度か。我を失望させるな」

			　ですよねー。

			　ぶっちゃけ、遊び人って基本の攻撃力が低過ぎるからな。

			　超高レベルでようやく普通の職業の中の上ぐらい。

			　石の攻撃補正もたかが知れている。

			　……だが、かなり強い魔物でも一撃で殺せる攻撃ではあった。この魔族は強い。ちょっと冷や汗が出てきた。

			　落ち着け、やるべきことをやるんだ。あえて、ニヒルに笑ってみせる。

			「まさか、この程度なわけがないだろ？　今のは挨拶代わりだ。名乗れよ魔族。戦場の礼儀も知らないのか？」

			　魔族がふっと笑う。おっ、乗ってきた。

			　なんか、こいつ空気に酔ってるな。

			　ちなみに俺のセリフはただの時間稼ぎ。

			　さきほど、ミツハとエフィルに目線を送ったのには意味がある。

			　王を離脱させ、さらに預けていた二人の武器を取り戻してもらうためだ。

			　今の状況は最悪に近い。

			　武器がないのだ。

			　王城に武器を携帯したまま入ることは許されない。入城するときに、軒並み武器を取り上げられている。

			　この世界では、適性装備を装備しないとレベルの恩恵を受けられない。

			　その辺の石ですら武器にできる俺はともかく、武器を持っていないミツハやエフィルはただの置物。

			　エフィルは城の装備を拾えばいいが、ミツハの場合、呪いで普通の剣は折れてしまう。ミリタリーマチェットが必要だ。

			　だからこそ、俺がこうして時間を稼いでいる間に武器を確保してもらう。

			　俺だって、石じゃなくてちゃんとした武器が欲しい。

			　あるいは、田中さんと連絡がつけば、新兵器が手に入るのに……スマホをちらちらとチェックする。

			「さすがは気高き英雄よ。マナーを弁(わきま)えておる。いいだろう。戦場の礼儀とやらに従ってやろう。我の名は……メリーハルト。絶望を喰らう黙示録の獣よ」

			　メリーハルト。

			　長いからメリーさんと呼ぼう。メリーさんのくせに山羊とかやばい。その名前なら素直に羊の格好してろよ。

			　まだ、田中さんからメールがこない。

			　こうなったら、タナカス以外の方法で倒すしかない。

			　……騒ぎを聞きつけて、城の騎士たちは集まってくるだろうが、メリーさんは強い。普通の騎士なら相手にもならないだろう。

			「メリーハルト。俺の名はユウだ。……戦いの前に我が部族に伝わる祈りを捧げていいか」

			「かまわぬ、それぐらいは待ってやろう」

			　おおう、紳士だ。

			　お言葉に甘えて、さらなる時間稼ぎをさせてもらおう。

			　スマホを取り出す。

			　冷静に考えれば、別にミツハが武器をとってくるのを待つまでもない。

			　買えばいいのだ。

			　ミリタリーマチェットはっと……在庫切れ。なんでだよ!?

			　その答えは思ったよりもはやく来た。

			　

			『ミツハたんと結ばれた>>1なんて死ねばいい』

			『買占め不可避』

			『抜け駆けは許さぬ』

			『ひゃっはー、ついでに釘打機も買い占めたぜ！』

			『ハーレム野郎は死ね』

			　

			　まさかの住民たちの妨害!?

			　おまえら、心が狭過ぎるだろう!!

			「終わったか」

			「あっ、あと、少し！」

			　ミツハとエフィルが王を安全な場所に退避させたあと、装備を持って戻って来てくれるはず。

			　それまで、話術だけで……。

			「もう、待てぬ。死ね！」

			「メリーさん、意外に気が短い!?」

			　全力で逃走。

			　いやだって、こっちの攻撃効かないし、どう見てもあんな斧くらったら終わりだ。

			　逃げるしかない。

			　だけど、はえええええええええ。

			　遊び人の数少ない長所。すぐれた素早さで走っているのに引き離せない。馬の下半身は伊達ではないようだ。

			　うっ、肩に重みが……。

			「マユキ、できれば自分で走ってくれないか」

			「無理、マユキの脚だと追いつかれる。マユキのためにがんばって」

			　肩の重みの正体は、子ギツネ形態のマユキだ。少女形態ではない分かなり楽だが、重いことには変わりないし、子ギツネ姿はプリティなので、投げることもできない。

			　くそっ、楽しやがって。

			「ふははははは、憎い女神の眷(けん)属(ぞく)ごと斬れるとは、都合がいい。死ねえええええ」

			　うわっ、マユキのせいでメリーさんのテンションがさらにあがった。

			　にしても、広い庭だな。

			　俺とメリーさんが追いかけっこする余裕がある。

			　ようやく騎士たちも戦いの準備ができたようだ。高台から次々に矢が射られる。

			　だが、メリーさんは躱(かわ)しすらしない。

			　投石とはいえ、俺の【剣劇崩壊】ですら無傷の防御力。

			　一般兵の弓など効かないだろう。くそ、役立たずどもめ。むしろ流れ矢がすっごい怖いんですけど！

			　次は騎士だ。

			　俺の目の前で、騎士たちが陣形を組んでいる。

			　これは期待できるか？

			　俺は、陣形の上をハードル走のように華麗に飛び越える。

			　盾と剣で武装した騎士たちのところにメリーさんが突っ込んだ。騎士たちはしっかりと、盾をかまえて剣を前方に向けて、大地を踏みしめている。ははは、馬鹿な奴め、串刺しにされるといい。

			　だが、そんな甘い考えは一瞬で否定される。

			　……まるで、トラックに衝突されたかのように騎士たちが吹き飛ばされる。当然のようにメリーさんは無傷で、数秒の停滞すらなく、俺とマユキを追ってくる。

			「騎士、使えねええええええ」

			「足止めにもならない」

			　こんなのが王城を守る騎士とか……人材不足過ぎる。

			　てか、メリーさん。なんで、これだけ強いのに地道に内側から崩壊とか言ってるんだよ！

			　いつでも、皆殺しにできたじゃん！　メリーさんが本気になればこんな城、一晩で落とせたよ。

			　

			『えっ、異世界の騎士弱過ぎ』

			『逆に考えるんだ。メリーさんが強いんだ』

			『だって、メリーさんだぞ？』

			『とりあえず、手紙を出せば？　食っている間、時間稼げるんじゃね？』

			『『『それだ！』』』

			　

			　それだ！　じゃねえよ！　おまえら、人の気も知らずに。

			　あっ、だめだ。息切れしてきた。

			　もう、限界。

			　俺は無様に足をもつれさせて転ぶ。目の前でストンっとマユキが華麗に着地した。

			「もう逃げられんぞ。英雄というのも案外つまらないものだな」

			　ああっ、くそ。

			　ここで終わりなのか？

			　こんなことなら、せめて童貞を捨てておくべきだった。

			　エフィル、ミツハ……すまん、俺は先に逝く。

			「死ねえええええ、英雄」

			　斧が振り下ろされる。

			　足は動かない。息は乱れたまま。心臓が痛くてたまらない。

			　だけど、あきらめてたまるか。

			　生き延びるんだ。生き延びればまたミツハとエフィルに合える。

			　そしてこれからは、……もっと素直に生きるんだ。

			　俺は斧をにらみつける。最後の一瞬まで頭を回せ。まだ、手はあるはずだ。

			　両手をクロスして少しでも防御をする。

			　あれ、おかしい。斧の勢いが目に見えて遅くなる。よく見ると風が渦巻いていた。

			　そして、速度が落ちた斧は……。

			「間に合ったわね」

			　一人の少女に受け止められ、そのままはじき返された。四メートルを超える悪魔と細身の少女、とてつもない体格差でそんなことが可能な人物は一人しか知らない。

			「ミツハ！」

			　剣聖ミツハだ。斧をはじき返した彼女は、そのままメリーさんと打ち合いを始める。

			　エフィルもいる。斧を遅らせた、さっきの風は彼女の魔術によるものだ。

			「ユウ様、受け取ってください」

			　俺の武装がとどけられる。

			　よし、これで俺の本領が発揮できる。

			　武器さえあれば、こちらのものよ。

			「ミツハ！　距離をとれ」

			「わかったわ！」

			　ミツハが思い切りぶちかましをする。体格差が大き過ぎるので、とんでもなくシュールな光景だ。

			　メリーさんがたたらを踏んで下がった。

			　ミツハとの距離ができた。これで、使える！

			「くらえ！」

			　火炎瓶に火をつけて投げる。

			　メリーさんは斧で打ち払うが、割れた中身が炎に引火、そのまま大爆発。メリーさんが炎に包まれる。

			　そして、追撃だ。釘打機(ネイルガン)のトリガーを引く。

			　一分間に百発ものペースで、釘が高速で打ち出される。そのすべてが【剣戟崩壊】。釘が着弾と同時にはじけ飛ぶ。

			　爆発音が何重にも重なる。石とは比較にならない威力にメリーさんの肉が抉(えぐ)れていった。

			　すべての釘を打ちきり、釘打機が沈黙。

			　ボロボロのメリーさんが、放心状態で立ち尽くす、そこにミツハが肉薄し、高く跳んで袈裟切りにした。

			　メリーさんが叫び声をあげる。いや、違う。咆(ほう)哮(こう)だ。

			　俺もミツハも、体が硬直する。そういう技なのだろう。くそっ、追撃ができない。

			　メリーさんの肉がうごめき、膨らみ再生していく。

			　あれだけの攻撃を喰らって、まだ動けるのか!?

			「許さん、許さんぞぉぉぉぉぉぉぉぉ。我の真の力を見せてやる。ぬおおおおおおおおおおお、【邪神変生】！」

			　メリーさんの体毛が伸びる。

			　黒い剛毛だ。

			　それがメリーさんを被い尽くし、メタリックに変色していく。

			　

			『メリーさん、まさかの第二形態』

			『間抜けっぽく見えたくせにラスボスっぽい能力をお持ちで』

			『>>1、おまえどうするんだよ』

			　

			　どうしよっか。

			　第一形態ですら、殺しきれなかった。どこからどう見ても防御力が上がっている第二形態とか倒せる気がしない。

			　火炎瓶と釘打ち機以上の火力なんてないんだよな。

			　引き攣(つ)った笑みを浮かべていると、メールの着信音が鳴った。

			　差出人は田中さん……いいタイミングだ。

			「ミツハ、エフィル、時間稼ぎを頼む。大技を使う！」

			　二人は頷いて、メリーさん（第二形態）と向き合う。

			　さあ、今こそ切り札を使うときだ。

		

	
		
			第18話　人によって生み出された人のための機械神

			　

			　ミツハがメリーさんに突貫していく。

			　そして、エフィルが風の魔術の詠唱を始めた。ミツハのサポートをしようとしている。

			　そして、俺はと言えばスマホでメールを打っていた。

			　

			『女に戦わせて、自分はスマホ弄(いじ)ってるとか』

			『ドン引きですわ』

			『>>1は死んだほうがいい』

			『なんで、エフィルちゃんとミツハたんはこんなクズを……』

			　

			　俺は俺で必死に戦っているんだよ！

			　そう、かなり状況は悪い。

			　メリーさん（第二形態）になったせいで、防御力がかなり上がっている。

			　もとより、スピードとパワーは相当だったが、防御力まで手に入れた。

			　ミツハの剣ですら表面しか斬れていない。

			　どこからどう見ても火力が足りない。

			　加えて、瞬間的な筋力ならかろうじてミツハは互角だが、体格が違い過ぎる。基礎筋力は圧倒的にメリーさんが上だし、上から打ち下ろして重力を味方につけている点、そもそもの重量の違いなど、メリーさんが有利過ぎる。

			　ミツハはなんとか、剣の技量で不利を埋めてはいるが、一本の剣につき二回しか振れないこともあり一秒ごとにミツハは不利になっていく。

			　メールを送る。

			　すぐに返事がきた。

			　よし、田中さんのほうの準備はできたらしい。

			　すでに、俺たちの切り札はＡｍｏｚｏｎに出品済み。だが、値段が一億二０００万円でとても購入できない。

			　それを一瞬だけ値下げしてくれる。

			　けっして、誰かに横取りされるわけにはいかない。動画で約束のワードを告げれば、すぐにでも、値下げを実行してもらえる。問題はいつ仕掛けるかだ。

			　……いや、タイミングを見計らっている場合でもなくなった。

			　ミツハの呼吸が乱れた。嵐のような怒涛の攻めを受けて、こらえきれなくなったのだ。

			　次の一撃は、問答無用でくらう。

			　いや、大丈夫。風がミツハを運び、斧が空を切る。

			　エフィルの魔術だ。

			　だが、エフィルも息が荒い。精霊術士じゃないエフィルにとって風の魔術の負担は大きい。これ以上の魔力の行使は怪しい。

			　二人とも限界だ。

			　仕掛けるなら、ここしかない。

			「ミツハ、エフィル、下がってくれ。メリーさん、待たせたな。ここから先は一対一の勝負だ！」

			　俺に注意を向けさせる。

			　メリーさんの動きが止まった。ミツハは後ろに下がり息を整える。

			「貴様、そういって、また逃げるつもりだろう？　おまえの小細工には飽きた。この女と打ち合うほうが楽しい。あと、メリーさん言うな」

			　メリーさん言うなという言葉が感情的だ。

			　トラウマでもあるのだろうか？

			「いや、もう俺は逃げない。逃げる必要もない」

			　スマホを操作し、あとワンクリックで購入できるところまで持ってきた。

			「ふん、どっちでもいい。とりあえず、死ね！」

			　異形の馬の脚でかけてくる。

			　さきほどまでより圧倒的に早い斧の振り下ろし。

			　ミツハもエフィルも満身創痍で動けない。

			　防げなければ即死。

			　だが、焦りはない。

			　なぜなら、俺には漢の夢がついている。

			　パチン、頭上で指パッチン。とくに意味はない。かっこいいからやっている。

			　息を吸う。そして……。

			「こおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぃいいいいいいいいタナカス!!」

			　約束の言葉を紡ぐ。全力で腹の奥から叫ぶようにして。

			　Ａｍｏｚｏｎに出品されているアレの値段が下がったのを確認した。そして、ぽちっとな。

			　斧が俺の脳天に届く直前だった。

			　虚空から鋼の腕が現れて斧を受け止めた。

			「我が一撃を受け止めただと!?」

			　続いて胴体、四脚のホイール付きの脚が現れ、全貌が現れる。全長四メートルのメリーさんにも匹敵する鋼鉄の巨人。

			　タナカス。
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			　それは、人の手によって作られた鋼の巨人だ。

			　オイルの血が全身をめぐり、鋼鉄の心臓を持つもの。

			　清らかなる白に彩られたボディが日の光を受けて輝く。油圧駆動のボディからは独特の重低音が響いていた。

			「なんだ、これは、このような巨大な鉄の人間が存在するのか!?」

			　さすがのメリーさんも面を食らっていた。

			　人が人を作るなど、ましてや鋼の巨人など魔族の想像も及ばない領域だ。

			「とぅ！　タナカス、コンバイン」

			　掛け声をあげてジャンプ。

			　胸部コックピットに飛び乗りハッチを閉める。

			「【解錠(アンテ)】」

			　力ある言葉が紡がれ、ヘパイストスの宝珠が赤く輝く。

			　タナカスの鋼の肌に赤の文様が刻まれ、命が宿る。

			　本来、タナカスは電気信号で制御する。

			　だが、ヘパイストスの宝珠によって俺と一つになった。鋼の体の隅々まで俺の神経が宿る。

			　究極の一体感。これぞまさに人機一体！

			　行くぜ、タナカス！

			「さぁ、アゲていこうか！　共に青春を謳歌しようぜ！」

			　思い切りぶん殴る！

			　そのイメージを浮かべた。全三十のタナカスの関節が連動し、全出力を一点に収束し、最高の一撃を放った。

			　それはただの【正拳突】。

			　なれど、ディーゼルエンジンによって生まれる莫大なエネルギーの一点集中。ショベルカーの機構を用いられて作られた堅牢かつ強靭な腕。

			　加えて、遊び人ゆえに、タナカスすら適正装備として扱われ、俺のステータスが上乗せされる。

			　鋼の腕(かいな)で放たれる超重量の一撃。

			　それだけで必殺に値する。

			「ぐほっ」

			　硬質化したメリーさん（第二形態）の装甲すら打ち抜いて拳がめり込む。

			　メリーさんがたまらず、距離をとる。

			「貴様は、貴様はいったいなんなんだ!?」

			　そのセリフを待っていた。

			「其は子供の明日を奪われた母親の嘆き、其は子供の明日を守れなかった父親の怒り。其は穢(けが)され続けてきた世界の憎しみ……怨嗟ではなく、正しき怒りと憎悪。涙を流し、血を流し、それでも前を進むもの……理不尽なる暴力(ちから)をさらなる暴力(ちから)をもってねじ伏せる……其の御名は！　斬魔神聖タナカス!!　人によって生み出された人のための機神だ!!」

			　決まった。

			　一度ロボットに乗ってみたら言ってみたかったんだよな。

			　名乗りのないロボットは認めない。リアルロボよりスーパーロボだ。

			「まるで意味がわからんぞ？」

			　メリーさんが困惑している。

			　……メリーさん、君にはがっかりだよ。ノリがわかる魔族だと思っていたのに！

			　

			『デモン〇インですかね』

			『>>1まじめに戦え』

			『タナカスはリアルロボットだろＪＫ』

			『これにはメリーさんも困惑』

			　

			　うるさいよ住民(おまえら)！

			　とにかく、まじめに戦おう。

			　ディーゼルエンジンと鼓動がリンクする。

			　力を入れると、出力が上昇した。

			　足を延ばす。四脚のホイール急回転。突撃だ。

			「ぐぬ、いくら力強くても単調な突撃など！」

			　メリーさんが突進を横っ飛びで避けて、通り過ぎて行った俺＝タナカスの後ろを取り、追いかけてくる。

			　だが、甘い。

			　四脚のホイールはそれぞれに独立している。それぞれの出力を調整すれば、その場で回転することすら可能。

			　くるりと振り向く。

			　左腕を奴に向ける。

			「タナカス・ガトリングガン！」

			　タナカスの左腕の固定兵装を使用する。とはいっても、実銃ではなくＢＢ弾を放つエアガンだ。

			　もちろん、ただのエアガンではない。

			　ＣＲＡＦＴ ＡＰＰＬＥ　ＧＲＯＵＰから提供された、Ｍ１３４を模した超大型ガトリング。エアガンでありながら三十万円もするモンスター。その威力はアルミ缶ならたやすく貫く。

			　もちろん、【剣戟崩壊】は忘れない。

			「ぐぬうううこざかしい」

			　銃撃の雨をメリーさんが突っ込んでくる。

			　重装甲のおかげだ。

			　しかし、無理をしていることもあり自慢の重装甲にひびが入りつつある。

			　メリーさんは勘違いしている。

			　タナカス・ガトリングガンは牽(けん)制(せい)に過ぎない。ガトリングを放ちながら、突進。

			　斧を振りかぶったメリーさんとタナカスが激突する。

			　こちらが突進すると読めていなかったため、こっちのほうが早い。斧が振り下ろされる前に、こちらの拳が届く。

			「タナカス・インパクト！」

			「ぐほっ」

			　ただの【正拳突】を放つ。

			　もとから、自慢の重装甲にひびが入っていたこともあり、メリーさんが悶絶する。

			　だが、容赦はしない。

			「タナカス・インパクト！」

			「ぐはっ」

			「タナカス・インパクト！」

			「ぐふっ」

			「タナカス・インパクト！」

			「ぐがっ」

			「タナカス・インパクト！」

			「ぐげっ」

			　連続でタナカス・インパクトを放つ。

			　再生力は見せてもらった。

			　ならば、再生できなくなるまで、殴り続ける。

			　俺は！　メリーさんが！　再生できなくなるまで！　殴るのを！　やめない！

			　マニュピレーターがとっくにバカになっている。

			　腕の関節も怪しくなっている。

			　それでも、ここで仕留めなければ、次はない。

			　もってくれ、タナカス！

			「うおおおおおおおお、タナカス・ストーム！」
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			　ただの滅多うち。

			　ホイールでの突進を続けて距離を詰めながら、乱打。絶対に距離を取らせない。

			　

			『まっくのうち、まっくのうち』

			『メリーさん、完全にグロッキーです』

			『もうやめて！　メリーさんのライフはゼロよ！』

			『デンプシーロール、キタコレ』

			『巨大ロボ、必殺技ぐらい用意しておけよ』

			『これだから素人は、鍛え上げられた肉体こそ真の必殺技よ』

			　

			　正直、必殺技ぐらい欲しい。

			　めちゃくちゃしんどい。

			　殴って、殴って、殴り続けた。八の字に反動をつけて無限の機動を描きながら。

			　あっ、ついに。腕がダメになった。関節が完全にいって、もうあがらない。

			　両腕ともだ。

			　くそっ、こうなったら最後の必殺技だ。

			　ホイールを逆回転させ、距離を取る。壁に磔(はりつけ)になって、殴られ続けていたメリーさんが、支えを失って崩れ落ちる。

			　そして、すべてのホイールを全力回転し、確保した距離で最大戦速まで加速！

			　質量×速度＝破壊力。

			　己を弾丸に変える、タナカスの必殺技だ！

			　まあ、ただの体当たりなんだけどね。メリーさんは、めっためたに殴られて、虫の息、これだけ、くっそながいモーションでも逃げられない。

			　さあ、喰らえ。

			「タナカス・グランダッシャー」

			「グガアアアアアアアアアアアアア」

			　どすんっと鈍い音がしてメリーさんが再び壁に叩きつけられた。そして跳ね返ってきたメリーさんがタナカスにあたり、タナカスはメリーさんをクッションにしたまま壁に突っ込む。

			　あっ、メリーさんの首が曲がっちゃいけない方向に曲がっている。

			　タナカスのほうも被害甚大だ。装甲はねじ曲がり、腰の関節がぼきっと折れて、電気信号を伝えるケーブルが断線。四脚のうち二本がおしゃか。

			　もう、まったく動けない。

			　……ありがとう。僕の相棒(サンドロツク)。

			　初代の車爆弾といい、どうして俺の愛機はこうもあっさりと逝ってしまうのだろうか。

			　俺はハッチをあけて、コックピットから下りて、首がありえない方向に曲がっているメリーさんのところに行く。

			　いつの間にか、メリーさんは第一形態に戻っていた。

			　もちろん、とどめを刺すためだ。

			「さすが英雄だな。圧倒的な強さ。この鉄壁のメリーハルトを倒すとは……もう、再生の魔力は残っていない。この傷だ。もうすぐ、我は消えるだろう」

			　鉄壁のメリーハルトって、そんな二つ名があるなら、最初に言っておけよ。

			「だが、調子に乗らないことだ。我は魔族四天王の中で最弱、我を倒しても、第二、第三の魔族四天王がっ、ぐふっ」

			　そこまでだった。

			　メリーさんがこと切れる。

			　あっ、ラッキー。ドロップアイテムだ。

			　妙にメタリックな角と特大の魔石。両方とも、なんとなくすごそうな気がする。

			　ミツハとエフィル、マユキがやってきた。

			「鉄壁のメリーハルト、恐ろしい敵だったわね」

			「ええ、とんでもなく強い魔族でした……魔族四天王。この鉄壁のメリーハルトですら最弱なんて……正直、怖いです」

			　ミツハ、エフィル。

			　おまえたちはノリがいいな。

			　俺なんか思わずスルーしちゃったよ。

			　あと三人もこんなのがいるとか面倒過ぎるだろう。

			　

			『>>1、さっそく残りの四天王を倒しに行くんだ』

			『ちゃんと一コマで全員殺すんだぞ』

			『その次は魔王をあっさり倒せよ』

			『>>1の勇気が異世界を救うと信じて』

			　

			　無理言うな。

			　それができたら、女神は俺を呼んでいない。

			「メリーハルトもすごかったけど、ユウのタナカスもすさまじいわね」

			「はい、人によって生み出された人のための機神……斬魔神聖タナカス。これも、かつて賢者だったユウ様が作った【古代宝具(アーテイフアクト)】なんですよね？　神すら生み出すなんて……震えてしまいます」

			【古代宝具(アーテイフアクト)】。そういえば、そんな設定もあったな。

			　あと、エフィルさんやめてください。

			　ノリで言った名乗りを真顔で言われると死にたくなってしまいます。

			「とりあえず、タナカスをどうするかな」

			　たった一回でタナカスさんはスクラップ。

			　損傷がひど過ぎて修理できる気がしない。

			　水路橋重工なら直せるだろうが、地球に送る方法なんてない。

			　馬車にあんな巨体なんて入らないし。

			　くいくいと袖が引かれた。

			「ユウ、喜んで。功績値が一定値以上溜まったから、女神様から特典が配られる」

			「初耳だぞ」

			　マユキが目をそらした。

			　やましいことがあるときの仕草だ。

			「……別にマユキが教え忘れたわけじゃない。いつか、ユウが英雄らしいことをしたとき、新鮮な気持ちでご褒美を受け取れるように配慮した」

			　絶対嘘だな。

			　マユキにそんな気遣いができるわけがない。

			　そして、頭の中にいくつもの選択肢が浮かぶ。

			　英雄の功績による特典は、自由に選べるらしい。

			　その中に、とくに目を引くものがあった。……それは極めて強力というわけではない。他にいくらでも便利そうなものはある。

			　だが、今必要なものだ。

			　大事な仲間を置いてけぼりにしないために。

			「よし、決めた。【アイテムボックス】をもらう」

			　女神の力により、新たなチートを授かった。

			　それは【アイテムボックス】。

			　ドラ〇もんの四次元ポ〇ット。

			　好きなだけ、異次元に荷物を収納し、いつでも取り出せるものだ。派手さはないが、非常に使い勝手がいい。

			　さっそく、タナカスを収納する。

			　これなら、持ち運べる。

			　時間をかければ、エフィルなら修理できるようになるかもしれない。

			「ユウ、変わってる。そんな弱いチートを選ぶなんて。もっとほかにいいのがある。【英雄願望】とか、超おすすめ」

			「うるさい、これだって使いようによっては強いんだぞ。いろいろと、アレな使い方もあるからな」

			　四次元ポ〇ットを武器に転用する考察は、山ほどされている。

			　あとで住民にも声をかけよう。きっと、あいつらは口では文句を言いつつも、面白がって意見をくれるだろう。

			　グリムガルト王が騎士を引き連れて駆け寄って来る。

			　いろいろと話を聞かれるだろう。

			　……とりあえず、細かい話は後にしてもらうようにお願いするつもりだ。

			　今日は疲れた。今は寝たい。

		

	
		
			エピローグ　旅は続く

			　

			　王都を出た。

			　馬車を引くのはいつもどおり、子ギツネ姿のマユキだ。

			「にしても、まさか二度目の謁見イベントがあるとはな」

			「そうね、予想外だったわ」

			「ユウ様はすっかり陛下に気に入られてしまいましたね」

			　あれから、本当にいろいろあった。

			　王に抱き着かれて、おまえこそが真の英雄だと言われた。

			　騎士たちからも、すさまじい憧れの目で見られ、ほめちぎられた。

			　騎士団を一蹴したメリーさんを機械神で倒したというのが、とても英雄らしく映ったのだろう。

			　ノリと勢いでいろいろと言った、人のための機械神やらなんやらを全部、王も騎士たちも間に受けたのだ。

			　嘘を嘘と見抜けない異世界人には俺の戦いを理解するのは難しい。

			　それだけでなく、グリムガルト王はこの感謝の気持ちを言葉だけでは伝えきれないと、二度目の謁見イベントが発生。

			　爵位までもらってしまい。貴族の仲間入りをしてしまった。

			「ユウ様、メリーハルトの暗躍はすごかったですね」

			「ああ、細かいことをちまちましていたみたいだ」

			　メリーさんは派手な悪さはしていないが、ひたすら細々と悪さをしていた。

			　たとえば、川の氾濫を防ぐための公共工事で業者に手抜きさせたり、疫病対策に倉庫に保管している薬をただの水にすり替えたり、諸外国に悪評を流したりと、……地味だが、シャレにならないことをコツコツ積み重ねていた。

			　さすがは鉄壁のメリーハルト。なんという堅実さだ。

			　というわけで、魔族の中でもたちが悪いメリーさんを倒した俺の評価はうなぎのぼり。

			　……ただ、タナカスが古代人の作った機械の神だってガチで信じてしまった王は、その武勇伝を吟遊詩人によって国中に広めるとノリノリで言っていたのが怖かった。

			　なに、この罰ゲーム。

			「とにかく、東だ。東。もうぜったい東にいくぞ！　邪魔が入らないうちに！」

			　別に、この国にいづらくなったから慌てているわけではない。

			　とにかく、当初の計画だった強い魔物が出る東でのレベル上げを実行するのだ。

			「ユウ、がんばり過ぎよ。魔族四天王を早く倒したいのはわかるけど、無理をし過ぎると体を壊すわ」

			「そうです！　ちょっとぐらいゆっくりしてもいいのに。でも、そんながんばりやなユウ様が好きです」

			　ミツハとエフィルの尊敬のまなざしが痛い。

			　そんな殊勝なことは考えてない。

			　思わず目をそらしてしまう。

			　……そういえば、メリーさんに追い詰められて絶体絶命になったときのことを思い出した。

			　童貞のまま死ぬのは嫌だ。二人と愛し合えばよかったと。

			　そんな後悔は二度としたくない。

			　喉がやけに渇く。

			　きっと二人は口に出せばＯＫしてくれるだろう。

			　さあ、言うぞ。

			　別に下心だけで言うわけじゃない。俺は二人とも愛している。もちろん、ちゃんと責任も取るつもりだ！

			　問題なんてないはずだ。

			「エフィル、ミツハ、俺は！」

			　そこまでしか言えなかった。

			　馬車に急ブレーキがかかる。

			　馬車から顔を出す。

			「マユキ、いったいどうした？」

			　馬車を引くマユキに問いかける。

			　子ギツネ姿のマユキが振り向く。微妙に困った顔をしている。

			「ユウ、これを見て」

			　マユキの前には、ボロボロの服を着て土下座している人々が。

			　なんか、もうこの時点で嫌な予感しかしない。

			「どうか、どうか、お助けを、キツネの聖者様！」

			　リーダーらしき老人が、あほなことを口走る。

			　なんだ、キツネの聖者って、聞いたことがないんだけど!?

			　そんな噂でもあるの。

			　深く、深くため息をする。

			　関わると面倒なことになるんだろうな。きっと、裏に魔族とかいるんだろう。

			　無視したほうがいい。

			　わかっている、わかっているが。

			「とにかく、何があったか話してくれ」

			　俺は困っている人を見捨てられるほど心が強くない。

			　エフィルとミツハが微笑む。

			　この性格はあまり好きじゃないけど、二人が好きになってくれたのなら悪くないと思う。

			　……きっとまたお預けだ。東に行くのも、俺の童貞卒業も。

			　それでも、まあいいか。

			　なんだかんだ言っても、俺はこいつらとのこの世界での生活が大好きなのだ。こういうのもある意味俺たちらしい。

			　気が付いたら俺は笑っていた。

			　そうして、俺はまた、厄介ごとに巻き込まれていく。きっと、こんな日々が続いていくのだろう。騒がしくて、めんどくさくて、楽しい日々が。

		

	
		
			あとがき

			　

			『俺の部屋ごと異世界へ！　ネットとＡｍｏｚｏｎの力で無双する（３）』を読んでいただき、ありがとうございました

			　著者の月夜 涙です。

			　三巻では、おそらくはア○ゾンでもっとも高価な商品をもとにしたものが出てきます。なんと一億円越え！　あとでググってみてください。ド派手かつ最強。最終巻に相応しいロマン武器です。

			　待ち受けるのは……今までで最強最大の敵！　王都に潜む邪悪な陰謀、張り巡らされた罠がユウたちを襲う！

			　そして、ユウたちにも大きな変化が、今までのパーティではいられない。

			　恋もバトルも最大級に盛り上がる最終巻をお楽しみに！

			　

			宣伝

			　

			　Ｍノベルス様で、発売日は未定ですが『そのおっさん、異世界で二周目プレイを満喫中』というシリーズを新たに始める予定です。

			　才能がなく超一流の冒険者になることを諦めていたおっさんが、とある出会いと、とある発見で自分の殻を破り、新たな仲間と再び超一流を目指す物語。おっさん主人公独特の大人な感じや思いやりが全面に出ていて、今までと違った物語を楽しめると思うので、ぜひ。

			　また、12月１日には角川スニーカー文庫さんから『回復術士のやり直し』というシリーズの二巻が発売します。コミカライズも始まり好評をいただいているシリーズです。こっちはとってもエッチでハードな復讐物語で毛色が違うので、そういうのが好きな方はどうぞ！

			　

			謝辞

			　

			　冬空 実先生、素晴らしいイラスト感謝です。最終巻までお付き合いいただきありがとうございました。マユキたちも冬空先生にデザインしてもらえて幸せだったと思います。
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			ライトノベル作家。キャラクターを可愛く書くことに命をかけています。キツネとエルフが大好き。読者様が楽しんでくれることを祈っています。（二〇一七年十二月現在）
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